
        
            
                
            
        

    









































俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している９
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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今までの「のうコメ」










　お前だけだから。お前以外みんなわかってたから。プークスクス！







　第一章　男の悩み
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　　　　１




　俺は、ようやく気付いた。

　謳おう歌かとふらのは……俺の事が好きだ。

　理り屈くつじゃない。ショコラのおかげで空そらさんのトラウマから本当に解放された今……恋れん愛あいに対する恐きよう怖ふ心しんが取り除かれた今……その事が直感的に分かってしまった。




「奏かなでさん、どーしましたか？」

　傍そばにいたショコラが俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「あのさ、ショコラ。謳歌とふらのって──」

　そこまで言いかけて、はっ、と口をつぐむ。

「謳歌さんとふらのさんがなんですか？」

「いや、なんでもない……」

　……馬ば鹿かか、俺は。

　そんな事、一番質問しちゃいけない相手だろ。

　ショコラはずっと俺の事を好きだと──男として好きだと言い続けてくれている。そんな子に俺が他ほかの誰だれかに好かれてるかどうかの話をするなんて、デリカシーが無いにも程ほどがある。

　そして今までの自分の鈍どん感かんさに呆あきれる。

　あんなに……あんなに分かりやすく嫉しつ妬とや照れを繰くり返していた二人の気持ちに、なんで気付けなかったんだろうか。

　空さんに植え付けられたトラウマが邪じや魔ましていたとはいえ、あまりにもひどい……ギャルゲーの主人公も真っ青の朴ぼく念ねん仁じんっぷりだ。

　でも今の俺は違ちがう。謳歌とふらのの好意に気付けた……ようやく気付く事ができた。

　──が、そこで一つの疑問が頭をよぎる。




　どうしよう？




「…………」

　その一言がぐるぐると頭の中で渦うず巻まいたまま、教室に戻もどる。

　ショコラが保健室で意識を失っている間に、体育祭の全行程は終しゆう了りようしていた。

　どうやらもう解散になってるみたいだけど、祭りの余よ韻いんを楽しんでいるのか、まだほとんど全員が教室に残っていた。

「あ、奏っち……」

　その中に、謳歌の姿があった。

「謳歌……」

「…………」

　無言でこっちを見つめる謳歌。

　彼女のさっきのセリフが、脳内に蘇よみがえってくる。




『ずっと……ずっと心の奥で思ってた事を、伝えます』

『あたし、遊ゆう王おう子じ謳歌は、君の事が──』




　謳歌は間ま違ちがい無く俺に、告白しようとしていた。

　そして、数日前に俺のうちに来た時──

『ずっと……ずっと言おうと思ってたんだけど……いいきっかけが出来たから、今言っちゃうね』

『あの……あのね。あたし……あたし……実は……………………………奏っちのこ──』




　あの時も、そうだった。

　二回とも邪魔が入る形になってしまったけど、謳歌は俺に気持ちを伝えようとしてくれていた。

　俺に、好きだと言ってくれようとしていた。

　そんな謳歌に対して、俺はどう接すればいいんだろうか。

　好意に気付いた事を伝えるか？…………無理だ。今いま更さらどの面つら下げて言えっていうんだよ……

　自分の鈍感さに対する憤いきどおりと、女の子にあそこまでさせてしまった事に対する申し訳なさでいっぱいだった。

「…………」

「…………」

　無言のまま見つめ合う俺と謳歌。

　やがて沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか、謳歌が口を開いた。

「そ、そんなに、あ、あたしの事見て、ど、どうしたの？」

「い、いや……そ、その……な、なんでもない」

　お、落ち着け俺！

　あんまり挙動不ふ審しんな態度だと、謳歌からの好意に気付いていると悟さとられてしまう。

「そ、そうなんだ…………………あ、あのね……」

「おう、どした？」

　俺は平静を装よそおって軽い感じで返した。

「あの……さっき言おうとしてた事なんだけど……」

　……来たか。

「あれか。なんか大事な話みたいだったのに、ショコラが邪魔しちゃって悪かったな」

　ばくんばくん鼓こ動どうする心臓の音が聞かれないかと、ヒヤヒヤする。

「ううん、いいんだ……あの……実はね……………………」

「実は？……」

　生なま唾つばを飲み込む……まさか……まさか、今ここで言うのか？

「謳歌、ちょっと待っ──」

「駄だ目めだ……言えないよお……」

　謳歌は顔を真っ赤にして、俯うつむいてしまった。

「うっ……」

　なんだよこれ……これじゃまるで普ふ通つうの女の子じゃないか。とても『お断り５フアイブ』なんていうレッテルを貼はられてるとは思えな──

　……ん？

　そこでふと思う。そもそも、何で俺は謳歌の事を普通の女の子じゃないって思っていたんだろうか。

『お断り５』だというフィルターを取り除いて、客観的に判断してみる。

　まずは顔。かわいい。これは間違い無くかわいい。その容姿は校内でもトップクラスで表ランキングに入っていてもなんら不思議は無い。

　次に性格。たしかに子供じみた思考回路で悪戯いたずらがすぎる面もあるが、それは純じゆん粋すいとも言い替かえる事ができる。今時、ここまですれていない高校二年生は珍めずらしいだろう。

　無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんなその笑え顔がおは周りの人間までも明るくする。

　テストは毎回全教科ほぼ満点。運動能力も常人離ばなれしているが、そういうのを鼻にかける事は一いつ切さい無い。

　…………あれ？

　おかしくないか？……なんで謳歌、『お断り５』なんかに入ってるんだ？

『お断り５』は言動にアレな部分が多く、恋愛の対象としては無しと判断された鼻つまみ者達ってことだけど……全然無しじゃないだろ。というか完かん璧ぺき超ちよう人じんだろ。

　みんな……感覚がおかしくないか？

　……いや、他人の評価なんて関係無い。重要なのは俺だ。今、俺自身が謳歌を客観視した時に、女の子としてかわいいと思っているのは事実だ。

　俺は……俺はそんな女の子に好かれていて──

「う……」

　自分の顔面が真っ赤になるのが分かった。

「おいおい。甘あま草くさと遊王子、二人とも赤くなっちゃってどうしたんだ？」

「……え？」

　そこで、俺達の傍にいた佐さ藤とうが声をかけてくる。

　ま、まずい。

「い、いや、あ、赤くなってなんかないじょ……」

　謳歌も思いっきりテンパっていた。

「い、いや、俺がちょっと下ネタ言ったら恥はずかしがっちゃってさ……」

　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かす。

「な、謳歌」

「あ、う、うん。そうそうっ」

　謳歌もあわせる。

「ふーん。ま、遊王子、お子ちゃまだからそういうネタに弱そうだもんな」

　納なつ得とくした様子の佐藤。

「いや、まさか二人がいい感じなのかと思っちゃったぜ」

　佐藤は、冗じよう談だんめいた口調で俺の肩かたに手を乗せる。

「いやいや、そんなのあり得るわけ無いだろ」

　即そく座ざに否定する俺。

「えっ……」

　……いや謳歌さん。気持ちは分からんでもないけど、ここでその『そんなあ……』的なリアクションはまずいだろ。バレる……バレるって。

　謳歌も、はっ、と気付いて、慌あわてて取り繕つくろう。

「あ、そ、そうだよね。あはは。やだなあ奏っち。そんなオゲヒンナコトイッテ……アハハ……」

　ザ・ギクシャクって感じの喋しやべり方だったが、佐藤はそれ以上追つい及きゆうする様子もなかった。

「そ、それジャア、マタネ、カナデッチー」

　これ以上話していてはぼろが出ると思ったんだろう。ぎこちない歩き方で去って行く謳歌。その悲しそうな背中を見て……心が痛んだ。

　俺は謳歌やふらのに、ずっとこんな気持ちを味わわせて──

「甘草君」

「うっ……」

　よりによってこのタイミングでふらのが声をかけてきた。

「ど、どうした？」

　若じやつ干かん言葉を詰つまらせながら返す。

　さっきは完全に好かれてるだろ、って思ったけど、ふらのに関しては謳歌ほど確信を抱いだいているわけじゃない。

　俺に対する態度は辛しん辣らつだし、たまに暴力ふるってきたりするし……

　ただ、客観的に今までの言動を振ふり返ってみると……やっぱりそうとしか思えないんだよな。

　俺の葛かつ藤とうをよそに、ふらのはいつも通りの淡たん々たんとした口調で言い放つ。

「さっきは遊王子さんに一体どんなセクハラ発言をしたのかしら。内容いかんによっては猥わい褻せつ物○ンチン罪で訴うつたえられるわよ」

「…………」

　……ひどい……駄目だこいつ……

　──と、さっきまでの俺なら思っていた所だが。

　もしかしてこれ……照れ隠かくしなんじゃないだろうか？

　ふらのが俺に好意を抱いてくれていると仮定すると、今までの下ネタはあまりにもおかしい。いや、好意とか関係無く、女子が下ネタ言ってる時点でおかしいし、それがふらのと言ってしまえばそれまでなんだけど……落ち着いて考えてみると、明らかに俺に対してだけ、下ネタと毒を吐はく割合が高すぎる気がする。

　一見、能面みたいな表情で言っているようだがそれはブラフで、その下には俺に対する好意が隠されている……んだろうか？

「……どうしたのかしら？」

　ツッコミがない事を不審がっている。まずい……事の真しん偽ぎはともかく、普ふ段だん通りに接しないと。

「あ、いや、悪い。なんて言ったか聞こえなかったんだ」

　なんとか誤魔化す。一度言ったネタを繰くり返させるのは忍しのびないが──

「遊王子さんに一体どんなセクハラ発言をしたのかしら。内容いかんによっては猥イチモツ○ンチン罪で訴えられるわよ」

「○ンチン増えてんじゃねーか！」

　そしてさっきよりひどくなっているという……

「遊王子さんに一体どんなセクハラ発言をしたのかしら。内容いかんによっては『ワイのイチモツ○ンチンだい！』で訴えられるわよ」

「誰だれだよ!?」

　ふう……なんとかいつも通りのノリに戻もどせた。

　ふらのからも疑念の表情が消えたので、ほっと胸をなで下ろす。

「で、甘草君、改めて聞くわ。遊王子さん、大分顔が赤くなってたみたいだけど……一体どんな話をしていたのかしら？」

　なんだ？　やけにこだわるな……

　そこでふと、思い出す。

　そうか……そういえばさっき謳歌が、ふらのにこう言ってたな。




『抜ぬけ駆がけみたいな事はしたくないから、宣言します。ふらのっち……あたしもう、奏っちにきちんと……言うね』




　……あの時の俺は何の事だか分からなかったけど、謳歌はふらのに対して、決意をはっきりと示していた。

　ふらのが本当に俺の事を好きなんだとしたら、気が気じゃないだろう。

「いや、別に甘草君が誰と何を話そうと全然興味ないんだけど……ほら、セクハラだったら止めないといけないし、なんだったら遊王子さんを避ひ難なんさせた方がいいかもしれないし……ごにょごにょ」

　お、おもいっきりモジモジしてる……

　普通の……女の子だ。

　やっぱり……そうなのか？

　俺は、気き恥はずかしさで顔が赤くなりそうなのを、必死に抑おさえる。

　落ち着け……さっきの謳歌と同じく、客観的にふらのを分ぶん析せきしてみよう。

　まず容姿。これはやはり抜ばつ群ぐんだ。謳歌と同じく、校内でも指折りのレベルと言ってしまっていいだろう。

　性格。これは普通に考えれば完全にアウトだ。ひどい毒どく舌ぜつに加えて、男子でもドン引きするような下ネタ。誰がどう見ても『お断り５』に相応ふさわしい人材だ。

　でもそれは全すべて、俺に対する照れ隠し……俺に対する気持ちが強いからこその過か剰じような反応。そう考えると──

　かわいい、よな。

「うっ……」

　だ、駄目だ……意識した瞬しゆん間かんに真っ赤になってしまった。

　どうするこれ？……マジでどうすればいいんだ？

「……甘草君？」

　ふらのが首を傾かしげる。

　マ、マズい……感づかれてしまう。

　謳歌もチラチラとこっちの様子を窺うかがってるし……

　俺がなんとか平常心を取り戻そうと必死になっている所へ、ショコラが寄ってきた。

「奏さん」

「ど、どうした？」

　ショコラは、ふらのと謳歌の方をちらっとみてから、俺に体を密着させた。

「えへへ」

　お、おい……胸が……当たってるんですけど……

「シ、ショコラ、近いから……誤解されるからやめろ」

「ごかい？　何をですか？」

「いや、だからだな……」

　言い淀よどむ俺に対して、ショコラは満面の笑みを浮うかべた。

「ごかいする事なんてなにもありません。わたし、奏さんが大好きですからっ」

「うっ……」

　な、なんでこのタイミングでそんな事を……
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　クラス中の視線がこっちに集まっている。

　まあ相手がショコラならば、どうとでも逃にげられる。今までも、ショコラは何回も俺の事を好き宣言しているし──

「ち、違ちがうぞみんな。ショコラはあくまで学業補助ペットとして、飼い主の俺を慕したってるだけで──」

「違います、男のひととしてだいすきですっ」

「ばっ!?」

　どよっ……

「マジかよ……」「お、俺達のショコラちゃんが……」「ショコラちゃん。いつもの感じに戻ったと思ったら……やっぱり甘草なのかよ……」

　教室中に動どう揺ようが広がっていく。

　ショコラ……一体何を考えてるんだ。

　そこでショコラは、再びふらのと謳歌に視線を向けて、微笑ほほえむ。

　これはもしかして……挑ちよう発はつしてるのか？

「「…………」」

　黙だまり込んでしまうふらのと謳歌。

「奏さん」

「な、なんだ？」

「奏さんはわたしの事、きらいですか」

「い、いや、そんな訳ないだろ」

「じゃあすきですか？」

「ま、まあそりゃあ、す──」

「…………」

　そこでふらのが、ショコラの腕うでをがっちりと摑つかんだ。

　そして、一言。

「ショコラさん、あまり甘草君に触さわるとパイオツが小さくなるわよ」

「どんな特とく殊しゆ能力だ！」

　言外に俺から離はなれろと言っていたが、ショコラは動じない。

「だいじょーぶです。おへやのはだいろの本のけいこうを見るに、奏さんは標準よりちょっと大きめ、くらいがこのみのはずですっ」

「何を公開してんだお前！」

　……今度、外側からかけられる鍵かぎ付けとこう。

「という事でふらのさん。わたしはもっと奏さんにくっつきます」

「く……」

　ふらのは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ、なんとか俺を引き離す口実をさがそうとしていた。

「……ショコラさん、実は甘草君はパイオツなのよ」

「俺ホモサピエンスですけど！」

「ほもですかっ！」

「お前はどこにくいついてんだ!?」

「と、ともかく甘草君から離れ──」

「わたしは奏さんが大好きです。だからくっつきます！」

「う……ぐ……」

　あまりにストレートなショコラに、ふらのは黙り込むしかなくなってしまった。

「や、やめろって……」

　ぐいぐいと胸を押しつけてくるショコラ。

「あ、あの……ショコラっち」

　今度は謳歌が歩み寄ってきた。

「謳歌さん、どうしましたか？」

「か、奏っちの事好きなのは分かったけど……ちょっと子供っぽすぎるんじゃないかな。ほ、ほら、みんなも見てるし」

　謳歌の口から子供っぽいなんて言葉が出てくるとは……

「わかりました。じゃあみなさんがみていない所でくっつきます」

「お、おい……」

「奏さん、いきましょう」

　ショコラが、俺の腕をがっちりと摑む。

「だ、駄だ目めぇっ!!」

　謳歌が出したその大声に、クラスのほぼ全員が振ふり向いた。

「あ、いや、その、うう……」

　それ以上は何も言えずに縮こまってしまう謳歌。

　それにしてもこのショコラ、一体どうしたんだろうか？　違い和わ感かんがあるっていうか、なんかショコラっぽくないっていうか……もちろん、さっきまでみたいに人格が変わってるとかじゃないんだろうけど、ちょっと態度が不自然な気がする。

「奏さ～ん」

「だ、だからくっつきすぎだって」

　痛い……みんなの視線が痛い。

「ちょ、ちょっとトイレ行ってくる」

「あ、奏さん……」

　俺は、たまらずその場から逃げ出した。

「ふううう……」

　教室のドアを後ろ手に閉め、深いため息を吐つく。

　駄目だ、ちょっと頭を冷やさなくては。

　本当に催もよおしていたわけではないけど、個室で一人になりたかった。

　トイレに向かう道すがら、ふと思う。

　女子三人から想おもいを寄せられているというこの状じよう況きよう……もしかしたらこれ、ものすごくけしからん悩なやみなんじゃないだろうか。自分で言うのもなんだけど、いわゆる世間一いつ般ぱんで言う所のリア充じゆうばく──






【選べ　①爆ばく発はつする

　　　　②股こ間かんが爆発する

　　　　③股間から爆発音がする】








　……………清すが々すがしいまでの平常運行だった。

　俺は、人が行き交かう廊ろう下かのど真ん中で③を選び取り──

「きゃあああああああああっ！　なんか『お断り男』の股間がボカンボカン言ってるううううううう！」「いやああああああああああああっ！」「キモイイイイイイイイイイッ！」

　俺が女だったら、こんな奴やつ絶対好きにならないけどな……




　　　　[image: ]




　私は甘草君が好き。

　それは間ま違ちがい無い。

　そしてショコラちゃんも甘草君が好き……謳歌ちゃんも甘草君が好き。

　それも分かってる。

　でも私は、その事実から目を背そむけてきた。考える事から逃げてきた。このままのなあなあな状態がずっと続けばいいと、そう思っていた。

　でも、違った。

『抜ぬけ駆がけみたいな事はしたくないから、宣言します。ふらのっち……あたしもう、奏っちにきちんと……言うね』

　あの時の謳歌ちゃんの顔が、ずっと脳のう裏りに焼き付いている。

　本気だった……謳歌ちゃんは本気で甘草君に告白しようとしてた。

　ちょっと変になってたショコラちゃんが割って入ってきたから結局言えなくて、今は決心が鈍にぶっちゃってる感じだけど……また決意するのは時間の問題だと思う。

　どうしよう……本当に私、どうしよう。

　ショコラちゃんはもう、甘草君に好きだと言っている。

　謳歌ちゃんはもう、甘草君に好意を伝える決心をしている。

　じゃあ私は？

　…………言えない。

　甘草君を好きな気持ちは絶対に負けてないと思うけど……私はまだ……あの二人と同じステージにいない。

　今のままじゃ駄目だって、頭では分かってるけど……どうしてもその一歩を踏ふみ出す事ができない。

　怖こわい。

　きっと次に会った時も、私は淡たん々たんと、ひどい事やエッチな事を口走ってしまうんだろう。

　それに対して甘草君は、いつも通り乗っかってきてくれるだろう。

　甘草君とのその会話はとても心地ここちよくて……いつまでも溺おぼれていたくなるだろう。

　でも……それじゃ、駄目なんだ。

　私は、甘草君が好きなんだから。

　変なクラスメイトとして会話を楽しむんじゃなくて……女の子として見てほしいから。

　それには、勇気が必要だ。

　想いを告げる、勇気が。

　簡単だ。たった一つのシンプルな言葉を伝えればいいんだから。

『好き』って。

　……………………無理だよ。

　それが言えなくて、私はもう何十回も何百回も自己嫌けん悪おを繰くり返してきた。

　そして、これからも繰り返し続けるんだろう。

　だって私には……言えないから。




　　　　２




「はむはむ」

「…………」

　俺は、うまそうに夕食をほおばるショコラを眺ながめながら、困り果てていた。

「おいひーですっ」

「…………」

　ある一つの事実に気がついてしまったからだ。

「奏さん、どうかしましたか？」

　手を止めて、覗のぞき込んでくる。

「う……」

　この状況……まずくないか？

　昼間、謳歌とふらのが客観的に見てかわいい女の子だと認にん識しきしてしまったが……それって当然ショコラも同じだよな。

　ろくに手入れをしていないのに冗じよう談だんみたいにサラサラな金きん髪ぱつ、ノーメイクなのに愛くるしい顔立ち。あんなに食べまくっているくせにモデルも真っ青なプロポーション……まるでフィクションの中から抜け出てきたようなビジュアルをしている。

　くっちゃ寝ねするだけのポンコツなのがちょっと……いや、大いに残念だけど、ショコラがおいしそうに食べる姿を見ていると、そういったマイナス要素は全部吹ふき飛んでしまう。

　結論。やっぱりショコラもかわいい。

　なのに俺は今まで、女の子として認識する事がなかった。

　ただのペットだと思っていた……いや、無意識にそう思い込んでいた。

　だが今は違ちがう。空さんのトラウマから解放され、普ふ通つうに恋れん愛あいをする下地が出来てしまった俺にとっては──

「どうしたんですか？」

「うおっ！」

　唐とう突とつにぴっとりとくっついてきたので、思わず身を引いてしまう。

「奏さん？」

　首を傾かしげながら、距きよ離りを詰つめようとするショコラ。

「ま、待てっ！」

　こんなの……毒以外のなにものでもない。

　ふらのや謳歌はまだいい。学校から出てしまえば距離を置くことができる。しかしショコラの場合はそうはいかない。

　なにしろ、一つ屋根の下で暮らしてるんだ……両親が不在なこの状況で。

「……なんでさけるんですか」

　しゅん、となるショコラ。

「い、いや違うんだショコラ。別にお前を避さけてる訳じゃない」

　慌あわてて弁明する。

「そうなんですか。じゃあ──」

「うっ……」

　まずい、反射的に後あと退ずさってしまった。

「やっぱり……きらわれてます」

　肩かたを落としてうなだれるショコラ。

「あの……わたし、なにかいけない事しましたか」

　なんだその上目づかいは……

「そ、その……」

「その？」

「い、いや、あの……」

「あの？」

　駄だ目めだ……正直に言うしかない。

「いや、実はな──」

　俺は、ショコラの人格が変化している間の出来事を、かいつまんで説明した。無事に恋愛に対するトラウマを克こく服ふくできた事も。

「そうだったんですか……」

　納なつ得とくしたように頷うなずくショコラ。

「それで……それでだな。普通に恋愛できるようになった俺は……その…お前の事も……お、女の子として見るようになっちゃってだな……」

「わたしの事を……おんなのことして……」

　聞いたショコラは、ぽかん、とした表情をしていた。

「奏さん……わたし、とってもうれしーですっ」

　一転、花のような笑みを浮うかべた。これは……反則だろ。

「奏さん奏さん」

「ん？」

「えいっ」

「どわあっ！」

　ショコラが不意に胸を押しつけてきた。

　反射的に払はらいのけてしまう俺。

「お、おまっ……何してる──」

「えいえいっ」

「どわああっ！」

　再びひっついてくるショコラ。

「な、何考えてんだっ！」

「ふふ、奏さん。お顔まっかですよ。ほんとにわたしの事、おんなのことしていしきしてるんですね」

「う…………」

「かわいーです」

　む……完全にからかわれている。

「…………」

　俺は、すっとソファーから立ち上がった。

「あれ？　どこいくんですか？」

「ちょっと……頭冷やして来る」




「ふう……」

　家を出て少し歩いた所でようやく一息つく。

　十一月にもなると夜風がだいぶ冷たくなってくるが、俺の顔はまだ火ほ照てっていた。

　ショコラのからかいは一時的だろうからまあいいとして……明日から学校で、謳歌やふらのとどう接すればいいんだろうか。こんなに簡単に赤くなっていたんでは、俺が好意に気付いている事を悟さとられてしまう。

　そんな事を考えながら歩いていた所で──

「……ん？」

　俺は、なにか背筋に悪お寒かんを感じて立ち止まった。

「なん……だ？」

　曲がり角の先の空気が淀よどんでいるというか、何か禍まが々まがしいオーラが発せられているというか……

　本能が告げていた。この先に……なにかヤバいものがいる。

　あるマンガ曰いわく、真の護身が完成したら危機に辿たどり着く事ができないそうだ。

　別になんの鍛たん錬れんをしているわけでもない俺が感じとれたという事は……曲がり角の向こうにいるものが、危険度マックスである事を示している。

　進むのはやめよう。

　そう決心してふり返った時──

「ぎゃあああっ！」

　目の前に、化け物がいた。

　たまらずその場にへたりこんでしまう俺。

「……奏ちゃん」

　あまりにビックリしたんで一いつ瞬しゆん化け物かと思ってしまったが、それは権ごん藤どう大だい子こさん（四十九）だった。

　危険の正体はコレか……しかしどうやって瞬しゆん間かん的てきに後ろに回り込んだんだろう。

「ど、どうしたんですか？」

　いくら体格が人間離ばなれしていても、いつもなら大子さんを化け物と勘かん違ちがいしたりはしない。だが、今日の大子さんは、得体の知れない剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを放っていた。

「オスの臭においがするわ」

「は？」

「奏ちゃんからオスの臭いがするわ」

「あ、あの……どういう事でしょう？」

　大子さんは、目をギラつかせて俺を睨にらみ付けた。

「今まで、奏ちゃんに群がるブタ共を監かん視ししつつも、具体的な対策は講じないできたわ。奏ちゃんはとっても純じゆん粋すいで、穢けがされる心配がなかったから。でも──」

　大子さんの目が、細まる。

「臭うのよ……強きよう烈れつなオスの臭いが。何か心変わりがあったようね」

　す、鋭するどい……

「その顔は図星のようね」

「いや……あの……その……」

　しどろもどろになってしまう俺。

「どのメスなの？」

「は？」

「奏ちゃんを誑たぶらかしてるのはどのメスなの？」

「た、誑かしてるって……」

「あの金髪のブタかしら」

「うっ……」

「それと、ショートの毒どく舌ぜつ小こ娘むすめと黒くろ髪かみロングのガキね」

　な、なんでこの人、俺の周囲の状じよう況きようを把は握あくしてるんだ……ストーカーかよ。

「あ、あの、一体なんの事だか分からな──」

「まあいいわ」

「……え？」

「たとえ何なん匹びきのハエがたかろうと、ここで私のモノにしてしまえば関係ないわね」

「そ、それはどういう……」

　そして大子さんは何を思ったのか目を瞑つぶって、両手を広げた。

「すきにして……いいのよ」

　……………………………………………………………………………………しませんけど。

　キス待ちだ……なんでか分からないけどこれ、完全にキス待ちだ。急展開ってレベルじゃねーぞ。

「…………」

　申し訳ないが、ここは放置の方向で──






【選べ　①すきにする

　　　　②すきやきの具材にする

　　　　③すき○で深夜に時給八百円でバイトする】








　それ千四百円でも集まらないやつじゃねえか！

　とはいえ……選ぶしかない。①は何が起こるか想像もつかないし、②とかグロすぎるだろ……

「あ、あの、大子さん……俺、これからバイトなんで──」

「女に恥はじをかかせる気？」

「ぎゃああっ！」

　大子さんは、退散しようとした俺の襟えり首くびをむんず、と摑つかみ取った。

「バイトに行く前に……キスしていきなさい」

「いや……それはちょっと無ｒ──」

「しろ」

「ひっ……」

　こ、こんなに力強い『しろ』を聞いたの、せがた三さん四し郎ろう以来だ。

「うわっ！」

　加えて物理的にもとんでもない力で押さえ付けてきた。

「さあ、しろ」

　こ、このままじゃ無む理り矢や理り奪うばわれ──






【選べ　①キスする

　　　　②キズモノにする

　　　　③すき○で深夜に時給七百円でバイトする】








　下がってんじゃねえか！




　　　　３




「疲つかれた……くああ」

　翌日の昼休み。

　俺は盛大にあくびをしていた。

　まいった……昨日は躊躇ためらうごとに選せん択たく肢しが出現し、その度たびに時給が百円ずつ下がっていった。なんとか大子さんの魔ま手しゆからは逃のがれる事ができたけど、結局飛び込みでバイトしてきて五時間で五百円をゲットした……切ない。

「奏さーん」

　机に突つっ伏ぷしていた所、ショコラがまたひっついてきた。

「だ、だからそんなにくっつくなって……」

「いやですっ」

　ショコラは、これ見よがしに謳歌とふらのの方に視線を向けた。

「「…………」」

　唇くちびるを嚙かみしめるふらのと、ぐぬぬ……みたいな表情の謳歌。

　以前は二人の表情を見ても、あいつらなんか様子がおかしいけど、どうしたんだ？　くらいにしか思わなかっただろう……あんなに分かりやすい反応してるのに。

　しかしなんだってショコラはこんな煽あおるような真似まねしてるんだ……

「ちょ、ちょっとタンマ……」

　女子達の軽けい蔑べつと、男子連中の怒いかりの視線も痛かったんで、トイレに行く体ていで教室から抜ぬけ出した。なんか最近、逃にげ出してばっかだな……

「はああ……」

　深いため息をつきながら、一人でトイレに向かう。

　用を足し、手を洗い終わった所で水の流れる音がして、誰だれかが個室から出てきた。

　何気なくそっちの方を見た俺は──

「うわああっ!?」

　瞬間的に叫さけび声をあげていた。

　個室からでてきた人物が、顔面にトイレットペーパーをぐるぐる巻きにしていたからだ……大事な事じゃないけどもう一度言う。顔面にトイレットペーパーをぐるぐる巻きにしていたからだ。

「へ、へへへ、変態だーっ！」

「!?」

　その男は、慌あわてた様子（顔は見えないけど）で個室に飛び込んだ。

　そして、中から聞こえるトイレットペーパーを引きちぎる音。

　……呆ぼう然ぜんとしたまま待つこと約一分。

　個室から出てきた男の顔面からは、トイレットペーパーが無くなっていた。が──

「あんまし変わんねえじゃねえか！」

　その顔面は包帯でぐるぐる巻きだった……こんなビジュアルの人間は校内……いや、日本中を探してもこの人しかいない。

「夢ゆめ島しま先せん輩ぱい……ですよね？」

　その男の名は夢島カラス。

　元『お断り５』の三年生で、一学期の対たい抗こう戦の際に少しだけ絡からんだ事があった。トレードマークはどこの物とも分からない学ランと、顔にぐるぐる巻かれた包帯……改めて見ると、マジで変態的だった。

「いかにも。僕が夢島カラスで間ま違ちがいないよ」

　包帯の隙すき間まから漏もれてきたのは、意外にもめちゃくちゃ爽さわやかな声だった。

「君はたしか、甘草奏君だったね」

　第二声を聞いてもその印象は変わらなかった。まるで某ぼう国営放送の体操のお兄さんを彷ほう彿ふつとさせるような話し方だ。

「あ、はい……」

「ん？　何か聞きたそうな顔をしているね」

　むしろ聞きたい事しかないですけど……とりあえず一番気になっている事を尋たずねてみる。

「あの……さっきのトイレットペーパーは、なんだったんです？」

「ああ、あれかい。時に甘草君。君はパンツはボクサー派？　それともトランクス派かな？」

　夢島先輩は質問を質問で返してきた。しかも内容に突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎる。

「まあ、基本ボクサーですけど……トランクスも持ってるんで、たまにはいたりしますね」

「だろう？……まあそういう事だよ」

「いやどういう事だよ!?」

「分からないかい。竿さおだって、基本は締しめつけられるのがたまらないが、たまに、風に流されてブラブラと一人旅をしてみたくなる時もあるのさ」

「何チンポジの話をかっこよく言ってんだ！　今はあんたの顔面の話をしてんだよ！」

「実は僕は顔面にも○ンチンが付いているんだ」

「小学生みたいな噓うそつくなよ！」

　駄だ目めだ……やっぱり『お断り５』のご多た分ぶんに漏れず、この人も駄目だ……こんな爽やかボイスで○ンチンとか言わないでほしい。

「でも、俺に見られて大分慌ててましたよね」

　仮に、先輩が日常的に気分で包帯とトイレットペーパーを付け替かえているんだとしたら、あの反応は過か剰じようじゃないだろうか。

「ああ、気付かれてしまったね。実はあれ、ママンの買ってきたトイレットペーパーだから、ちょっと恥はずかしかったんだ」

「知らねえよ！　何で母ちゃんが勝手に買ってきた白ブリーフ恥ずかしいみたいなノリで言ってんだ！」

　もういいや……トイレットペーパーのくだりはもういいや。

「そもそも……なんで顔面に物を巻き付けるんですか？」

「…………」

　その先輩の沈ちん黙もくを受けて、はっ、となる。しまった……ちょっとデリカシーに欠ける質問だったか。もしかしたら火傷やけどとか怪け我がを隠かくす為ためかもしれないし……

「実は僕は、女の子が大好きなんだ」

「は？」

　いきなり話題があさっての方向に飛んだんで、変な声が出てしまう。

「女の子が好きで好きでしょうがないんだ」

「あ、はあ……」

　としか言いようがなかった。それが、顔に何かを巻き付けるのと、どう関係するんだろうか。

「いや、それは別にいいんじゃないですか？」

　自分で言うのもなんだけど、青春真っ盛りの高校生なら、むしろ健全な感情と言えなくもない。

「君は、好きなものやかわいいものを見ていると顔が緩ゆるんでしまう事はないかい？」

　なんかまた微び妙みように話が飛んだけど、俺はその問いかけに答える。

「まあ……あるかもしれませんね。赤ちゃんとか動物とか見てると、自然に笑え顔がおになっちゃう事とか」

「だろう。僕の場合はその対象が女の子なんだ。あまりにも好きすぎて、かわいい女子を見ていると、自動的にエロ目になってしまうんだ」

「……なんて？」

「かわいい女子を見ていると、自動的にエロ目になってしまうんだ」

　それってマンガなんかでよくみる、三日月型のあの目の事だよな。

「エロ目って……あのエロ目ですか？」

「そう。『延々と幼女を舐めるように眺ながめるロリコンの目』略してエロ目だよ」

「長なげえよ！　意味的には合ってる気がするけども！」

「冗じよう談だんだよ。普ふ通つうのエロ目だよ」

「エロ目の時点で普通じゃねえけどな！」

「ちなみに、幼女を見ても当然エロ目になるよ」

「もう黙だまれ！」

　駄目だ……この人、マジで駄目だ……

「この体質のせいで、僕はずっと辛つらい思いをしてきたんだ」

　体質なのか？……体質なのか、それ？

「なにしろ幼よう稚ち園えんの頃ころのアダ名は『エロガラス』だったからね」

「そんな頃からなのかよ！」

　真性の変態だった……

「というか産うぶ声ごえをあげた直後、傍そばの保育器にいた女の赤ちゃんを見て、エロ目になったそうだよ」

「生まれてこなければよかったのにな！」

「幼稚園児の頃はまだよかったんだけど、小学生になるとさすがにごまかしがきかなくなってきたから、ママンは僕に仕方なく包帯という封ふう印いんを施ほどこしたんだ」

　どうでもいい……果てしなくどうでもいい。そしてもうこの人に関かかわりたくない。

「ところで甘草君」

「……なんですか？」

　不意に、夢島先輩が声のトーンを変える。

「何か、悩なやみがあるような顔をしているね」

「……え？」

「しかも、女の子関係の悩みとみた」

「な、なんで分かるんですか？」

　その指し摘てきに、俺は目を見開く。

「こう見えても恋れん愛あい経験は豊富でね。そういう系統のトラブルには幾いく度どとなく遭そう遇ぐうしてきたんだ……君は、恋こいに悩む者の目をしている」

　そう語る先輩の言葉には、なんだか奇き妙みような説得力があった。

「そして僕はエロ目をしている」

「なんで関係無い事言ったし！」

　恋愛中にエロ目してたら、もうそれだけでトラブルだろ、そりゃ。

「まあ悩んでるのはたしかですけど……人に言うような事じゃないですから」

　これは俺自身が解決するべき問題だ。

「いいから相談してみないかい。具体的な解決策はみつからなくても、人に話しているだけでなんとなく楽になる事もあるよ」

「…………」

　この、体操のお兄さん的なボイスで言われると、たしかにそうかもしれないと思ってしまう。

　下手へたに事情を知らない人の方が話しやすい、という心理も働いたのかもしれない。

　俺は、いつの間にか口を開いていた。

「実は、最近何人かの女の子から好かれている事に気がつきまして……どう反応していいか分からないんです。それに俺が鈍どん感かんなせいで、今まで相当不快な思いをさせちゃってると思うんで、なんか申し訳なくて……」

「なんだ。そんな事か。それなら簡単な解決策があるよ」

　先輩は、至し極ごくあっさりと言い放った。

「な、なんですか？」

　俺は、乗り出すようにして耳を傾かたむける。

「全員ヤっちゃえばいいんだよ」

「クズじゃねえか！」

　なんでサムズアップでこんなゲス発言ができるんだよ……

「まあそれは冗談として、だ。好かれてるなら一気に三人全員と付き合っちゃえばいいじゃないか」

「ぜ、全員と？　そんな事できるわけないじゃないですか……」

「なんで？」

「な、なんでって言われても……」

「いいじゃないか。とりあえず付き合ってみてから考えれば」

「いやいや、不誠実な事はできませんよ。ちゃんと誰だれかに決めてからじゃないと……」

「甘草君。それは違ちがうよ」

「え？」

「それは違うよ！」

　……なんでダンガン○ンパっぽく言い直したんだろう。

「今の言い方だと君は、君を好きになってくれた女の子達の中から、誰かを選ぼうとしているようだね」

「うーん、言い方は悪いですけどまあそういう事にな──」

「それは違うぞ！」

　……今度は続編かよ。

「君は彼女達の事をどう思っているんだい？」

「……え？」

　その言葉に、思考が固まった。

「相手がどうこうよりもまず、自分の気持ちだろう」

「……っ」

　がつん、と頭を殴なぐられた気がした。

　そうだ、謳歌とふらのの好意に気付いてからこっち、その事自体で頭がいっぱいになっていて、肝かん心じんな所を考えていなかった。

　俺は……あいつらの事をどう思っているんだろう。

「恋とはもっとシンプルなものだよ。その子をもっと見たい、傍に寄りたい、触さわりたい、抱だきしめたい、キスしたい、まあ詰つまるところヤりたい」

「最後いらないだろ！」

「オラ、なんかムラムラしてきたぞ」

「誰だよ!?　キャラ変わってんじゃねえか！」

「まあそれは冗談として、だ。とりあえず付き合ってみて、そこから好きになっていくのも有りじゃないかと僕は思うんだよね」

　……俺にできるかどうかという事は置いておいて、一つの考え方としてはたしかに有りかもしれない。まあ三人同時なんてのは論外だけど。

「む……もうこんな時間じゃないか」

　そこで夢島先せん輩ぱいが腕うで時ど計けいに視線を落とす。

「何か予定があるんですか？」

「ああ、僕のソウルメイト達と、校内のどの女の子をすっぱだかにしたら一番興奮するか、妄もう想そうして遊ぶ約束をしてるんだ」

「クズの極きわみだな！」

「て事で甘草君、僕はもう行かなくちゃならない。じゃっ！」

　夢島先輩は爽さわやかにトイレから出て行った。

「あ、先輩っ……」

　そこで俺は、ある事に気付いて先輩を呼び止めようとしたけど、間に合わなかった。

　先輩の顔から包帯が取れかかり、後ろにびろん、と垂れていた。

　ま……いっか。

　それにしても、存在自体が冗談みたいな人だったな……エロ目の話は本当なんだろうか？　マンガじゃあるまいし、さすがにちょっと話を盛ってるんじゃないだろ──

「ふえっくしょん！」

　そこで夢島先輩のものらしき、くしゃみが聞こえてきて──

「きゃああああ！　なんかエロ目の人が歩いてくるううううううううううううううっ!!」

　……盛ってませんでした。




　　　　４




　夢島カラス……とんでもない男だった。

　言ってる事の何割かは的を射ているような気がしないではないが、根本がクズすぎる。

　ただ、先輩のある言葉が、ずっと脳内から離はなれないでいた。

『君は彼女達の事をどう思っているんだい？』

　そうだ。俺は謳歌とふらの、そしてショコラの事をどう思っているんだろう。

　かわいい。それは間ま違ちがい無くそう思っている。

　そして、向けられた好意に気付いた上であいつらと話しているとドキドキする。それも事実だ。

　今日の午前中だって、あいつらと話した時に、顔が赤くなりそうなのを抑おさえるのに必死だった。

　これは……好きって言えるのか？

　仮にそうだとしたら……俺は謳歌とふらの、ショコラの三人に同じ感情を抱いだいてしまっている。

　それはあまりにも不誠実じゃないのか。

　いや、男として女の子をいいな、と思うのは別におかしな事じゃなくて……いや、でもやっぱり──

「はいみんな、席についてくださーい。悪いけど最後の十五分だけ時間もらいまーす」

　考えが深みにはまりそうになった所で、教室に委員長の声が響ひびく。

「今から、文化祭の演だし物を決めたいと思います」

　ああ、そういえばもうそんな時季だよな……基本的にうちの学校はイベント事が多いので、文化祭は普通に比べるとちょっと遅おそくて、十二月の中ちゆう旬じゆんに行われる。

　受験を控ひかえた三年生のクラスはさすがに出店したりはしないが、それでも一・二年合わせて計三十クラスが参加する、かなりのお祭り騒さわぎになる。

「それじゃあ、意見がある人は挙手してください」

　ノリのいいうちのクラスの事、次々と案が出ていく。

「お化け屋や敷しき」「王道で食べ物がいいんじゃないかなー」「どうせ飲食やるんだったらやっぱりメイド喫きつ茶さじゃね？」「あ、それなら執しつ事じ喫茶もあわせちゃおうよ」「ほも喫茶もぜひ加えてくださいっ」

　……一部、腐くさった犬がいるけど、気にしないでおこう。

「はい、ステージ発表の方の意見がまだないですねー。なにか、やりたいものがある人いませんか」

　基本的に演し物は二種類に大別される。自らの教室を使用して出店するか、イベントホールのステージで何か発表を行うか、だ。

　文化祭の一いつ般ぱん的てきなイメージは前者であるからか、去年は大体八対二くらいの割合で、教室での出店の方が多かった記き憶おくがある。

「ステージ発表ってなるとハードルあがるよな……」「うん……バンドとかかっこよさそうだけど、急にできるもんじゃないしね……」「みんなで何か発表するのも捨てがたいけど、具体的にって言われると難しいよなー」

　事実、ステージ発表の方はめぼしい意見がほとんど出ていなかった。

「はい、委員長」

　そこで、一人の女生徒がびっ、と手を挙げた。

「はい、愚ぐ呂ろ沢さわさん」

　その子の名前は愚呂沢明あき奈な。演劇部に所属していて、将来の夢はたしか映画監かん督とくとか言ってた気がする。

「せっかくだからみんなで演劇やろうよ」

　当然というかなんというか、その口から出てきたのは演劇という提案だった。

「演劇って……いきなりできるもんなの？」「興味はあるけど……」「でも、やっぱり大変そう」

　しかしみんなの口から出てきたのはどちらかと言えばネガティブな反応だった。まあ、専門性が高そうな内容だし、無理もない。

　しかし愚呂沢は、自信満々に黒くろ縁ぶちのメガネをくい、と持ち上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　演技指導とか演出とか専門的な所は私達演劇部のメンバーが担当するから。衣い装しようとか小道具とかみんなで作るの、絶対いい思い出になると思うし……何より演劇は楽しいから！」

　キラキラと目を光らせる愚呂沢。

「そうそう！」「絶対おもしろいよ！」

　続けて、他二人の演劇部のメンバーが愚呂沢の意見を後押しする。

「難しいとこやってもらえるならいいんじゃね？」「うん。ちょっと楽しそうかも」「私、ドレスとか着てみたい」

　それに感化されて、徐じよ々じよに肯こう定てい的てきな呟つぶやきが増えていく。

　その後、委員長が意見を求めたが、他ほかにめぼしい意見は出てこなかった。

　そして、教室での出店のいくつかの案と、演劇での多数決となった結果──

「はい、それではうちのクラスの演し物は、ステージでの演劇に決まりました！」

　とんとん拍びよう子しに演劇という事で決定してしまった。まあこういうイベント事はノリが第一、みたいな所があるからこれでいいのかもしれない。

「それじゃあ内容は演劇で決まりとして……次に決めるのは演目ですね。愚呂沢さん、これについてはどうするのかな？」

「うん。台本については既き存そんのものを使ったり、私達演劇部が提案するのも有りだけど、どうせなら全部オリジナルでやりたいよね……って事で、みんなから意見を出してもらえばいいんじゃないかな。あ、内容は後から煮に詰つめるから最初はアバウトでオッケーだよ。こういう方向性の話がやりたい、とかでも全然問題無し」

　愚呂沢のその声を受けて、委員長がみんなに意見を求める。

「という事ですけど、なにか案がある人いますか？」

「「「「「………………」」」」」

　黙だまり込んでしまうみんな。うーん……たしかに演劇自体は楽しそうだけど、いざ何をやりたいかって言われると難しいよな。

「いいかしら」

　そんな中、ふらのが、すっ、と手をあげる。

「はい、雪ゆき平ひらさん」

「桃もも太た郎ろうはどうかしら」

　王道というか定番というか……でも、高校生がやるにはちょっと子供っぽすぎないだろうか。それにたった今、オリジナルでやろうって話が出たばかりだし。

「桃太郎？　うーん。ちょっと子供向けすぎないかな？」

　委員長も俺と同じ感想のようだった。

「安心して委員長。勿もち論ろんただの桃太郎ではないわ。大人向けのアレンジを加えた、新解かい釈しやくの桃太郎よ」

「大人向けのアレンジ？」

　委員長の問いかけに対して、ふらのはこくりと頷うなずいた。

「その名も『しも太郞』よ」

　……なんだろうか。とても嫌いやな予感がビンビンする。

「ど、どんなお話なのかな？」

　またしても俺と同じ思考をしたらしい委員長がおそるおそるといった感じで尋たずね、対するふらのは自信満々に言い放つ。

「むかしむかし、ある所に●●のおじいさんと●●なおばあさんがおりました」

「しょっぱなから飛ばしすぎだろ！　もうちょっと抑えろよ！」

　我が慢まん出来ずにツッコんでしまった。

　ふらのはそれには反応せずに、淡たん々たんとした口調のまま続けた。

「むかしむかし、ある所に包ほう茎けいのおじいさんと、ガチ処女のおばあさんがおりました」

「そういう抑え方じゃねえから！　もうちょっと普ふ通つうにできねえのかよ！」

「むかしむかし、ある所にアブノーマルでないおじいさんと、アブノーマルでないおばあさんがおりました」

「それわざわざつける意味ねえだろ！　よけいなもん取れよ！」

「むかしむかし、ある所に去勢したおじいさんと──」

「何を取ってくれちゃってんだ！」

　駄だ目めだ……一行目から全く進まない。

「ゆ、雪平さん……出だしはいいから、もうちょっと先を教えてもらえるかな？」

　いや委員長……もう先とかいいでしょ……却きやつ下かしていいと思いますよ……

「ある日、先っちょが被かぶったおじいさんは山へ芝しば刈かりに──」

「そういう先じゃねえよ！」

「ある日、おばあさんが川で洗せん濯たくしていると、上流からすっぱだかの赤ん坊ぼうがどんぶらこ、どんぶらこと流れてきました」

「待て待て待て！」

「何かしら？」

「何で全ぜん裸らなんだよ……桃ももに入ってるんじゃないのかよ」

「何を言っているのかしら甘草君。桃太郞ではなくてしも太郞だからこれでいいのよ」

　いや、そんなドヤ顔で言われても……

「ある日、おばあさんが川で洗濯していると、上流からすっぱだかの赤ん坊が、股こ間かんのモノをぶらぶらこ、ぶらぶらこさせながら流れてきました」

「擬ぎ音おんおかしいですけど！」

「赤ん坊だから別にいいのよ」

　そういう問題……なのか？

「ある日、おばあさんが川で洗濯していると、上流から股間の皮の被ったすっぱだかの赤ん坊が──」

「その歳でズル剝むけだったら逆におかしいだろ！　包茎ネタしつけえよ！」

「あら、しも太郞と同類が何かのたまってるわね」

「どどどど、同類ちゃうわ！」

「ホーケー、そういう事にしておきましょう」

「何オーケーみたいに言ってんだ！」

　駄目だ……このままでは（真しん偽ぎはともかくとして）俺がガチ包茎みたいな空気になってしまう。ふらのに抗こう議ぎの視線を送ろうとしたその時──

『───……────────────……────……───────』

　俯うつむいたふらのが、何かを口走った。

　その唇くちびるの動きから察するに──

『なんで……なんで私はいつもこうなの……ごめんね……ごめんね甘草君』

「うっ……」

　胸が、ばくん、と脈打った。

　もしかして今まで……下ネタとか毒を吐はく度たびにこんな自己反省を繰くり返してたのか？

　そしてそのタイミングで、ふらのが俺の方を向いた。

「っ──」

　俺は、顔が赤くなりそうになるのを必死で抑おさえた。バレる……バレるから！

　何とか平静を装よそおった俺は、ふらのにジト目を向けた。

「…………」

　ふらのはそれを「なにか？」とでも言いたげな表情で受けて、ぷい、と前を向いてしまった……内心ではあんなに反省しまくってるくせに。

「えっと……他にはないですか？」

　そこで委員長がちょっとげんなり気味な声を発した。もうキワモノは勘かん弁べんしてくれって感じの表情だ。

「はいっ！」

　そこでショコラが勢いよく手をあげる。

「しも太郞がだめならば、ほも太郞というのはどうでしょう」

　……何いってんだこいつ。

「そんなもん却下に決まってるだろ……」

「え？　却下？　なんで？」

「委員長リアクションおかしいだろ！」

「それでは他に意見がなければほも太郞で──」

「待て待て待て！」

　俺は必死に委員長を止める。

「委員長、ちょっと落ち着こう。そういうのが好きなのは知ってるけど、全校生徒の前で発表するんだぞ。二年一組の委員長として客観的に考えてくれ……ほも太郞は俺達の劇として相応ふさわしいか？」

「そっか……よく考えればちょっとまずいかも」

　……だいぶまずいです。

「あ、残念、時間になっちゃったね……」

　そこで予よ鈴れいが鳴ってしまった。

「うーん、そうだな……それじゃあ三日後の昼休みまでに、やりたい劇の内容を考えてきて、教室の後ろの意見収集ボックスに入れておくようにしましょうか」

　その場は、委員長のその一言で解散になった。

　……さて、どんなのが集まるか。




　そして、三日後の昼休み。

「はい。みんな席についてくださーい」

　委員長の号令で、劇の内容決めが始まった。

「この間の劇の件なんですけど、結構多く集まったんでプリントにまとめました」

　前の席から回ってきたプリントに目を通す。

　学園ものやミュージカル風味のもの、ＳＦ系など、多種多様な案が書かれていたが、どれも箇か条じよう書がき程度の素案の域を出ておらず、これだけで判断するのは難しそうだった。

「……ん？」

　そんな中、一つの案に目が留まった。




　無題。

　美少女フロリアと、それに恋こいする三人の男子が織りなすラブストーリー。




　これだけだと普通の恋れん愛あいものにしか感じられないが、続くキャラ設定とあらすじに目を通した俺は、目を見張った。

　こ、これって……

「俺、この無題のやついいと思うけどな」「うんうん。これだけ設定がすごい凝こってて、他ほかのとはレベル違ちがうよねー」「これ、やってみてえな」

　まずい……なんかこれに決まってしまいそうな雰ふん囲い気きだ。いや、この設定だと俺に直接的な被ひ害がいはなさそうだけど……

「い、委員長。これはちょっとやめた方が──」

「うん、バッチリ！」

　俺のささやかな抗議の声は、愚呂沢の机を叩たたく音に遮さえぎられた。

「最高！　この設定最高にグッドだよ！　舞ぶ台たいでやったら絶対映はえる事間ま違ちがいなし！」

　経験者のその太たい鼓こ判ばんが最後の一押しになった。

「よかった。実はこの話、もう台本も出来てるんだよね」

「……え？」

　俺を含ふくむクラス全員が、委員長に疑問の視線を向ける。

「うん。今朝私の机の中に入れてあったんだ。公平を期する為ために決まるまでは黙ってたんだけど、すっごく面おも白しろいよ！」

　委員長は台本を取り出して、明日にはコピーしてみんなに配る旨むねを告げた。

「マジかよ、たった三日ですげえな」「うおお、なんかやる気出てきた！」

「読むの楽しみー」「でも書いたの誰だれなんだ？　別に隠かくす必要なくね？」

　しかし、名乗りでる人間はいなかった。

　……まあ当然だろう。俺は、生徒会長のうさん臭くさい笑え顔がおを脳のう裏りに思い浮うかべながら思う。

　あんな内容の設定を書けるのはあの人以外に考えられない。

　この都合良すぎる展開も会長の手の平の上……って事なんだろう。

「それじゃあ明日はいよいよ配役を決めますね」

　委員長の一言に、俺は言い様のない不安を覚えていた。

　まあでも、不幸中の幸いというか、ささやかな安心要素もある事にはあった。

　この設定ならばある意味問題無い……ある意味。




　そして、次の昼休み。

「おお、いい感じじゃん！」「男の子達、みんな素す敵てき」「ヒロインのキャラもぶっとんでて面白いな」

　件くだんのラブストーリーの台本は、好評をもって受け入れられた。

「いい……やっぱりこれはいいよ！　うん、面白い舞台になりそう！」

　総合演出を買って出た愚呂沢も、大いに燃えていた。

「でも、このヒロインって……」

　みんなの視線が俺の方に向く……まあ内容が内容だけに仕方ない。

　昨日の設定とあらすじの時点で分かっていた事だけど、実際に読んでみて、改めて思う。

　これ、モロ過ぎるだろ……いいのか？　これいいのか？

　そこで、俺の考えている事とは別の疑問の声があがった。

「委員長、これなんで最後まで書いてないの？」

　その言葉通り、この台本は未完成だった。ヒロインが、最後にある決断を迫せまられる場面までで、その結果が記されていない。

「あ、それなんだけど、台本の原本の最後の部分に、『最後はヒロインを演じた人が自由に決めてほしい』って書かれてたの」

「へえ、斬ざん新しんだな」「おもしろーい」「ヒロイン役の人、責任重大だね」

　たしかにその試み自体は面白いと思う……が。

「それじゃあ早さつ速そく、配役を決めたいと思います」

　俺の心配をよそに、委員長が進行させていく。

　物語の主要登場人物は、女一、男三の計四人。




　ヒロイン　　　　　　　　『フロリア』

　横おう柄へいで粗そ野やな態度をとる　『オルガ』

　気は弱いが心優やさしい　　　『ユウト』

　理知的で冷れい徹てつな　　　　　『ソクラス』




　まあでも、この設定の時点で最悪の事態にはならない事が確定してる。俺は、そこに関してだけは安心しきっていた。

「まずはヒロインのフロリア役からいきましょうか。希望する女子は手をあげてください」

　そう、当たり前の話だがヒロインは女だ。

　だから、俺には関係がない。

「──と、言いたい所ですが」

　委員長はそこで言葉を切った。

「台本の最後に、もう一つメッセージがありました。今回の劇は──男女逆転で行われます！」

　なん……だと……

　その衝しよう撃げき的てき宣言に、俺はただただ愕がく然ぜんとするしかなかった。

　俺ほどでは無いにせよ、クラスに動どう揺ようが拡ひろがっていく。

「どういう事だよ……」「私、男の子の役をやるかもしれないって事？」「マジかよ……」

　委員長は、ざわつくみんなをなだめるように言った。

「普ふ通つうにやってもつまらないからって事らしいよ。私も最初はどうかと思ったけど……話題にもなるし、いいんじゃないかと思うんだけど」

　ま、まずい……それだけは絶対に避さけなければ！

「委員長、それはいくらなんでも──」

「エクセレント！」

　俺の声は、昨日に引き続いて愚呂沢の大声にかき消された。

「私はいいと思うよ。男女逆転なんて、演劇では珍めずらしくないしね。でも文化祭でやったら絶対インパクトあるよ！　やろう！　これ是ぜ非ひやろう！」

　愚呂沢……俺に恨うらみでもあるのか……

「うん、面白いかも」「まあお祭りだしなー」「ヒロインも女顔の奴やつがやるなら……まあアリかもな」

　他のみんなも、このトンデモ設定を容よう認にんする流れになっていた。

　そこで委員長が改めて、立候補者を求める。

「それじゃあ男子の中で、ヒロイン役をやりたい人」

「「「「「……………………」」」」」

　黙だまり込む男子陣じん。

　そりゃそうだ。これに自分から挙手するような猛も者さは、そうはいないだろう。

「ふっふっふ。こうなると思って私がクジを用意しておきました！」

　怪あやしげなボックスをぼん、と教きよう卓たくの上に置く委員長。

「い、委員長、ノリノリだな……」

「だって男の子が、三人から同時に責められて組んずほぐれつするんだよ……最高じゃない！」

　いやちゃんと台本読めよ……そんな話じゃないだろ……

「相手がほんとの男の子じゃないのが残念だけど……」

　駄だ目めだこの人……この感じだと、愚呂沢の後押しがなくても委員長の独断で男女逆転設定は成立していたに違いない。

「そ、それじゃあ引くねっ。むふーっ」

　若じやつ干かんキャラ崩ほう壊かい気味の委員長は、ボックスに手をつっこんでガサゴソやりだした。

　マ、マズい……この展開はマズいぞ。

　まあでも男子の中から選ばれるのは一人だ。そうそう当たるもんじゃな──






【選べ　①ヒロインに選ばれる

　　　　②ヒロインに選ばれた末に襲おそわれて「ああんっ……」な展開に

　　　　③ヒロインに選ばれた末に襲われて「アッー！」な展開に】








　くそみてえな選せん択たく肢しだな！

　もといくそみそな選択肢だな！

　①以外何を選べっていうんだよ……

　俺が選び取ってからすぐのタイミングで、委員長がボックスからクジを取り出した。

　そこに書かれていたのは──

「ヒロインは……甘草君ですっ」

　……ですよねー。

　クラスにどよめきが起こる。

「おいおい、この設定で甘草がヒロインとか……」「おもしれーっ」「甘草君の女装……ちょっとみてみたいかも」「こ、これで合法的に甘草を襲えるぞおおおっ！」

　おいこれ③選んだのと変わらねえじゃねえか！




　ステルスホモ

　忘れた頃ころに

　やってくる


奏　心の俳句






　って友とも蔵ぞうみたくしてる場合じゃないだろ！

　俺は心の中でセルフツッコミを入れながら、抗こう議ぎを試みる。

「委員長、や、やっぱり男がヒロインってのはビジュアル的によくないかと……」

「大だい丈じよう夫ぶ、甘草君綺き麗れいな顔してるから、メイクすれば十分見られるようになるよ」

　演劇部員の山やま本もとがノリノリで余計なフォローを入れてくる。

「それでは穴あな臭くさ掘ほられ……いや甘草奏君がヒロインに決まった所で、次はメインの男の子役三人を決めたいと思います」

「どんな間違い方だよ！」

　腐くさりモードに入った委員長は、俺のツッコミを気にする事なく、今度は女子の名前が入っているであろうボックスを取り出した。

「それじゃあ、三ついっぺんに引きますねー」

　……嫌いやな予感がする……とても嫌な予感がする。

　この流れは──






【選べ　①男子役にショコラ、ふらの、謳歌が選ばれる

　　　　②男体化したショコラ、ふらの、謳歌に掘ほられる

　　　　③男体化したショコラ、ふらの、謳歌にプチ掘られる】








　③はなんなんだよ！　プチ整形みたいに言ってんじゃねえよ！　程度の問題じゃねえよ！　ちょっとでも掘られたら終わりだよ！

「ぐうっ……」

　催さい促そくの頭痛が襲ってきた。早くしないと委員長がクジを引き終わってしまう。

　…………くそ。

　断腸の思いで①を選んだ結果──

「選ばれたのは……ショコラちゃんと雪平さんと……遊王子さんですっ」

　……ですよねー。

「がんばりますっ」

「……まあ、選ばれてしまったからには仕方無いわね」

「……お、男の子の役、面おも白しろそーっ」

　それぞれの反応をみせる三人の姿を見て、俺の胃はぎゅううと締しめつけられた。

　表面上はいつも通りを装よそおっているけど、ふらのと謳歌も俺とほぼ同じ状態に違ちがいない。謳歌なんか笑え顔がおが引き攣つってるし。

「…………」

　改めて、今回の劇のあらすじに目を通す。




　街で一番の美少女、フロリアにはとある欠点があった。

　普ふ段だんは慎つつしみ深い彼女だが、突とつ発ぱつ的てきにとんでもない行動をするのだ。

　それは、彼女の頭の中に棲すみ着いた悪あく魔まの仕し業わざ。

　その悪魔が彼女に理り不ふ尽じんな選択肢を出し、奇き行こうを強要していたのだ。

　その奇行の酷ひどさ故ゆえ、フロリアは周囲の男子からは、恋れん愛あい対象として見られていなかった。

　しかし、オルガ、ユウト、ソクラスの三人は違った。

　フロリアの本質を見み抜ぬき、表面的な奇行に惑まどわされる事無く、彼女に好意を寄せていた。

　三人は、間接的なアプローチを繰くり返すが、極きよく端たんに鈍にぶいフロリアは全く気付かない。

　紆う余よ曲きよく折せつの末、業ごうを煮にやした三人は、フロリアに直接告白を決行する。

　果たして、フロリアが最後に選んだ相手は──




　これ…………完全に俺達じゃん。
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　仕方無くないよ……全然仕方無くないよ～っ！

　甘草君がヒロインで、私とショコラちゃんと謳歌ちゃんがそれに恋こいしてる男の子役で、鈍どん感かんなヒロインが全く気付かないって……

　これ…………完全に私達の事だよね。

　どうなってるの？……偶ぐう然ぜんにしてはあまりにも出来すぎてる気がする。一体、この台本を書いたのは誰だれなんだろう。

　……でも、もう決まっちゃったんだから、そんな事考えてもしょうがないよね。

　そう、決まっちゃったんだから。

　役の上とはいえ、私が、甘草君に告白する事が。

　冷静を装って『……まあ、選ばれてしまったからには仕方無いわね』なんて言ったけど……全然仕方無く無いよ。

　無理……私には絶対に無理。今ならまだ遅おそくない。なんとか辞退させてもらおう。

「……あの、委員長」

「ん？　どうしたの、雪平さん」

　そこでふと、思い留とどまる。

　また逃にげるの？

　現実でも逃げて、お話の中でも逃げて……私はいつ、決心するの？

　いつ、甘草君とちゃんと向き合うの？

　これは……チャンスかもしれない。

　現実で告白するのは無理でも、キャラクターの──私が演じるオルガ君の──口を借りて、甘草君にちょっとでも私の気持ちが伝わるかもしれない。

「……ごめんなさい、なんでもないわ」

　頑がん張ばってみよう。

　ショコラちゃんは遥はるか先にいるし、謳歌ちゃんも大分前を歩いている。

　そんな二人に比べたら、こんなのが頑張ってるって言えるかどうかは分からないけど……私なりに一歩、踏ふみ出そう。

　やっぱり私は、甘草君が好きだから。







　幕間　ある少女達の話１
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「はああああああ……」

　爽さわ星ぼし素す直なおは、盛大なため息をつく。

　ショコラ、雪ゆき平ひらふらの、遊ゆう王おう子じ謳おう歌か。あの三人は甘あま草くさ奏かなでに好意を抱いだいている。そして、奏も彼女達三人を憎にくからず思っているのが見てとれる。

（アタシ……望み……薄うすいのかな……）

　体育祭での、奏の声が脳内に蘇よみがえってくる。




『ああ……全然駄だ目めだった』

『お前が頑張ってたのはよく分かったけど……対象外だ』

『悪いけど、スタートラインにも立ててない』




（あんな事……言われちゃったしな）

　まあこれは、素直の盛大な勘かん違ちがいなのだが、本人は知るよしも無い。

（そうだよな……あんだけ酷い事してた女なんて、誰だって嫌だよね）

　人の弱みを握にぎって脅きよう迫はくする……最低の行こう為いだ。

　改心した今は一人一人に謝罪して回ったが、そんな事で許されたとも思えない。

　みんなから白い目で見られるのも当然の罰ばつだと思っている。

　でも……

（やっぱり……諦あきらめられないし）

　好きだった。甘草奏が。

　泥どろを被かぶってまで自分をかばってくれた時……完全に惚ほれてしまった。

　しかし、当の奏からは論外扱あつかい（という勘違いだが）されてしまっている。

　なので、うかつに声をかける事もできず……思い悩なやんだ素直がとった行動は──

（アタシ……完全にストーカーだな）

　下校中の奏を尾び行こうするというものだった。

（今日こそ……今日こそ声かける！）

　こう決意しながら電柱の陰かげに隠かくれるのも、もう数回目だ。

　どうやら今日は直帰せずに、どこかへ寄っていくようだ。

　見失ってはまずい、と電柱から一歩踏み出した所で──

「「きゃっ！」」

　誰かとぶつかって、尻しりもちをついてしまった。

「いったあー」

　顔をしかめる素直に、謝罪の言葉が降ってきた。

「ご、ごめんなさいごめんなさいっ！」

　それは、同世代くらいの少女だった。

「アタシこそごめん。そっちは大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫です。別に私なんか怪け我がしてもいいんですけど……」

「いやアンタ、そんな卑ひ屈くつな──あっ！」

　そこで気付く。奏の姿がもう見えなくなってしまった事に。

「しまっ──」

「ああ……見失っちゃいました……」

（……え？）

　素直は目の前の少女を見やる。

　その視線は、自分と同じ方に向けられているように見えた。

「アンタ……あいつの──甘草の知り合いなの？」

　彼女は、首をぶんぶんと振ふった。

「い、いえいえっ。わ、私は一回も会った事ないんですけど……」

　面識がないといいつつも、とても無関係とは思えない反応だった。

「アンタ……名前は？」

　素直の問いかけに、その少女はオドオドしながら答えた。

「あ、あの……四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のっていいます」







　第二章　男、時々女の心労
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　　　　１




「いやだあああああっ！」

　朝の校舎に俺の絶ぜつ叫きようが響ひびく。

「いいからいいから」「甘あま草くさ君の顔なら絶対アリだって」「はいはい。観念してー。『お断り男』なんだから、もう失うものは何もないじゃん」

　俺は半ば強制連行状態で、廊ろう下かを引きずられていた。




　愚ぐ呂ろ沢さわにいつもより一時間早く登校してくれと言われ、疑問に思いつつもその通りの時間に教室に入ると──

「奏かなでちゃん、いらっしゃ～い」

　愚呂沢以下三名が、満面の笑えみで待ち構えていた。

「ど、どうしたんだ、演劇部が全員揃そろって……」

「メイクだよ、メ・イ・ク」

「……は？」

「本格的な練習に入る前に、甘草君がどのくらいイケるのか、試ためさなくちゃね～」

「お、俺に今から女装しろと……」

「イエス」

「じょ、冗じよう談だんじゃない！　そんな事するなら帰らせてもら──」

「「「逃がさん」」」

　有う無むを言わさぬ力×三で襟えり首くびを摑つかまれ、現在に至る。




「はい到とう着ちやく～」

　連れ込まれた先は演劇部の部室。そこには、本格的なメイク道具が揃っていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……落ち着いて話し合おう」

　後あと退ずさる俺。

「ここまで来て尻しり込ごみするなんて男らしくないなあ」「いやいや、男らしくなくて丁度いいんじゃない」「そうだね。これから女の子だしね」

　な、なんでそんなノリノリなんだよ……

　手をワキワキさせながら近寄ってくる三人衆。

「やっぱり考えなお──うっ」

　壁かべ際ぎわまで追い込まれてしまった……もう逃にげられない。

「大丈夫。命まではとらないから」「あ、でも命タマはとれちゃうかも」「キャハハ、うまいうまい！」

「いやなにもうまくねえよ！　なんかお前らキャラおかしくなってるぞ！」

　三人が三人とも、キュピーン、と目を光らせ、指をぐねらせながらにじり寄ってくる。

「や、やめ……」

「大丈夫、痛いのは最初だけだから」

　ぐねぐねと蠢うごめく、計三十本の触しよく手しゆが俺に迫せまり──

「ら、らめえええええええええっ！」







　そして、約三十分後。

「で、出来たけど、これ……」

　……どうやらメイクが終わったらしい。

　途と中ちゆうから自分の姿を見るのが怖こわくなった俺は、ずっと目を瞑つぶっていた。

「うわ……」「ヤバ……」

　女子達はなんか絶句している……そんなにひどい出来なのか。

「あ、甘草君、ちょっと見てみなって」

「いやだ……」

　中性的な顔立ちなのは自覚しているが、それでも男子は男子だ。見るに堪たえない状態になっているに違ちがいない。

「いじけてないでちょっと見てってば！」

「うわっ！　ちょっとやめ──え？」




「………………」

「ほらほら、入るよー」

　二年一組のドアの前。躊躇ためらう俺の背中を女子達がぐいぐいと押す。

「ま、まだ心の準備が……うわっ！」

　その圧力に耐たえきれなくなって、押し出されるように教室内に入る。

　クラス中の視線が俺に集まり──

　ざわっ……

　みんなの鼻と顎あごが、一いつ斉せいに尖とがった。

「う、噓うそだろ……」「え？……え？」「な、なんだよこれ……」「か、かわいい……」「ほんとに……甘草君なの？」「さ、三次元の女装でこのクオリティーとは……」

　……残念ながら、このみんなの反応は大おお袈げ裟さなものじゃない。

　俺のビジュアルは遺い憾かんながら……誠まことに遺憾ながら──かわいかった。

　ていうかこれ、奏ちゃんじゃん……カツラつけてるし、完全に女によ体たい化した時の奏ちゃんと同じ見た目じゃん……まあ当然ながらちん○は付いてるけど。

　メイクしてくれた愚呂沢達も苦笑いを浮うかべていた。

「いやいや、私達もマジでビックリしたよ。まさかここまでとはねー。正直、女として自信なくなっちゃったよ……」

　俺は瞬またたく間にみんなに囲まれていた。

「すっごーい」「甘草君、お肌はだすべすべー」「あ、甘草……ち、ちち、ちょっと、さささ、触さわっていいか？」

「なんか気持ち悪いですよ！」

　や、やばい……今の最後のはいつものステルスホモじゃなかった……ノーマルなはずの他ほかの男子まで目の色が変わっている。

　俺が身の危険を感じている所へ、ふらのがすっと歩み寄ってきた。

「ど、どうした？」

　何やら疑ぎ惑わくの表情を浮かべているふらの。

「この顔……なんとなく見た事があるような気がして」

「!?」

　ま、まずい……このふらのは女体化した俺と会った事があるんだった。そして今の俺は……あの時とほとんど同じビジュアルをしている。

「き、気のせいだろ……」

「あ、実はあたしもそんな気がしてたんだよね」

　謳おう歌かまで乗っかってきた。

　や、やばいんじゃないか、これ……

　うーん……と考え込む謳歌。

「あ、夏休みのお風ふ呂ろの時だっ」

　うっ……

「そうだわ。思いだした。あの時の子と全く同じ顔ね……」

「夏休みの風呂？　な、なんの事だ？……」

　俺の顔には、脂あぶら汗あせが浮かんでいた。

　あの時俺は不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、二人の胸を触ってしまっている。それが万が一にもバレたら……だ、大だい丈じよう夫ぶだ。今の俺にはちゃんとつくべきものがついている。いくら顔が同じでも問題は──

「そういえば、あの時はこうしたんだったわね」

「うあっ！」

　ふらのが思いっきり胸を摑んできた。

「な、何すんだっ！」

「パイオツ改めよ。揉もんでみれば、あの時の子と違うかどうか判別できるわ」

「そんなの触らなくても見りゃわかんだろ！　どう見てもお前よりちっちゃ──あ」

　自分の失言に気付いたが、時既すでに遅おそし。

「………そう」

　ひ、ひいいっ！

　薄うすく笑うふらのだったが、その裏には……鬼おにが見えた。

「あ、あの……」

「直ちにパイオツ改め・改かいを執しつ行こうするわ」

「ふ、ふらの、や、やめっ──」

　両の手で、しっかりと俺の胸をホールドするふらの。

「う……ああっ」

「あら、なかなかいい声で囀さえずるわね」

　俺の胸をぐりぐりとまさぐっていく。

　や、やばい……なんか変な気分になってきたぞ。

「なるほど、ここが弱いのね」

　無む理り矢や理り止めようにも、うまく力が入らない。俺は傍そばにいた佐さ藤とうに助けを求めた。

「さ、佐藤……ふらのを止めてくれ」

「ちょっと……無理だ……ごくり」

　お前なに生なま唾つば飲んでんだ!?

「ここがいいのかしら」
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「あ、ちょ、そこはっ……」

「ええのんか？　ここがええのんか？」

　エロオヤジみたいな口調になるふらのだったが、ツッコんでいる余よ裕ゆうはなかった。

「そ、そんな先の方触ったら……」

　あ、ヤバい……なんかちょっと気持ちよくなってきた──

「さて……そろそろフィニッシュかしら」

「あ、だめ……そこは……だめ……」

「我が慢まんすると体に毒よ」

「だめ……ら……ら……」

「いいのよ……安心しておいきなさい」

「ら、らめええええええええええっ！」

　……本日二度目の『らめえ』いただきました。




「う、うう……」

　ようやくパイオツ改め・改から解放された俺は、涙なみだ目めで床ゆかにくずおれていた。

　穢けがされた……穢されたよお。

「厳正なる審しん査さの結果、あの時の人物とは違うと判断したわ」

「うん、あの時の子はたしかに女の子だったしねー……でも顔が全く同じなんだよなー」

　謳歌は、まだ疑念を払ふつ拭しよくできないようだった。

「いやーそれにしても、冗じよう談だんみたいなかわいさだよね」

　その横で愚呂沢がしみじみとした声を出す。お、これはいいタイミングで話題転てん換かんできそうだ。

「あ、そうだ甘草君、ちょっと外を歩いてきてくれない？」

「は？　な、なんで？」

　なんかとんでもない事言い出しましたよ、この人。

「宣伝だよ、宣伝！　こんな美少女が出るってなったら、絶対お客さん入るって！」

「こ、断る！　ぜっっっっっったいに断る!!」

　愚呂沢はにやり、と口の端はしを上げて、ふらのに視線を向けた。

「雪ゆき平ひらちゃん。奏ちゃんがワガママ言ってるけど、どうする？」

「……ああ、またパイオツ改め・改がしたくなってきたわ」

　ぐ……でも嫌いやだ……こんな姿のまま、見み世せ物ものみたいに歩くのは絶対に──






【選べ　①おとなしく宣伝に行く

　　　　②おとなしくパイオツ改め・壊かいを受ける

　　　　③おとなしくちん○を出す】








　③のどこがおとなしいんだよ！　完全に荒あらぶってるじゃねえか！　それと②はどういう事だよ！　こええよ！

　いくらツッコんでみた所で選せん択たく肢しが消えるはずもなく──

「奏ちゃん……行って参ります」




「う、うう……」

　俺は涙目になりながら教室を出た。

　な、なんでこんな事に……

　①を選んでしまった以上、このままバックレる訳にもいかないので、重い足取りで廊ろう下かを歩いていく。

　まあこっそりと一ひと回まわりしてくれば──

「お、おい見ろよ……」「だ、誰だれだあれ？」「なんであんな子が表ランキングに入らないで埋うもれてんだ？」「転校生か？」

　……無理でした、ハイ。

　まだだ！　でもまだなんとかなる！　宣伝をしつつ、俺が甘草奏だという事に気付かれなければいいんだ。

　俺は、精せい一いつ杯ぱいの裏声を捻ひねり出した。

「わ、私は文化祭で、二年一組の劇に出演します。よ、よろしくお願いしますっ」

　は、恥はずかしがってたらバレてしまう……俺は、プライドをかなぐり捨てて、にっこりと微笑ほほえんでみせた。

「うお……」「か、かわいい……」「たまんねえな……」

　男子連中の顔が、だらしなく緩ゆるんだ。

　背筋に、ぞぞぞ！　と寒気が走っていく。

　だ、駄だ目めだ、もう耐たえられない。さっさと別の場所に──






【選べ　①Ｍえむ字開かい脚きやくを披ひ露ろうする

　　　　②Ａえーカップの胸を公開する

　　　　③ちん○がＯおーきくなる】








　③無理矢理すぎるだろ！




　　　　２




「ううう……」

　泣きたい……マジで泣きたい。

　何が悲しくて、女装でインリ○ポーズしなきゃならないんだ……

　その結果、二年のフロアが騒さわぎになりかけたんで、階段を上って三階まで逃にげてきた。

「はああ……」

　盛大にため息をついた所で──

「おや？」

　前方から何やら聞いた事のある声が。

「げっ……」

　密ひそか先せん輩ぱいだ。

「そこの君、ちょっといいかな」

　元『お断り５フアイブ』の密秘ひめる先輩。まあ一言でいうと痴ち女じよだ。

「な、なんでしょうか？」

　俺は裏声で応対する。この人にバレるとろくでもない事になりそうだからな……

「ふむ……」

　密先輩は、俺の顔をじろじろと眺ながめたかと思うと──

「ひいっ!?」

　チン○を触さわってきた。

「いきなりなにやってんだアンタは！」

　思わず地声でツッコんでしまう。

「ふむ。その声……いや、そのチ○コはやっぱり甘草くんかい？」

「なにで人を判別してんだ！」

「ナニだよ」

「なに言ってんだ!?」

「だからナニだよ」

「黙だまれえええっ！」

　この人は相変わらずブレないな……まあそれはともかく、意味も無く女装していると思われてはたまらないので、俺はこんな格好をするに至った事情を説明した。

「おやおや、それは随ずい分ぶんと面おも白しろそうだね」

　密先輩は、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべた。

「いやいや全然面白くないですよ……というか、女装とか関係なく、いきなり変なとこ触らないでくれます？」

　非難じみた俺の物言いに、密先輩はさらりと返す。

「私が留学していた国では、局部を触るのが挨あい拶さつだったんだよ」

「噓うそつけ！」

「噓じゃないよ。南米のアルゼ……いや、サワル○ンチンという国でね」

「無理矢理すぎるだろ！」

「そうだね。これはアルゼ……いや、アル○ンチンに失礼だね」

「あんたもう○ンチンって言いたいだけだろ！」

　駄目だ……ツッコミすぎで辛つらくなってきた。

「ちなみに、先さき程ほど触ったのは私の独断ではなく、コンチンサスの下もとに行われたんだ」

「何コンセンサスみたいに言ってんだ！」

　よくわからないままツッコんでしまったが、たしか意見の一いつ致ちとか、合意を示す意味の単語だったと思う。

「一ついい事を思いついたよ。出会い頭がしらに相手の股こ間かんを触る行こう為いをコンニチハ○ンチンサスサスと名付けたらどうだろうか？」

「しつけええええ！」

「では、話を本題に戻もどそうか……ん？」

　そこで何かに気付いたように固まる密先輩。

「どうしました？」

「戻すも何も、私と君が会ってから、○ンチンを触る話しかしてないじゃないか」

「誰のせいだと思ってんだ！」

　なんでこの人はいつもこうなんだろうか……というか、三年生は今、受験勉強の追い込みまっただ中のはずなのに、なんでこの人はこんなに暇ひまそうにしてるんだろうか？

　あ、でもこの間、なんか就職活動してるって言ってた気がするな……その旨むねを尋たずねてみると、

「そうなんだけどね。どうにも思うようにいかないんだよ」

　思いだした。たしか後ろ半分が裸はだかイラストのスーツで面接に行ったとか言ってたよな……落ちて当たり前だ。

「だから、推すい薦せんで大学に進学する事にしたよ」

「へー、推薦なんてすごいじゃないですか。どこの大学ですか？」

「私立尾比呂下大学だよ」

「お、おっぴろげ……だいがく？」

「いやあ、名前こそ突とつ飛ぴだが、年ねん齢れいや人種の区別無く、全すべての人間に対して門戸を開放している素す晴ばらしい大学だよ。私は一芸入試で合格したんだ」

「一芸って……先輩、何をやったんですか？」

　よく聞く制度だけど、実際はどういうものなのかよく分からない。

「面接官が『我々は全ての人間に対して門戸を開放しています。そのオープンな校風に対して、あなたの可能性を見せてください』と言ったから、『じゃあ股またを開きます』って言ってＭ字開脚したら受かったんだ」

「何をオープンしてんだ！」

　……しかし、夢ゆめ島しま先輩といい密先輩といい、この学校の三年生はひどいのばっかりだな。

　いや、俺が関かかわっている一部の変人だけだっていうのは分かってるんだけど、上級生なんだからもうちょっと尊敬できるような所を見せてほし──

「お、誰かと思えば密やないか」

　……また尊敬できないのが一人来たよ。

「おや爆ばくノの内うちくん。これは奇き遇ぐうだね」

　真しん紅くの髪かみが特とく徴ちよう的てきなその先輩、爆ノ内火か恋れんは現げん役えき『お断り５』。一言でいうとモテたがり残念女だ……いや、ひどいと思うけど、そうとしか言いようがない。

「ん？」

　そこで爆ノ内先輩が、俺の存在に気付く。

「なんやそのお姉ちゃんは？」

　どうやら俺の正体には気付いていないらしい。

「ほおー、えらいべっぴんやな」

　俺の顔をまじまじと見つめる……複雑な気分だった。

「ええなあ……そんだけかわいかったらさぞモテるんやろうなあ……うらやましいわあ」

　いや、爆ノ内先輩がモテないのは別にビジュアルのせいじゃないから……駄目なのは頭の中、それ一点のみだ。

　それはともかく、なんか変に誤解してるみたいだし、めんど臭くさい事にならないうちに、正体を言ってしまった方がいいだろう。

「あの──」






【選べ　①男である事を隠かくす　②男である事を証明する為ため、ちん○がＯおーきくなる】








　ちん○ネタしつけえな！

　まあ、①が比ひ較かく的てきまともである事が救いか……相手が相手だけに、めんど臭い事になりそうではあるけど。

「……いえいえ、そんな事ないですよ」

　裏声全開で話す俺。

「うお、なんやなんや。声までかわいらしいやん！」

　テンションが上がった爆ノ内先輩の次のセリフは──

「なあアンタ、ちょっと乳ち首くび触らせてもらってええ？」

「なんで!?」

　ほぼ反射的なツッコミだったが、なんとか裏声を出す事ができた。

「いやな、アタシの読んでる雑誌に、今年は乳首ビンビン系女子が流行はやるって書いてあったんや」

「何の雑誌読んでるんだよ！」

「え？　ＢＩＮーＢＩＮやけど」

「完全にバッタもんじゃねえか！」

「とにかく、今年のトレンドは乳首ビンビン系女子で間ま違ちがいないんや！」

　この人の雑誌に対する無む駄だな信しん頼らい感かんは一体なんなんだろう……

「おや、それでは私は流行の最さい先せん端たんをいっている事になるね。なにしろ常時乳首が勃たっているからね」

「あんたは黙ってろよ！」

　密先輩が余計な口出しをしてくる。

「あ、そうだ。あれやろーや」

　……出た。爆ノ内先輩お得意のモテる為のシミュレーション『あれやろーや』。

　これ、めんど臭いんだよな……

「せっかく三人いるんやからドロドロの昼ドラ系にしよか。アタシがヒロイン役で、おねーちゃんはアタシから彼を奪うばった泥どろ棒ぼう猫ねこな」

　泥棒猫って……設定も単語も古ふる臭くさいな……

「んで、密は彼役で頼たのむわ」

「面白そうだね。喜んでヤらせてもらうよ」

　なんか『や』の発音がおかしかった気がするけど……まあスルーしとこう。

　ノリノリの爆ノ内先輩が、密先輩に向き直った。

「なんでや秘ひめ男お！　なんでウチというものがありながら、なんでこんな女め狐ぎつねを！」

　俺に憎にくしみの視線を向けてくる爆ノ内先せん輩ぱい……つきあうしかないか。

「ど、どうしてなんですか秘男さん。ヒドイデス」

　我ながらものすごい棒読みだった……こんなのに気持ち入れろってのが無理な話だよな。

「ごめんよ。これも僕の本能に従った結果なのさ」

　プレイボーイ風の演技をする密先輩。なぜだか無駄にうまい。

「ウチの乳首がビンビンじゃないからか？」

　もうそこから離はなれろよ！

「それは関係ないよ。僕のアレが二人同時にビンビンしてしまったのさ」

　最低だな！

「嫌いやや！　他ほかの女にビンビンしたら嫌や！　ウチだけにビンビンしてほしいんや！　秘男のビンビンはウチだけのビンビンなんや！　ウチはチクビ、秘男はアレをビンビンさせて、二人だけのビンビン祭りを開かい催さいするんや！」

「ビンビンビンビンうるせえな！」

　役やく柄がらを無視してツッコんでしまった。裏声はなんとか持続させたけど……

「ウチが……ウチがこんなに想おもってるのに、なんでウチだけを愛してくれないんや！」

　密先輩は、芝しば居いがかった感じで髪をかきあげてみせた。

「火か恋れん子こ……君は根本的に勘かん違ちがいをしているね」

「なんやて？」

「男はね。女の子に想われているからって、その子だけを好きになるとは限らないんだよ」

　……え？

「実は、君があんまり好き好き言うものだから、僕も君の事を好きなんだと錯さつ覚かくしてしまっていたんだ」

「──っ」

　それは、今の俺の状じよう況きようとシンクロしていて、思わず息を吞のんでしまった。

「じゃ、じゃあ……ウチの事好きじゃないんか？」

「……分からない。きみが僕を好いてくれているのはとても嬉うれしいんだけど……僕も自分の気持ちが分からないんだ……」

　そうだ……そうなんだよ。俺も、ショコラ達の気持ちはとてもありがたくて、彼女達をみてるとドキドキしたりするんだけど……それが本当に異性として好きって気持ちなのかどうかが分からないんだ。

「ひ、ひどいやないか……ひどいやないかあ……」

「でもね、火恋子。一つだけたしかな事があるんだ」

「……なんや？」

「きみはビジュアルだけは抜ばつ群ぐんだからね。僕のアレはきみの事が大好きだよ」

「クズじゃねえか！」

　ツッコミつつ、火恋子の方を確かく認にんする。

「……嬉しいわあ」

「なんでだよ!?　頭腐くさってんのか！」

「たとえ心は離れても、僕のアレだけはきみをがっちり摑つかんで離さないからね」

「ただのセフ○じゃねえか！」

「乳首は摑んでくれないんか？」

「どんな要求だよ！」

「もちろんがっちりいくさ」

「ヤバい……ビンビンしてきたわあ」

「僕もだよ」

「そ、それじゃあ……」

「うん、二人で」

「「ビンビン祭り！」」

「お前ら完全に頭おかしいだろ！」




　この人達、悩なやみとかなさそうでいいなあ……
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『あ、夏休みのお風ふ呂ろの時だっ』

　謳歌ちゃんのその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、心臓が飛び出るかと思った。

　そうだ……あの時の女の子と完全に同じ顔だ。

　なんとかいつも通りの無表情を装よそおったけど、ショックでいつ倒たおれてもおかしくない状態だった。

　だって私、あの子におっぱい触さわられてるし……もしあれが甘草君だったんだとしたら……もう生きていけない。

　そんな感じで頭が真っ白になっちゃって、随ずい分ぶん荒あらっぽい事をしちゃったけど……落ち着いて考えてみたら、慌あわてる必要なんて全然無い話だよね。いくら顔が瓜うり二ふたつだろうと、完全に女の子だったし。

　世界には自分と同じ顔の人が三人いるっていうし……多分、そういう事だよね。

　うん、それはもう気にしてもしょうがないから、目の前の劇に集中しよう。

　一番セリフの多い甘草君は、早さつ速そく今日の放課後から練習に入るっていう話だった。

　私達の練習が始まるのはまだ何日か先だから、それまでに台本を読み込んできてほしいって愚呂沢さんに言われたんだけど……

　私は、台本のとある一ページに視線を落とす。

『俺様は、お前が好きだ』

　……私はこれを、甘草君に向かって言う事になる。

　たった一行のそのセリフが、とても大きく、恐おそろしい悪者みたいに見えてくる。

　頑がん張ばるって決めたのに……決意が鈍にぶりそうになる。

　でも言わなきゃ……そうしなきゃ、甘草君は絶対に気付いてくれないだろうから。




　　　　３




　その日の放課後。

「よし、じゃあ始めようか！」

「……ほんとに……やるのか」

「そうだよ。ほらほら、もういい加減に観念しなって」

　早速本読みをするとの事で、俺は居残りを命じられた。まずは動きなどはつけないで、台本を見ながらセリフを練習していくらしい。

　でも、俺はまだ女役を演じる事に抵てい抗こうがあった。

　今朝、密先輩と爆ノ内先輩にたっぷり付き合わされた後も、選せん択たく肢しによる頭痛は教室に戻もどる事を許してくれず、結局授業開始ギリギリまで、校舎内を練り歩いて宣伝する羽目になった。

　幸いにして密先輩以外には正体はバレなかったけど……

「う……」

　向けられた男子からの視線を思いだしただけで、背筋に寒気が走る。

「大だい丈じよう夫ぶ。一回読んじゃえば恥はずかしさもなくなるから！」

　愚呂沢に促うながされて、仕方無くちょい役相手のセリフを読んでみる。

『あ、あらハンス君、こんにちは』

「お、いいじゃんいいじゃん、ちょっと照れがあるけど、最初にしたら十分うまいよ！」

「そ、そうか？」

「うんうん、じゃあ次のセリフいってみよー」

　俺を乗せるためにオーバーに言ってるんだろうけど、人間褒ほめられれば悪い気はしない。

『今日はいい天気ね。風も気持ちいいし、うん、絶好のお散歩日和びより！』

　これは我ながら、なかなか上手うまく言えたと思う。愚呂沢も、首を縦に振ふりながら親指をぐっ、と立てた。

　その後も特別引っかかるような場所はなく、セリフ読みは順調に進行していった。が、

『アラオルガクン、コンニチハ』

「……ん？」

　愚呂沢が首を傾かしげる。

「甘草君、ちょっと今の所、もう一回言ってみてくれる？」

　愚呂沢に促され、俺は同じセリフを繰くり返す。

『アラオルガクン、コンニチハ』

　我ながら恐ろしいまでの棒読みだった。

「ど、どしたの甘草君」

「いや、俺としては普ふ通つうにやってるつもりなんだけど……」

　その後、何回繰り返しても、その場面はどうしてもロボットみたいな読み方になってしまっていた。

　愚呂沢の提案でそのパートはとりあえず置いておいて、他の所をやろうとするも──

『アラ、アレハ……ユウトクン？』

『フフ。アナタコソアイカワラズクチガワルイノネ。ミンナイッテルワヨ、ソクラスクンノドクゼツハコワイッテ』

　……結果は同じだった。

「うーん、なんでだろうなー。最初は結構スムーズに読めてたんだけどなー」

　愚呂沢は首を傾げているが、原因は分かりきっていた。

　……あいつら三人とのシーンだけ、棒読みになってしまう。

　いくら自分に意識するな、と言い聞かせても、どうしても自然なセリフが出てこなかった。本人達が目の前にいない状態でこれなんだから、対面練習ではどうなるか……なんとかしなくちゃいけない。

『あら安い、おじさん、このトマト三つください』

『あ、ローラちゃん、そんなに慌てて走ったら転んじゃうわよーっ』

　続く練習で、三人と絡からまない他ほかの部分はすらすらと読めたので、愚呂沢も、俺が引っかかっている部分に気付いたようだった。

「甘草君、メインキャラとの会話だからって、そんなに意識しなくてもだいじょぶだよ」

「いや、そんなに意識してるつもりはないんだけどな」

　……実際はおもいっきりありますけど。

　なので、いくら繰り返してもオルガ、ユウト、ソクラスとのシーンでの棒読みが改善される事はなかった。

「うーん……今日はこれくらいにしよっか。まあ初日と考えたら上出来上出来」

　愚呂沢は元気づけるように笑いながら、俺の肩かたを叩たたく。

「あとは、台本を繰り返して読んできて欲しいんだ。何度も何度も音読を繰り返す事で、フロリアになりきって……女の子の気持ちをちょっとでも理解してもらえればな、って」

　女の子の気持ち、か。

　自分の気持ちさえ持て余している俺に、それが理解出来る日がくるんだろうか……




「…………」

　帰りの道すがら、さっきの練習風景を思い出す。

　女の子の気持ち云うん々ぬんは置いておくとして……あそこまで棒読みになっちゃうって事は……やっぱりあの三人を意識してるんだよな。

　俺はあいつらの事をかわいいと思っていて、話したり、あいつらの事を考えたりするとドキドキする。それは事実だ。

　だけどそれは、『甘草奏』が『ショコラ、遊ゆう王おう子じ謳歌、雪平ふらの』に対して抱いだいている想おもいなんだろうか？　それとも『男』が『かわいい女の子』に対して抱いている想いなんだろうか？……そこが分からない。

　また思考が堂どう々どう巡めぐりしそうになった時、

「質問します。貴女あなた達にとって恋れん愛あいとは何ですか？」

　なんだか聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　覚えがあるのは声だけじゃなかった。俺の知る限り、三次元で紫むらさき髪がみのポニーテールなんて人間は一人しかいない。

　解とく川がわ真ま理り咲さ。真理の探究とかいう名目で、妙みようちくりんな問いかけを繰り返す女の子だ。現在『お断り５』からは外れているものの、密先せん輩ぱい同様、校内でも屈くつ指しの変人なのは間ま違ちがいない。

　そしてその質問のターゲットにされていたのは──

「え？　あ、あの……急にそんな事言われても……」

「オウ、随ずい分ぶん哲てつ学がく的てきな問いかけアルね」

　晴せい光こう学園の二大天使だった。

　柔やわ風かぜ小こ凪なぎとチチル・ニューミルク。

　校内表ランキングの二位と三位にランクインしており、ビジュアルがいいのは当然として、性格も裏表無し。おまけに柔風はドジっ子、チチル先輩は爆ばく乳にゆうという強力な属性持ち。

　正に男の理想をそのまま擬ぎ人じん化しました、みたいな女の子達だ。

「解川……また変な質問してるのか」

　解川の影えい響きようで二人が汚よごれてしまうのを危き惧ぐした俺は、その背中に声をかけた。

「おや、これは甘草さんではありませんか」

　振り返り、相変わらずの眠ねむたげな目線を向けてくる解川。

「あれ、甘草君だ。こんにちはー」

「カナデ、ヤッホーアル！」

　対して、満面の笑えみを向けてくる柔風とチチル先輩……なにこのツインエンジェル。

　でも雰ふん囲い気きから察するに、柔風とチチル先輩は元から二人でいたみたいな感じだな。この二人に接点なんかあったっけ？　と思い、尋たずねてみる。

「あ、うん。この前のイベント以来、仲良くさせてもらってるんだ」

「そうアル！　小凪はベリーキュートアル！」

「きゃっ！　チ、チチル先輩、お腹なか触さわるのやめてくださいーっ！」

「いやアル。もっと触るアル！　もっとぎゅーっとするアル！」

　……なんだろうこれ、まるで背後に『きゃいきゃい』って擬ぎ音おんが浮うかんでいそうなふわふわした空間が発生していた……ごちそうさまです。

「…………ん？」

　ただ俺は、二人のその様子に何か違い和わ感かんを抱いていた……なんだろう？

「丁度いいです。甘草さんにも問答に加わっていただきましょうか」

「問答って……また真理の探究うんたらなのか？」

「肯こう定ていします。以前にも言いましたが、恋愛は真理の探究において避さけては通れないテーマです。さあ皆でレッツ真理」

　違和感の正体が判明しないまま、例のうさん臭くさいかけ声で、半強制的に質問が始まろうとしていた……この二人には被ひ害がいが及およばないようにしっかりガードしよう。

「質問します。ずばりお二人の経験人数は何人でしょうか？」

「待て待て!?　いきなり何を聞いてんだ！」

　慌てて止めに入る俺。

「回答します。恋愛においては非常に重要な項こう目もくかと思いましたので」

「いや、たしかにそうかもしれないけど……」

　俺は柔風とチチル先輩の方を見やる。

「「？」」

　よかった……二人ともなんの事だか分かってないみたいだった。

「ちなみに聞くまでもなく、甘草さんはゼロ人です」

「それ今言う必要ねえだろ！」

「おや、かまをかけただけだったんですが……本人からの言げん質ちがとれましたので、この真理手帳に書き込んでおきましょう」

「お前の真理ってそんなに安いのかよ！」

「ちなみに私の兄、けんじは経験人数が千人を超こえているそうです」

「噓うそにも程ほどがあるわ！」

　解川の兄は、引きこもりのニートだって話だ。千人って……そんな奴やつがどう頑がん張ばっても不可能だろう。

「よく分かりませんが、服装差分等を含ふくめた延べ人数なら、四千人は堅かたいと言っていました」

「完全にエ○ゲーの話じゃねえか！」

　何の事か分からないよい子はお父さんに聞いてみよ──

「いや聞いちゃ駄だ目めだろ！」

「「「？」」」

　俺のノリツッコミにぽかん、とする女子三人。

「ご、ごほん……と、とにかくこの話はもう終わりだ！」

　思いっきりごまかす俺。解川は首を傾げながらも次の質問に移った。

「質問します。お三方の理想の異性像を教えてください」

　今度は比ひ較かく的てきまともな質問だった。

「私は、優やさしい人がいいなあ」

「ワタシは、一いつ緒しよに人生を楽しめるような、ノリのいい男の子がいいアル！」

　二人からは、非常にらしい答えが返ってきた。

「回答に感謝します。甘草さんはどうでしょうか？」

「…………」

　俺は、言葉に詰つまってしまった……その質問は、今の俺にとっては難しすぎる。

「甘草さん？」

　解川が怪け訝げんな表情を向けてきた。まずい、あんまりガチな感じで悩なやんでても変に思われるな。ここは無難に答えて──






【選べ　①「腋わきの下をペロペロ舐なめても、笑って許してくれる女の子がいいなあ」

　　　　②「腋の下をベロベロ舐めても、笑って許してくれる女の子がいいなあ」

　　　　③自らの腋の下をペロペロする】








　おーなるほど！　この中で無難なのは………………………ねーよ。

　……俺は、泣きそうになりながら①を選せん択たくする。

「……わ、腋の下をペロペロ舐めても、笑って許してくれる女の子がいいなあ」

「「「…………」」」

　場が、凍こおり付いた。

　が、それも一いつ瞬しゆんの事、柔風とチチル先輩は、躊躇ためらいつつもフォローを入れてくれた。

「ひ、人それぞれだから、いいんじゃない……かな」

「そ、そうアル。そんな女の子が見つかるといいアルね」

　違ちがうんです……俺はそんなクズ野や郎ろうじゃないんです……ん？

「…………」

　解川が固まったままなのに気がついた。

　どうしたんだろうか？　解川ならこの程度のセリフで引くとは思えないんだけど……

「解川？」

　解川はそこで、はっ、となったように口を開いた。

「せ、説明します。ちょっと驚おどろいてしまって……私の兄と全く同じセリフでしたので」

「けんじクズ野郎だな！」

　いや、三人からしてみたら俺も同類なんだけどさ……

「補足します。兄は更さらに自分の腋の下をペロペロ舐める癖くせもあります」

「もういいんじゃないかな！　もうその人色々といいんじゃないかな！」

「更に補足します。兄のそのペロペロを見て、母は涙なみだをポロポロ流しています」

「重い話になってんじゃねえか！」

「加えて補足します。父はそんな二人を見てオロオロし、ペットのカエルはゲロゲロ言っています」

「知らねえよ！　あとカエルがゲロゲロは別に普ふ通つうじゃねえか！」

「反省します。韻いんを踏ふみたくてちょっと噓をつきました。ペットはオタマジャクシなんでまだゲロゲロ言いません。そのうちゲロゲロ言います」

「心底どうでもいいわ！」

「お願いします。正直にゲロったんで許してください」

「何ちょっとうまい事言ってんだ！　てかもうこれ恋愛のれの字もなくなってるじゃ──う、ゲホッ！　ゲホッ！」

　あまりにもツッコミが続いたんで、思わずむせてしまう。

「あ、甘草君大だい丈じよう夫ぶ？」

「カナデ、平気アルか？」

「あ、いや、ちょっとむせただけなんで大丈ぶ──うわっ！」

　あまりにも近くに二人の顔があってビビる。

　こ、この二人、無防備過ぎる……

[image: ]

　学園トップレベルの美少女に挟はさまれた俺の心臓は、信じられない程のスピードで鼓こ動どうしていた。

　そして、反射的に顔が真っ赤になってしまい、同時に罪悪感が襲おそってくる。

　やっぱり俺は誰だれでもいいんだろうか？　心の奥では、かわいい女の子であれば誰であろうとかまわない、と思っているんだろうか。

「…………いや」

　そこでふと、さっきと同じような違和感を抱いだいて、思い留とどまる。

　……違う。

　このドキドキは、違う。

　何がどう違う、と言語化する事はできないけど、今のこのドキドキと、ショコラ、謳歌、ふらのから受けたドキドキは、違う。

　しかし、俺はそのよく分からない『違い』にほっとしていた。

　柔風やチチル先せん輩ぱいは恋れん愛あい対象としてナシで、ショコラ達三人はアリかと言われれば、イエスと断言する事はできない。

　ただ、俺の深層心理ではあの三人が他ほかの女の子とは『別』として認にん識しきされているらしい。

　……それが分かっただけで、ちょっとほっとした。

　その『別』が、恋こいと呼べるかどうかはまだ分からないけれども。

「甘草さん、どうしましたか？」

　考え込んでいた俺に、解川が再び怪訝な表情を向けてくる。

「ああいや、個人的な事なんだけど、ちょっとだけ心が軽くなった気がしてさ」

「……そうですか」

　そこで、解川の表情が目に見えて曇くもった。

「どうした？」

「忠告します。甘草さんは今、心が軽くなったと言いましたが、うちの兄も似たような事を口にしていまして──」

　またかよ……さっきのは選せん択たく肢しのせいだったとはいえ、けんじと行動パターンとか思考が被かぶるのは勘かん弁べんしてほしいんだけど……

「最近、ネットでとある女性と知り合ったらしいんです。兄曰いわく『彼女は天使だ……常に暗雲が立ちこめていた俺の精神を明るく照らしてくれる天使だ。ああ、何年かぶりに心が軽くなった』と。そして、彼女に会うために、久しぶりに外に出たんです」

「お、それはいい事だけど……結果は？」

「パンパンだったお財さい布ふが極限まで軽くなって帰ってきました」

「悪あく魔まじゃねえか！」




　　　　４




　解川、柔風、チチル先輩と別れ、一人、家に向かって歩く。

　けんじの財布と俺の心、どっちがより軽くなったかは知るよしもないけど、さっきまでより気持ちが落ち着いたのは事実だった。

　ショコラ達三人に対する明確な答えは出ないけども、少なくとも、もう台本を読むだけなら、今日みたいな棒読みオンリーにはならないような気がする。

　そこでふと、愚呂沢のセリフが脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

『何度も何度も音読を繰くり返す事で、フロリアになりきって……女の子の気持ちをちょっとでも理解してもらえればな、って』

　女の子の気持ち、か。

　まあそんなものが簡単に分かれば苦労はしな──






【選べ　①奏ちゃん（太め）になる

　　　　②奏ちゃん（細め）になる

　　　　③奏ちゃん（ノーマル）になる】








「いや奏ちゃんの時点で既すでにノーマルじゃねえから！」

　声を出してツッコんでしまって、周りから白い目で見られた。

　くそ……こんな形で女の子の気持ちなんて分かりたくない。

「ぐああっ！」

　しかし催さい促そくの頭痛さんは今日も絶好調。俺は誰にも見られないように、電柱の陰かげに隠かくれながら③を選び取った。

「ある……ない……」

　毎度の事ながら、胸がでかくなっており、アレはなくなっていた……

　そしてなぜか服装は、市内でも有名なお嬢じよう様さま学校のものに変わっていた。

　まあ不幸中の幸いだったのは、ここが家まではそう離はなれていない場所だった事だ。さっさと家に逃にげ込んで、女によ体たい化が解除されるのを待とう。

　そう思って歩き出した矢先──

「お、みろよアレ。ヒカジョの制服じゃね？」「うお、ゲロマブじゃねえか」「へへ、超ちようラッキー」

　前方に、いかにもヤンキーです、ってな感じの三人組が見えた。

　ゲロマブって……俺の事だよな……どう考えても。

　嫌いやな予感がした俺は、下を向いてすれ違おうとしたが──

「ねえねえ彼女」

　案の定、声をかけられた。

「…………」

　俺はそのまま無視して歩き去ろうとした。

「うお、シカトとかちょっとひどくね？」

「…………」

　更に無視して一歩踏み出したが──

「ちょーっとま・て・よ」

　前方に回り込まれてしまった。

「な、何ですか？」

　前にプールでも似たような状じよう況きようになったけど……女の子の立場になってみると、この状況は……怖こわい。

「そんなにケーカイしなくてもいいじゃん」「ちょっと俺らと遊ばねえ？」「つーか、この子マジでやばくね？」

「すみません、用事があるんで……」

「んな冷たい事いわねえでさ」「どうせ周りが女ばっかりで欲よつ求きゆう不満なんだろ」「お前それセクハラだぜ、セクハラ」

　ギャハハ！　と下げ卑びた声で笑い合うヤンキー達……どうあってもこのまますんなりと解放してくれそうにはない……ど、どうしよう。

　俺が途と方ほうに暮れたその時──

「君達、ちょっといいかな」

　背後から聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

　ふり返ってみれば、そこに立っていたのは──

「……なんだてめえ」「顔に……包帯？」「ふざけてんのかコラ」

　夢ゆめ島しまカラス、その人だった。

「勘かん違ちがいだったらすまないけど、君達がその女の子を無む理り矢や理り誘さそっているように見えたものでね」

　夢島先輩は、相変わらずの爽さわやかボイスを三人組に向けた。

「あ？　だったらどうだってんだよ」「てめえには関係ねえだろ」「どっかいけよコラ！」

　三人の恫どう喝かつじみた態度にも、夢島先輩は全く臆おくする様子がなかった。

「どうだいそこの君。双そう方ほう合意の上だというのなら、僕は彼らに謝罪してこの場を去るのだけど」

　夢島先輩は、俺の方に視線（目は隠れてて見えないけど）を向ける。

「おいコラ、俺等の事シカトしといて勝手に話してんじゃねえよ」

「悪いが黙だまっていてくれないか。僕は君達ではなく、彼女の意思を確認している」

「て、てめえ！」

　瞬しゆん間かん的てきに三人の顔が、怒いかりの色に染まる。

　夢島先輩はそれでも意に介かいした様子も無く、俺の方に顔を向けている。

　なんだろうか、この安心感は。

　俺はつい、助けを求めてしまっていた。

「あ、あの……助けてください」

「──承知した」

　先輩は、俺に背を向けて三人組と対たい峙じした。

　おいおいなんだこの展開は。夢島先輩なのにちょっとかっこい──

「オラァ！」「この野や郎ろう！」「死ねっ！」

「ひいいっ！」

「弱よええのかよ！」

　夢島先輩は瞬またたく間にボコられていた。

「ハハ、なんだこいつ」「口だけじゃねえか！」「オラオラァ！」

「す、すみませんでしたっ。そ、その女は好きにしていいから、僕だけは助けてくださいいいっ！」

「クズすぎるだろ！」

　俺は悟さとった……自分の身は自分で守らなくては。

　夢島先輩をボコるのに夢中なヤンキー達の後ろに、そーっと近付いていく。

　……やりすぎないように、力加減を調整して──

「うごえっ！」「ぎゃあっ！」「ぐおおっ！」

　だまし討うちの金的キックは成功。三人はもれなくその場にうずくまってしまった。

「…………」

　どうしようかちょっと迷ったけど、俺は地べたで身を縮こまらせている夢島先輩に手を差し伸のべた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「き、君……あんな最低な事を言った僕を気にかけてくれるというのかい？」

　まあ結果はどうあれ、助けようとしてくれたのは事実だしな……一応お礼は言っておこう。

「……ありがとうございました」

　夢島先せん輩ぱいは、俺の手をとって、よろよろと立ち上がった。

「いやいや。深く反省したよ。僕みたいなクズな人間が、女の子を助けようなんて思っちゃいけなかったんだ」

「いや、何もそこまで卑ひ下げしなくてもいいと思いますけど……」

「助けた事を恩に着せて、そのままヨロシクしようとしたバチが当たったんだね」

「クズだな！」

「好きだ」

「……え？」

　その言葉は、あまりにも唐とう突とつだった。

「もう一度言う。僕は君が好きだ」

「は？　な、何言ってんですか。タイミングおかしいでしょ。大体私達、さっき会ったばっかりなんで──」

「関係無い」

「う……」

　俺は、いつの間にか道みち端ばたの塀へいまで追いやられていた。

「俗ぞくに言う一ひと目め惚ぼれ、というやつだね」

　先輩は、強めに塀に手をついた。いわゆるひとつの壁かべドンだ。

「君があまりに眩まぶしくて……自分が弱いのも忘れて止めに入ってしまったんだ。まあブスだったら絶対見て見ぬふりしてたけどね」

　安定のクズだった……俺は呆あきれかえりながら言葉を返す。

「はあ……私には理解できません。そんな、出会ったばっかりの人を好きになろうなんて思えません」

「それは違ちがうよ」

「え？」

　イケボできっぱりと否定する夢島先輩。

「好きというのは、なろうとしてなるのではなく、自覚した時には既になっているものなんだよ」

「──っ!?」

　その言葉は、俺の心にダイレクトに響いてきた。

　気付いたら好きになっている……

　そういえばそうだった。俺の初はつ恋こいもそうだった。理り屈くつじゃなしに、いつの間にか好きになっていた。

　当時の感情が蘇よみがえってくる。

　俺が、今ショコラ達に抱いだいている感情は、あの時の空そらさんへのものと同じだろうか？

　同じような気もするし、違う気もする……考えれば考える程ほど分からなくなってくる。

　いや、こうやって頭で考えてるって事は、やっぱり違うって事なんじゃないだろうか……また思考の堂どう々どう巡めぐりが始まってしまった。

「……ん？」

　そこまで考えた所で、なんだか、股こ間かんの辺りが急にムズムズしてきた。

　こ、これはもしかして……

　ま、間ま違ちがい無い……この感覚は……生えてくる。

　マ、マズい……男に戻もどる瞬間を目もく撃げきされたら、シャレにならないぞ。

「どうしたんだい？　急にソワソワして」

「いや、あの……」

「あれ？　見み間ま違ちがいかもしれないけど……君の胸、縮んできてないかい？」

　ぐっ……

「んーっ！　んーっ！」

　俺は誤ご魔ま化かす為ために、某ぼうパッション芸人よろしく、自分の胸をグーで力ちから一いつ杯ぱい叩たたきつけた。

「ええと……これは……」

　うわ、引いてる……俺、あの夢島先輩を引かせてる……

　自己嫌けん悪おに陥おちいりそうになったが、その間にも生えてくる感覚が強くなってくる。というか、これもう先っちょが生えてきて──






【選べ　①力一杯股間にパッション（一時的に引っ込む）

　　　　②力一杯股間にパッション（一生引っ込む）】








　死ねと!?

　しかし迷っている暇ひまは無かった。時間をかければかける程、生えてくれば生えてくる程、パッションした時の被ひ害がいは大きくなる。

　言うなればこれは撤てつ退たい戦。敗北は既すでに決定しているが、俺の決断によって、どれだけの兵ムスコが生き残れるかが決まる……

　……南な無む三さんっ！

「んーっ！　ぎゃああっ！　んーっ！　ぎゃあああっ！　んーっ！　ぎゃあああああっ!!」

　無事に引っ込んでいく感覚と共に、あまりの激痛で俺の意識は遠のいていった。




「うう……ん？」

　意識が、回復する。

　あれ？　俺、なんでこんな所に……あ、そうか、俺、自分でちん○殴なぐって気絶したんだっけ。

　……なにやってんだ、俺。

「……ん？」

　自分の行動にドン引きしていた所、何やら傍かたわらに、一枚の紙切れが落ちているのに気がついた。

「なんだ、これ？」

　手にとって、書かれている内容を確かく認にんしてみる。




《ごめんなさい。いくら僕でも、自分で股間を痛めつける女の子にはエロ目になれませんでした。本当にごめんなさい　夢島カラス》




「…………」

　……なんだろうか、このとてつもない敗北感は。







　次の日の放課後。




『あらオルガ君、こんにちは』

『あら、あれは……ユウト君？』

『ふふ。あなたこそ相変わらず口が悪いのね。みんな言ってるわよ、ソクラス君の毒どく舌ぜつは怖こわいって』




「す、すごいじゃない甘草君！」

　セリフを読み終え、台本から顔をあげた俺を、愚呂沢が絶賛する。

「き、昨日とそんなに違うか？」

「天地だよ天地！　ほんとに女の子みたい！」

「は、はは……」

　その指し摘てきはあながち間違っていない。

　昨日の奏ちゃん化は意外に時間が長く、家についてからもしばらくは解けなかった。なので、この際というべきか仕方なくというべきか、その状態のままで何回も何回も台本を音読した。

　もちろん今現在は男に戻っているものの、女の子みたいな読み方が出来ているとするなら、その練習の賜たまものだろう。

「まだちょっと硬かたさが残ってるけど、昨日に比べるとメイン三人に対するセリフもだいぶスムーズになってるよ！」

　その辺は、柔風やチチル先輩との件による意識の変化が影えい響きようしてるんだろう。

「自分でああは言ったけど、台本読み込んでもたった一晩でこんなに劇的に変わるとは思ってなかったよ……甘草君、ちょっち演劇の才能あるかもねー」

「は、はは……」

　いえ、あるのは性別が劇的に変わる異能力（？）だけです。

「さて、次はいよいよショコラちゃん達と合わせて練習するよっ！」

「う……」

　そうだよな……劇をやるんだから、いつまでも一人でセリフだけを練習している訳にはいかない。

　劇の中とはいえ……俺はあいつら三人から告白される。

　そして、その中からアドリブで誰だれかを選ばなけりゃならない。

　夢島先輩のセリフが脳のう裏りに蘇る。

　好きは、気がついたらなっているもの。

　相手は俺の事が好き。

　俺も相手の事は嫌きらいじゃない。

　そして俺はその子達の事を、他ほかの女の子とは違う、特別な存在だと感じている。

　じゃあそれはもう好きって事じゃないのか？

　仮にそうだとしたら、その三人の内の誰が？

　……駄だ目めだ、分からない。

　それでも、いつまでもこんな宙ぶらりんの状態ではいられない。

　俺は近いうちに結論を出して、選ばなくちゃいけない。

　劇の上でも……現実でも。







　幕間　ある少女達の話２
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　とあるファミレスにて。

「はあ？　頭の中に選せん択たく肢しぃ？」

「は、はい……」

　爽さわ星ぼし素す直なおは、向かいの席の四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のに対し、素すっ頓とん狂きような声をあげた。




　甘あま草くさ奏かなでを尾び行こう中に出会ったあの日から数日、二人は友達といえるような関係性を築いていた。

　最初は奏とどういう関かかわりがあるのかが気になって、電話番号を交こう換かんしただけだったが……話してみると意外にウマが合った。

　性格的に正反対なのが逆に嚙かみ合ったのだろう。

　素直は、伊緒乃と話していると楽しかったし、相手もそう思ってくれているであろう事が感じとれた。

　しかし伊緒乃は、奏と自分の関係性については決して話そうとしなかった。

　理由は絶対に信じてもらえないから、だそうだ。

　極きよく端たんに気の弱い伊緒乃も、その点に関してだけは頑かたくなだった。

　が、素直はどうしても聞き出したかった。単なる直感だが、伊緒乃は何か奏に関する重大な秘密を握にぎっているような感じがしたからだ。

　しつこく頼たのみ込む事数回。ようやく伊緒乃は、重い口を開いた。




　そうして語られたのは──奏の奇き行こうは、脳内に発生する選択肢によるものだという荒こう唐とう無む稽けいな話だった。

「ほら……やっぱり信じてくれないです」

「いや、だってさ、伊緒乃。アンタが噓うそつくような奴やつじゃないってのは分かってるけど、それはあまりにも……」

　たしかに奏の行動はたまに常じよう軌きを逸いつしているが……原因がそんなファンタジーじみているものだと言われて、はいそうですか、という訳にはいかない。

「そうですよね……」

「お、おい、そんなに落ち込まないでよ。なんかアタシがいじめてるみたいだし」

「……気にしないでください。どうせ私、いつも落ち込んでるみたいな顔してますし……でも、いずれ爽星さんには話すつもりでした。ほんとはもっと仲良くなってからと思っていたんですけど……ここまで言ってしまったんなら……もういいですよね」

「もういいって……何が？」

「爽星さん、ちょっとごめんなさい」

「え？　ごめんってどういう──」






【選べ　①この場で半はん裸らになる　②この場で全ぜん裸らになる】








「な、何……これ？」

　それは文字でもなく、音声でもなく。

　頭の中に直接降ってきた、としか表現出来ない現象だった。

　そして、

「う、ああっ……」

　素直に強きよう烈れつな頭痛が襲おそってきた。

「ごめんなさい、痛いですよね……甘草さんも毎回それを味わってるんです。それ……どちらかを選ぶまでは消えないんです」

「な、何それ……」

　しかしそこで、伊緒乃の言葉とは裏腹に、素直の頭痛は消え去った。

「お、おさまった？」

「はい、今のはあくまで本物の『呪のろい』じゃないですから。でもほんとにごめんなさい……痛かったですよね……」

「い、いや、痛いのは痛かったけどそれより……あの選択肢……手品じゃ……ないんだよな？」

　そんな事を口走りつつも、その可能性が皆かい無むなのは、素直自身がよく分かっていた。

　体感した者にしか分からない圧あつ倒とう的てきなリアリティー……あれを味わってしまっては、いかにめちゃくちゃな話でも信じるしかなかった。

「でも、誰が甘草にあんな酷ひどい事を……」

「神様です」

「……へ？」

　これには、再び素っ頓狂な声をあげるしかなかった。

　しかし伊緒乃は、大おお真ま面じ目めに言い放つ。

「私はその悪い神様から……甘草さんを助けたいんです」

「神ってアンタ……」

　冗じよう談だんだろ、といいかけた所で思い留とどまる。

　人の脳内に選択肢を出現させる……あんな事は人間を超ちよう越えつした存在──それこそ神──にしかできない芸当ではないだろうか。

　仮に……仮に神なんてものが存在していたとして、だ。その神と同じ現象を引き起こせるこの少女は──

「伊緒乃……アンタは一体……」

「ごめんなさい……まだそれは言えないんです。でも信じてください。甘草さんを助けたいのは本当です……あの人から……あの悪あく趣しゆ味みな神様の呪じゆ縛ばくから、甘草さんを解放してあげたいんです」

　その沈ちん痛つうな面おも持もちは、とても噓を言っているようには思えなかった。

「あの人は……遊んでるんです。今だって、甘草さんに変な演劇をやらせて楽しんでる……実際に動いたのは生徒会長さんですけど」

「会長って……黒こく白びやく院いん清せい羅らか？」

「はい。あの生徒会長さんは、神の手足となって動く僕しもべなんです」

　素直は、表ランキング一位の笑え顔がおを思い浮うかべる。

「マジか……なんか浮き世離ばなれしてるとは思ってたが……」

　素直がまだ表の二位だった時、あの会長にだけはどうやっても勝てる気がしなかった。

　神やその僕なんてものを完全に信じた訳ではないが、仮にそうだとすると、あの絶対的な存在感にも合が点てんがいく。

「話が少し逸それてしまいましたね……あの……できれば……本当にできればでいいんですけど……爽星さんには、甘草さんを救うのを手伝ってほしいんです」

「甘草を救うって……つまりあの訳わかんない選択肢を消すって事？」

「はい……そうなんですけど」

　伊緒乃は、いつもより更さらにオドオドした感じで言った。

「どうした？　そんなに難しい方法なワケ？」

「はい。あの……難しい事はたしかなんですけど……爽星さんにとって、辛つらい話になってしまうので……」

「いいって。アタシも甘草の力になれるなら喜んで協力するから、遠えん慮りよしないで言っちゃいなよ」

　伊緒乃は、言い辛そうに口を開く。

「甘草さんが、誰だれかに恋こいをする事です」

「…………え？」

　素直の頭は、真っ白になった。

「爽星さん、甘草さんの事、好きですよね？」

「なっ！……ななな、なんでそれをっ！」

　今度は顔が真っ赤になった。

「ごめんなさい……私はある程度、甘草さんをとりまく状じよう況きようを把は握あくしているんです……でもそれを抜ぬきにしても、爽星さん、分かりやすいですし……」

「…………」

「信じられないかもしれないですけど、本当の事なんです……あの神様は甘草さんの恋れん愛あい模様を観察して楽しんでいます。最終的な狙ねらいは分からないですけど……甘草さんが誰かに恋をすれば、頭の中の選択肢が消しよう滅めつする事だけは間ま違ちがいないんです」

「…………」

　押し黙だまる素直。

　その話が本当だとしたら……自分では力になれない。

（だってアタシ……甘草に相手にされてないし）

「今、甘草さんの頭の中には、ショコラさん、遊ゆう王おう子じ謳おう歌かさん、雪ゆき平ひらふらのさんの三人しかいません」

「!?」

　あまりに唐とう突とつな伊緒乃の指し摘てき。

　分かっていた……分かっていたけど、改めて他人の口から言われるとショックだった。

「ごめんなさい……正直に言わせてもらうと、現状では爽星さんは可能性がかなり低いと思います」

「…………だよね」

「でも、あの三人じゃ駄だ目めなんです」

「……え？」

　伊緒乃の発言の意図が摑つかめなかった。『駄目』とは一体どういう事だろうか。

　しかし、その疑問を口にする前に、伊緒乃が素直の手をぎゅっ、と握る。

「私……爽星さんを応おう援えんしますから」

「伊緒乃……」

「ごめんなさい……いきなりこんな事言っても噓うそ臭くさいですよね」

　たしかにその通りだった。神なんていうものの存在を信じるかはまた別として、伊緒乃はまだ何かを隠かくしているような気がしてならない。

「ごめんなさい……でも私……私……」

　伊緒乃は消え入りそうな声で続ける。

「本当は……本当は全部説明したいんですけど、それをしてしまうと私…………し──」

「いいよ」

「え？」

　今度は、素直が伊緒乃の手を握った。

「何か事情があんでしょ？　アンタ、どう考えても悪人には見えねーし、別に無理して言わなくていいし……だからその泣きそうな顔やめろっつーの」

「爽星さん……」

「素直」

「え？」

「し、下の名前でいい、つってんの。アタシだけ伊緒乃って呼んでんの……なんかヤダし」

　素直は少し顔を背そむけて、ぶっきらぼうに言い放った。

「は、はい……じゃあ……素直さん」

「……まだ硬かたいな」

「そ、それでは……素直ちゃんでしょうか？」

「敬語もいらない」

「え？……あ、は、はい──じゃなくって……うん、す、素直ちゃんって……呼んでいい……かな？」

「……よし」

「素直ちゃん、もしかして……照れてる？」

「う、うっせーし！」

　素直は顔を赤くしながら声を張り上げる。

「こ、これは……ツンデレっていうものなのかな？」

「知るかっ！」

　素直は憤ふん慨がいする一方で、伊緒乃に感謝していた。

　彼女とのやりとりの中で、萎なえてしまっていた気持ちが徐じよ々じよに回復してきたからだ。

　正直、神だの呪いだのはどうでもいい。

　自分は甘草奏が好き。だから、相手にも好きになってほしい。諦あきらめかけていたそのシンプルな想おもいが、自分の中に戻もどりつつあるのが嬉うれしかった。

（見てろよ甘草……絶対逆転ホームランしてやるし！）







　第三章　男未満の苦しみ
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　　　　１




　奏かなでちゃん騒そう動どうから数日後の朝。

「はい、みんなちゅーもーく。今日はいよいよ男の子役三人のお披ひ露ろ目めでーすっ！」

　愚ぐ呂ろ沢さわがハイテンションで教きよう卓たくの前に立った。

　この前の俺と同じく、一時間早く登校して、演劇部の部室でメイクしてきたらしい。

「それでは雪ゆき平ひらちゃん遊ゆう王おう子じちゃんショコラちゃん、どーぞ！」

　愚呂沢のあおりと共に入ってきた三人に、クラス中がどよめく。

「ゆ、雪平さん超ちようワイルド……」「謳おう歌かちゃん、ショタっぽくてかわいー」「ショコラちゃんのメガネ萌もええええっ！」

　前髪を片側だけあげて、顔にキズのメイクを施ほどこしたふらのの『オルガ』

　オドオドした感じを前面に出した謳歌の『ユウト』

　細身のメガネをかけ、分厚い辞典を手にしたショコラの『ソクラス』

　三人とも、いつものイメージからは大分かけ離はなれていたけど、元の顔立ちが綺き麗れいだから、男装も非常によく映はえていた。

　愚呂沢はうんうんと満足そうに頷うなずくと、ふらのに声をかけた。

「じゃあ雪平ちゃんから、ちょっとアドリブでキャラにあったセリフを言ってみてくれるかな」

「了りよう解かいしたわ」

　ふらのは近くにいた女子の顎あごを、指でくい、と持ち上げた。

『ふ、お前、なかなかかわいい顔してんじゃねえか』

「え？　私？……はわわ」

　その女子は、一いつ瞬しゆんで顔が真っ赤になってしまった。

　ギャラリーからも、感かん嘆たんの声があがる。

「やべえ、これはかっこいいな……」「わ、私、何かに目覚めそう……」「ふらの様って感じだね」

　その呟つぶやきに気をよくした様子のふらのは、調子に乗り始めた。

『俺様の美技に酔よいな』

　いや、それ違ちがう人だから……

『俺様の美技は百八まであるぞ』

　それはまた別の人だから……

『俺様の美技は十三キロや』

「お前もう言いたいだけじゃねえか！」

『それは俺様のおいなりさんだ』

「お前ついてないだろ！」

『いちいちうるせえおいなりさんだな』

「なんで俺キンタ○扱あつかいされてんだ！　おい監かん督とく、こんな好き勝手やらせてていいのかよ！」

「いいねえ」

「いいんだ!?」

　愚呂沢はふらのに向けて、親指をぐっ、と立てた。

「こういうのはね、気持ちがノるのが一番なんだよ。雪平ちゃん、すっごくイキイキ演じてるからオッケーオッケー！」

　ふらのは、どうだ見たか、みたいな感じの表情をしている。

　く……内心では恥はずかしがってるくせ──いや駄目だ、そういう事を考えると、またこっちまで顔が赤くなってしまう。

　……答えの出ない今は、いつも通りのふらのとして接するしかない。

「じゃあ次、遊王子ちゃん、いってみようか」

「はいはーい」

　指名された謳歌は、教室の中心まで歩いて行った。

　その様子は、いつもの元気な謳歌そのものだった。

　こんなんで大だい丈じよう夫ぶか？　と思ったその矢先に、表情が一変した。

『あ、あの……よかったらこのお花……受け取ってくれるかな』

　潤うるんだ目での、上うわ目め遣づかい。

『あ、ご、ごめんね……いやだったら……いいんだけど』

　しゅん、とうなだれる謳歌。

「い、いやああああ！」「抱だきしめたいいいいい！」「ユウトたそおおおおおお！」

　一部の女子陣じん、狂きよう乱らん。

「すごいすごい！　遊王子ちゃんも完かん璧ぺきだよ！」

　鼻息を荒あらくして興奮をあらわにする愚呂沢。

　たしかに、謳歌の演技は素人しろうと目めに見ても素す晴ばらしかった。相変わらず何をやらせてもこなしてしまう奴やつだ。

「…………」

　まあそれはいいんだけど……潤んだ目で俺の方をチラ見するのはやめて欲しい。そして、その一瞬だけ少年から女の顔に戻るのもやめてほしい。

　落ち着け、俺。あれは謳歌。いつものお子ちゃま謳歌だ……そう自分に言い聞かせる。

「じゃあ最後、ショコラちゃんいってみようか！」

「おまかせくださいっ」

　自信満々といった感じのショコラ。このソクラスは頭脳明めい晰せき、冷静沈ちん着ちやくなキャラなんだけど……そんなのできるのか？

『ふ……げせんでむちもうまいなるやからどもよ。わたしのちてきこうきしんはすべてにゆうせんされるのだ』

「「「「「…………」」」」」

　教室が、何ともいえない空気に包まれた。

『きさまはなにをおもい、なにをかんがえている？　にんげんのそんざいなどしょせんはがいねんじょうのものにすぎない。ゆえに、わたしたちはけいじじょうてきそんざいであり、きかがくてきはってんをとげたこうかがくてきそんざいなのだ』

　なんか小難しい事を言ってるように聞こえるが、これっぽっちも意味が分からない。光化学的存在ってなんだよ……スモッグかよ。

　しかも文字に起こしたらおもいっきりひらがなっぽい、いつものショコラの喋しやべり方……シュールだ……めちゃくちゃシュールだ。

　これ……どうなんだ？

「ひいいいいっ！」「かわいいいいいっ！」「あ、新たなジャンル、『インテリアホ』の誕生よおおお！」

　……どうやら杞き憂ゆうだったみたいだ。てか、最後のは普ふ通つうに悪口のような気がするんだけど……

「オッケー！　いいよいいよ！　これはこれであり！　ショコラちゃんばっちり！」

「えへへ、やりましたっ」

　愚呂沢から褒ほめられたショコラは、満面の笑えみだった。

「それじゃあ今日の放課後から、いよいよフロリアを含ふくめた四人の絡からみを練習するからね。あー楽しみ楽しみ！」

　俺は全然楽しみじゃないんですけど……
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　そして、放課後。

「それじゃあ早さつ速そくはじめよっか！　じゃあまずは冒ぼう頭とう、フロリアとオルガのシーンからいってみよー」

　気合い十分といった感じの愚呂沢が、手にしたメガホンをばしん、と鳴らした。

　台本は相当読み込んだので、セリフはほぼ暗記できている。それは俺以外の三人も同様のはずだ。

　そして台本読みでは女性演技に太たい鼓こ判ばんをもらった俺だけど、問題は対人の演技で上手うまくいくかどうかだ。

　ましてや相手はこの三人だからな……

　俺はふらのに対して、やや緊きん張ちようしながら口を開いた。

『あらオルガ君、こんにちは』

　……思っていたよりも自然な声が出せた。棒読み感はないし、笑顔も引き攣つったりはしていないと思う。

　対するふらのは、俺様キャラらしい尊大な表情で返す。

『おうフロリア。相変わらずいいパイオツしてんな』

「いきなり何言ってんだ!?　そんなの台本にねえだろ！」

「ごめんなさい。緊張しすぎて間ま違ちがったわ」

　ひとっつも悪く思ってなさそうな表情。いやまあ、何かやるとは思ってたけどもさ……

　俺は、気を取り直してもう一度繰くり返した。

『あらオルガ君、こんにちは』

『おうフロリア。早くシャワー浴びてこいや。風ふ呂ろリアだけにな、ガハハ！』

「俺様っていうかただのオッサンじゃねえか！」

　たまらずツッコむ。

「甘あま草くさ君、劇のライブ感を出す為ためには、ある程度のアドリブは必要不可欠よ」

　どこがある程度だよ……キャラ自体変わっちゃってるじゃねえか。

　これには愚呂沢からもさすがにストップがかかった。

「うーん、私もどっちかっていうとアドリブ肯こう定てい派なんだけどねー。もうちょっと慣れてからにして、最初は台本通りにいってみようか」

「……了解したわ」

　ふらのは、渋しぶ々しぶといった感じで了りよう承しようした。

『あらオルガ君、こんにちは』

『おうフロリア、相変わらずしけた面つらしてんな』

　その後、ふらのは余計なアドリブを挟はさむ事なく、最初のシーンは進行していった。ふらのの演技にもギクシャクしたような所はなく、無事に終しゆう了りようする。

「オッケーばっちりだよ雪平ちゃん。もちろん細かい指し摘てきはあるけど、初回としては出来すぎなくらいだよ。見た感じ、ちょっと初心者とは思えないんだけど、ひょっとして、何か演技の経験あるの？」

「!?」

　その愚呂沢の質問に対してふらのは、なぜか驚おどろいた様子をみせた。

「演技……ね」

「あれ……何か変な事聞いちゃった？」

　何やら含みがありそうなふらのに、愚呂沢が怪け訝げんな顔をする。

「いえ、何でもないわ。ごめんなさい、気にしないでちょうだい」

　なんだ？……今どこか、引っかかる部分があっただろうか？

　愚呂沢も俺同様に不思議がっていたが、それ以上つっこんで聞く事もなく講評の続きに移った。

「そう？　それならいいけど。でね、全体的にいいんだけど、特に圧巻だったのは、フロリアへの秘ひめた想おもいね！　口には出せないんだけど、フロリアの事大好きなんだって、ものすごい伝わってきたよ！」

「!?」

　うわあ……

　愚呂沢さん……それ、演技じゃないんですよ……ガチなんですよ。

「…………それはどうも」

　なんとか平静を装よそおったふらのは、その後のシーンにおいても、なかなかの演技をみせていた。

「うんうん、雪平ちゃん、初日としてはバッチリだね！　じゃあ次は遊王子ちゃんとのシーンにいこっか」

　満足そうな愚呂沢が、謳歌に目を向ける。

「それじゃあさっそくユウトの登場シーン。フロリアが森で倒たおれている彼を発見する所からいってみよーっ」

「ほいほーい」

　謳歌は元気よく返事をしながら所定の場所へ歩いていき、横になる。

　元々体が強くないユウトは、貧血を起こしてしまったという設定だ。

　歩いていたフロリアは、道みち端ばたで何かを発見する。

『あら、あれは……ユウト君？』

　これも自然に出来たと思う。ふらのの時も終始なんとかこなせたし、意識しすぎなければ問題なさそうだった。

『ユ、ユウト君、大丈夫!?』

　慌あわてて駆かけ寄るフロリア。

『あ、フロリアさん……ごめん、ちょっと立ちくらみがして……』

　謳歌の演技にも特に不自然な所はなかった。

『平気なの？』

『ちょっとした貧血だからだいじょう──ごふうっ！』

「ぎゃあああああっ!?」

　そこで謳歌が思いっきり血を吐はきだし、俺は素すで叫さけび声をあげてしまった。

「な、なんだこれ……」

「ん？　貧血のリアリティーを出そうと思って、血ち糊のりもってきたんだけど」

「貧血じゃなくて喀かつ血けつしてんじゃねえか！」

「みてみて、せっかくだから臓物っぽいのも交ぜてみたんだ」

「グロッ！」

　なんたる技術の無む駄だ遣づかいか……

「ゆ、遊王子ちゃん、これはいくらなんでもちょっと……」

　ここでも愚呂沢のストップがかかった。

「あはは、ごめんごめん」

　二回目はちゃんと台本通りに行われ、このシーンは滞とどこおりなく終了した。ふらのも謳歌も、ふざけなきゃちゃんと上手いんだよな……

　そして、その後のシーンもさしたるトラブルもなくこなされていった。

「遊王子ちゃん、バッチグーだよ！　雪平ちゃん同様、ものすごい気持ちが籠こもってたよ。弱気なユウトの、フロリアへの隠かくされた熱い想い……ばっちり表現出来てたよ！」

「うっ……」

　謳歌の顔が、一いつ瞬しゆんにして真っ赤に染まる。

　愚呂沢さん、だからそれ、演技じゃないんですよ……

「あ、あはは……いい劇にしたいからもっと頑がん張ばるよ」

　誤ご魔ま化かすようなその笑顔は、完全に引き攣っていた。

「じゃあ最後はソクラスいってみよっか。ショコラちゃん、準備はいいかな？」

「はい、ばっちりですっ」

　元気よく挙手するショコラに愚呂沢が満足気に頷うなずき、練習が開始される。

　最初は、買い出しにきたフロリアが書店から出てきたソクラスと遭そう遇ぐうするシーンだ。

『あらソクラス君、こんにちは』

『なんだ、だれかとおもえば君か……あいかわらずあたまの悪そうなえがおだ』

『ふふ。あなたこそ相変わらず口が悪いのね。みんな言ってるわよ、ソクラス君の毒どく舌ぜつは怖こわいって』

『くちがわるい？　それは違ちがうな。わたしはたんにじじつをのべているだけだ。それが毒になっているというのなら、たんにそいつがその程度のにんげんだというだけだ』

『あはは……』

　苦笑いするフロリア。話題転てん換かんするように、ソクラスの手にした本に注目する。

『随ずい分ぶん難しそうな本を読んでいるのね』

『がくもんに人生をささげた身として、とうぜんのたしなみだ。ところで君はなにをしている？』

『私はお夕飯の買い出しにきたの』

　嬉うれしそうに今日の献こん立だてを語るフロリア。

『はんばーぐだと？　ふん、そんなものはこどもの食べ物だろう』

　ぐう～。

『そうかなあ。そんな事ないと思うよ。ハンバーグ食べてるとなんだか幸せな気分になるし』

『しあわせ？　くだらん。しょくじは、せいめいいじにひつようなさいていげんの行動だ。わたしには、えいようせっしゅいがいの意味はみいだせない。このまちのぐみんどもはよく群れて、あたまのわるいえみをうかべながらたべているようだが、じかんのむだとしかおもえないな』

　ぐうう～。

『なんかさみしい考え方だなあ。ごはんって、みんなで食べると更さらにおいしさが増すんだよ。あ、そうだ。今度家うちでお友達呼んでパーティーやるんだけど、ソクラス君もどうかな？』

『はっ、じょうだんはよしたまえ。そんなさわがしいかんきょうでものをくちにするなど、かんがえられない。それならばひとりでろぼうの草でもかじっていたほうがまだましというものだ』

　ぐううう～。

「メチャクチャ食いたがってんじゃねえか！」

　ショコラの腹の音がもの凄すごい勢いで鳴っていた。

　当然の如ごとくカット。

「だって、はんばーぐ、おいしそうなんですもん……」

　しゅん、とするショコラを見かねたのか、愚呂沢が助け船を出す。

「ショコラちゃん、それじゃあおやつ休きゆう憩けいにしよっか」

「ほんとですかっ」

　顔が、ぱっと輝かがやく。あんまり甘やかすとよくないんだけどな……

　しかし、愚呂沢からチョコレートを貰もらい、満面の笑えみでほおばっているショコラを見ると、注意する気が失うせてしまう……俺も大たい概がい甘いな。

　おかしタイムを挟んだ事で、ショコラの腹の虫は落ち着きをみせ、ハンバーグのくだりは無事に終了。その後のシーンも滞りなく進んでいった。




「──はい、それじゃあ今日はここまでにしよっか。みんなおつかれさまーっ」

　愚呂沢の号令で、練習が切り上げられる。

「お疲つかれ様」

「お疲れだねっ」

「おつかれさまでしたっ」

　和なごやかな雰ふん囲い気きで笑いあうふらの、謳歌、ショコラ。

　しかし──

「はい、それじゃあ次の練習は町で三人が遭遇して、それぞれがフロリアへの想いをぶつけ合うシーンの練習をするからね」

「「!?」」

　体をびくっ、と震ふるわせるふらのと謳歌。

「今日以上に力を入れて──ってあれ、どうしたの二人とも？」

「「………………」」

　愚呂沢の問いかけには答えずに、黙だまり込んでしまうふらのと謳歌。

　そりゃそうだ……そのシーンをこの三人でやるんだからな。

　勿もち論ろん、事前に台本で確かく認にんはしていただろうけど、いざやるとなると動どう揺ようを隠せないのは無理のない話だ。

「「………………」」

　探さぐり合うように視線を交こう錯さくさせるふらのと謳歌。

「がんばりますっ」

　ショコラは変わらずニコニコしてるけど…………どうなるんだ、これ。
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　……ここまではなんとかなった。

　甘草君と一いつ緒しよにする初めての練習。

　もっとぐだぐだになっちゃうかも、って思ってたんだけど、始まってみると意外にいつもと同じノリでこなす事ができた。

　大だい丈じよう夫ぶ。私はやれている……ここまでは。

　でも、大変なのは次からだ。

　次のシーンでは、私は甘草君に好き、って言う事になる。

　と言っても直接的じゃなくて、オルガ君とソクラス君とユウト君の三人で、フロリアちゃんを好きだって宣言しあうだけなんだけど……その練習は当然、甘草君も見る事になる。

　それを想像しただけで、足が震えてくる。

　駄だ目めだよ私！　こんな事で怖おじ気づいててどうするの？　ショコラちゃんと謳歌ちゃんとのシーンはまだ前座。こんな所で躓つまずいてる訳にはいかない。

　その後に『本番』が待っているんだから。
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　そして、次の練習日。

　今日は愚呂沢の事前の宣言通り、オルガ、ユウト、ソクラスがバチバチやりあうシーンの練習だ。

「はーい。それじゃあ始めるよ。三人とも準備はいいかなーっ」

「ええ」

「うん、オッケーだよっ」

「はい、ばっちりですっ」

　時間をおいて落ち着いたのか、ふらのも謳歌も表面上はいつも通りの感じに見えたが……俺は、胃が締しめつけられる思いだった。

　というか、このシーンでさえ前座でしかないんだよな……もっと胃が捩よじれそうなシーンが終しゆう盤ばんに待っている訳だし……

　そんな俺の葛かつ藤とうをよそに、練習が始まる。

『お』『あ』『む』

　ある日、オルガ、ユウト、ソクラスの三人は、街中でばったりと出くわす。

　それまでは、それぞれがフロリアと絡からむだけで、当人同士は接せつ触しよくのなかった三人が、初めて顔を合わせるシーンだ。

『んだよ。誰だれかと思えば女男と堅かた物ぶつじゃねえか』

　開口一番、ユウトとソクラスに挑ちよう発はつ的てきな言葉を投げかけるオルガ。

『そういうきさまは、ちのうしすうが散歩してもどってこないと、もっぱらひょうばんのさるではないか』

　メガネを押し上げながら、ソクラスが更なる毒を上うわ塗ぬりして返す。

『んだとお！』

『ま、まあまあ、二人とも落ち着こうよ……』

　二人の間にユウトが割って入る。

『ちっ……』

『ふん』

『もう。二人ともなんでいきなりそんな喧けん嘩か腰ごしなのさ。そんなにいがみ合う理由なんて──』

　そこまで言って、はっとしたように言葉を止めるユウト。

『『『…………』』』

　三人とも、何かを言いたそうな感じで黙り込む。

　気付いていないのは当のフロリア本人のみで、三人は互たがいが彼女に抱いだいている思いを薄うす々うす感じとっている。

『……おい』

　口火を切ったのはオルガ。

『てめえら、最近フロリアとよく絡んでるそうじゃねえか』

『あ、うん……結構頻ひん繁ぱんにお話しさせてもらってるけど……』

『それは否定しないが、だからどうしたというのだ。きさまには関係あるまい』

　ソクラスはオルガに鋭するどい眼光を向ける。

『そ、そりゃそうだけどよ……』

『きさまこそ、さいきんあのおんなと共にいる所をひんぱんにもくげきされているようだが』

『あ、僕もきいた事あるよ。オルガ君、フロリアさんといる時だけは、笑顔になる事が多いって』

『う……』

　動揺を見せるオルガ。そこへソクラスが決定的な追い打ちをかける。

『きさま……あのおんなに懸け想そうしているのか？』

『なっ……ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　そ、そんなわけねーだろーが!!』

　思いっきりキョドりながら声を荒あららげるオルガ。その態度はほとんど認めているのと同じだった。

『りかいにくるしむな。まあようしがひとなみいじょうなのはみとめるが……ああもひんぱんに奇き異いなこうどうをくりかえすのでは、いせいとしてみる事はできないだろう』

『でもソクラス君もこの前、フロリアさんと一緒に食事してたって聞いたけど……』

『……あれはあのおんながはんばーぐなどという幼よう稚ちなしょくもつをすすめてきて、ことわりきれずに仕方なく口にしただけだ。さいきんこうどうをともにすることが多いのも、あの頻ひん発ぱつする奇き行こうにいがくてきなきょうみをいだいてかんさつしているだけだ。こじんてき感情はいっさいふくまれていない』

『はっ。聞いてもいない事まで随ずい分ぶんべらべら喋しやべるじゃねえか』

『……む』

　オルガの指し摘てきに、言葉を返せずに黙り込んでしまうソクラス。

『やっぱりソクラス君も……なの？』

『……ちゅうしょうてきで質問のいとがりかいできない』

　露ろ骨こつに逃にげるソクラス。

　そこで今度は、オルガがユウトを睨にらみ付ける。

『つうかよお、ユウトてめえさっきから、僕は関係ありませんみたいな感じの発言ばっかりで気にくわねえんだよ。てめえ自身は一体どう思ってんだよ』

『ぼ、僕は……その……』




『『『……………………』』』




　ここで三人とも黙り込んでしまう。

『『『……………………』』』

　無言のまま牽けん制せいし合う事、十数秒。

　ユウトがゆっくりと口を開く。

『僕は……僕はフロリアさんの事、好きだよ』

『『!?』』

　オルガとソクラスの表情が、衝しよう撃げきの色に染まる。

『僕みたいなうじうじした男にも優やさしくしてくれるし、ふわっとしているようで芯しんが強いし、何より一緒にいて楽しいし……僕は、フロリアさんの事が好き』

「っ!?」

　心臓が、跳はねる。

　謳歌が一いつ瞬しゆんだけ……ほんの一瞬だけ俺の方に視線を向けたからだ。

　謳歌本人も無意識の反射的行動だったのかもしれない。以前の俺だったら絶対気付かないであろう、アプローチ。

　俺が動揺している間にも、物語は進行する。

　ユウトのセリフを受けて、オルガが忌いま々いましそうに口を開く。

『ちっ……こんなもやし野や郎ろうが認めてるのに、俺様が隠かくしてるのはダサすぎるな……ああ、俺様も…………………………あいつの事が好きだ』

「っ!?」

　ふらのも、全く同じように、一瞬だけ目線を向けてきた。

　お、落ち着け俺！　過か剰じように反応したらバレるから！

　平静を保とうと必死になっている間に、今度はソクラスが発言していた。

『……きさまたちと趣しゆ味みがかぶるというのははなはだ遺い憾かんなのだが……このごにおよんで否定するいみもあるまい……わたしも、あのおんなに、異性としてのきょうみをいだいている事をみとめよう』

「…………」

　前の二人に倣ならうかの如ごとく、俺に視線を送ってくるショコラ。

　すでに好意をおおっぴらにしているショコラの場合は気を遣つかう必要がないけど、この練習……心臓に悪すぎる。

『でもフロリアさん……僕たちの想おもいに気付いてないよね』

『ああ。あのおんなの鈍どん感かんさかげんは度をこしているからな』

『全くだ……あいつが男だったらどつきまわしてやりたいぜ』

　……すんません……マジですんません。

　俺が心中で平謝りする中、オルガが他ほかの二人を睨み付けていた。

『ここまで言っちまったんだ。いい機会だから宣言しとくぜ。あいつは……フロリアは絶対テメエらには渡わたさねえからな』

　対してユウトも、めずらしく鋭い目付きで言葉を返す。

『僕だって……フロリアさんを好きっていう気持ちでは、誰にも負けないよ』

　続くソクラスも、らしいセリフで対たい抗こうする。

『わたしがきさま達ににんげんてき魅み力りよくで劣おとっているとは思えない。あのおんなをふりむかせる事が、その証明になるだろう』

『『『……………………』』』

　そこで三人は、無言睨み合いモードへ。

　台本だと、この状態の所へ通りかかったフロリアが、空気を読まずにのほほんと突つっ込んでいく事になっている。

　フロリア役の人、大変だな……って俺じゃん！

　……いや、ここに入っていけとか無理でしょ……

「甘草君、もういいよ。ゴーゴー」

　愚呂沢が小声で催さい促そくし、背中を押してくる。

　く……行くしか……ないよな。

　俺は覚かく悟ごを決めて三人の所へ歩み寄っていった。

『あ、あだ、さ、さんびんぞろっでるだんで、べ、べずらしいばね』

「はいカットォーッ！」

　すぐさま愚呂沢の制止が入る。

「どったの甘草君。嚙かんでるとかそういうレベルじゃなかったけど」

「い、いや、ごめん。三人の演技が凄すごかったから、吞のまれたというかなんというか……」

　咄とつ嗟さに出た言い訳だったが、愚呂沢はハイテンションに反応した。

「そっか！　まあ無理もないかもね。三人ともメチャクチャ気合い入ってたしね。いやーほんとに素す晴ばらし──あれ？」

　愚呂沢が疑問の声をあげる。

『『……………………』』

　謳歌とふらのが、まだ睨み合ったままだったからだ。

「あの……遊王子ちゃん、雪平ちゃん？」

「へ？　あ、ああ、もう終わり？」

「…………あら」

　そこでようやく劇が中断している事に気がついた様子の二人。

　それを見た愚呂沢は、目をキラキラと輝かがやかせた。

「グッド！　そこまで役に没ぼつ入にゆうしてるなんて、超ちようエクセレントだよ！」

「あはは、ちょっと頑がん張ばりすぎちゃったかもね」

「……まあ私の本気は、まだまだこんなものじゃないけどね」

　愚呂沢はうんうん、と満足そうに頷うなずきながら、こっちに視線を向けてきた。

「いやー男おとこ冥みよう利り……いや、女冥利に尽つきるねっ。こんなに好かれて幸せものだねー」

「あ、ああ、そうだな……」

　ま、またリアクションのとり辛づらい事を……

「むふふ、これは俄が然ぜん楽しみになってきたよね。フロリアちゃんは最終的に誰だれを選ぶのかなー」

　な、なんちゅう余計な事を！

「「…………………………」」

　……見なくても分かる。さっきまでの練習中のどれよりも力のこもった視線が、俺の背中に向けられていた。

　胃が…………胃が痛い。
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　言った……ついに言っちゃった！

『俺様も…………………………あいつの事が好きだ』

　さっきの自分のセリフが脳のう裏りに浮うかび、心臓が真っ赤になり顔がバクバク言っている。

　あ、逆だ。

　駄だ目めだ……まだ相当混乱してるみたい。

　そのセリフを言った後、頭が真っ白になっちゃって、そこから先の自分の行動をよく覚えていない。

　半ば無意識的にお芝しば居いを続けてて、最後には謳歌ちゃんと睨み合ってたみたいなんだけど……駄目だ、全然思い出せない。

　でも、大事なセリフは言った。ちゃんと自分の意思で好きって言った。

　これは大きな前進じゃないかな、と思う。

　これで下準備は出来た。

　間接的には好きって言えた。

　後は『本番』で直接好きって言えるかどうかだ。

　頑張れ……頑張れ、私。




　　　　４




　更さらに胃の千切れそうな瞬しゆん間かんが、数日後に訪おとずれた。

「はい、それじゃあいよいよあのシーンをやっちゃうよー！」

「「「!?」」」

　三人がみな一様に、顔を引き攣つらせる。

　あのシーンというのがどのシーンなのかは言われるまでもない……オルガ、ユウト、ソクラスがそれぞれフロリアに思いを告げる場面だ。

　あの宣戦布告の後、各人はそれぞれの方法でフロリアにアプローチをかけるが、病的なまでの鈍にぶさを発揮するフロリアは、かけらも気付く様子がない。

　業ごうを煮にやしたオルガ、ユウト、ソクラスは、協議の結果、同時告白を決意したというシチュエーション。

　ちなみに顔を引き攣らせた三人というのは、ふらのに謳歌に……俺だ。

　ショコラは一いつ貫かんして吞のん気きな表情をしている。先に思いを告げてしまった者の強みだろうか。それにしたってふらのや謳歌に対しての焦あせりとかありそうなもんだけど……

　いや、ショコラの事を考えてる余よ裕ゆうはないな。今は目の前の問題に対処しなくては……　それ以降の記述が無いので、ここが台本上のラストシーンとなる。この結果を受けて、俺が誰を選ぶか決める訳だ……

　まあその決断は文化祭当日であり、今日下す必要は無いんだけど──

「じゃあ、早さつ速そく始めよっか」

「「…………」」

　謳歌やふらのにしてみれば、疑ぎ似じ的てきとはいえ、俺に今から告白する事になる訳で……心中穏おだやかでいられるはずがない。

　俺は俺で、どういう心境で受けていいのかわからない。いくら意識しないようにしたって、どうしてもオルガ、ユウトとしてではなく、ふらの、謳歌として見てしまう……落ち着け……これは芝居……芝居だ。

　そんな自己暗示程度で落ち着けるはずもなく……軽い吐はき気を感じたまま、練習は始まってしまう。

　時間帯は夜、場所は湖のほとり。

　三人から同時に呼び出しを受けたフロリアは、不思議に思いながらも指定の場所に辿たどり着く。

　時間より大分前に到とう着ちやくしたフロリアだったが、そこには既すでに神しん妙みような面おも持もちのオルガ、ユウト、ソクラスが待っていた。

　状じよう況きようが飲み込めないフロリアが困こん惑わくする中、オルガが一歩踏ふみ出す。

『順番は公平にクジで決めたんでな……俺様からいかせてもらうぜ』

『順番？』

　なんの事か分からず、首を傾かしげるフロリア。

『ああ、いや、こっちの話だからお前には関係ねえ……それより、急に呼び出したりして悪かったな』

『ううん、暇ひまだったからいいんだけど……三人とも、なんかちょっと顔が怖こわいよ。どうしたの？』

　オルガ、ユウト、ソクラスの顔を順番に見比べるフロリア。

『ちょっと……お前に大事な話があってよ』

『大事な話？』

『そうだ。この三人が同時にお前を呼び出してする話っつったら……分かるだろ？』

　きょとん、とするフロリア。

『分かる？　何が？』

　オルガは苛いら立だたしげに頭をぐしゃぐしゃとかきまわす。

『ああもう！　なんでテメエはそんなに鈍いんだよ……なんでそんなに鈍いんだよ！』

　思いっきり睨にらまれた……これ、演技ですよね？

　ちなみに台本では『なんでそんなに鈍いんだよ』のくだりは一回だけなんですけど……

『な、何かわからないけど、ごめんね』

　俺は、フロリアの口を借りて心の底から謝った。

『てか、こんな事で気付くんなら、苦労してねえっつー話だよな……そもそもこの期ごに及およんで直接言わねえとか……俺様、女め々めしすぎんだろ！』

　急に自分の両りよう頰ほおを叩たたくオルガに驚おどろくフロリア。

　だが、その行動の意味を問う前に、オルガが何かを決意したような口調で告げる。

『うしっ……言うぞ』

『う、うん……よくわからないけど、大事な話なら、私も心して聞くね』

　ただならぬその様子に息を吞むフロリア。

『俺様は……俺様はだな……』

『オルガ君は？』

『その……俺様はだな……お前の事が……』

『オルガ君は私の事が？』

『お前の事が……す……』

『私の事が、す？』

『す……す……』

『私の事が、すす？』

「ススキノまで飛んでけえええええっ！」

「ぎゃあああああっ！」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかった。

　床ゆかに倒たおれ込み、尋じん常じようじゃない腹の痛みに襲おそわれた所で、胴どう回まわし回転蹴げりをくらった事を認にん識しきする。

「な、なにすんだお前っ！」

「……ごめんなさい。ススキノじゃなく、中なか州すにすればよかったわね」

「ポイントはそこじゃねえだろ！」

「……やっぱり…………無理」

「っ……」

　消え入りそうなその声が聞こえたのは、傍そばにいた俺だけだっただろう。

「ど、どしたの、雪平ちゃん」

　慌あわてて割って入ってくる愚呂沢。

「……ごめんなさい。ちょっと体調が優すぐれないから、次のシーンを先に練習していてくれるかしら」

「え？……ちょ、調子悪いんなら、保健室に行った方がいいんじゃない？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ちょっと甘草酔よいしただけだから」

「なんだよそれ！」

「その名の通り、甘草君を見るとどうしようもなくムカムカして、吐き気と殺意を催もよおす現象よ」

「ちょっとひどすぎませんかね！」

「甘草君、早くそこをどかないと、私の吐と瀉しや物に塗まみれて窒ちつ息そく死しするわよ」

「最低の死に方だな！」

「ま、まあ、ふざける余裕があるんなら平気かな……」

　まだ心配そうな愚呂沢だったが、しれっとしているふらのを見て、大丈夫との判断を下したようだ。

　まあ内心はともかく、ほんとに体調が悪いわけじゃないだろうからな……

「うん、じゃあちょっとぶつ切りで途と中ちゆうからだからやり辛いかもしれないけど、ユウトのシーンいってみよっか！」

　愚呂沢の号令で、練習が再開される。

『え？……え？』

　オルガからの告白を受けたはいいが、あまりに意外すぎてその内容を飲み込めないフロリア。その状態の彼女に、ユウトが畳たたみかけるように告げる。

『フロリアさん、混乱してる所、ごめん。僕からも大事な話があるんだ』

『え？……まさか……』

　さすがにこの状況なので、ユウトの言わんとする事を察するフロリア。

『そうだよ、そのまさかだよ』

　ユウトは、強い意思の籠こもった目で、フロリアを見み据すえる。

『う、噓うそでしょ……オルガ君だけじゃなくて、ユウト君まで私の事を──』

『待って』

　優やさしく、それでいて力強さも感じられるような口調でセリフを遮さえぎるユウト。

『もう気持ちは伝わってると思うけど……その先は……僕の口から言わせてほしいんだ』

『ユウト君……』

　ユウトは、一度深呼吸をしてから、ゆっくりと口を開く。

『フロリアさん……僕は……僕は君の事が……』

『…………』

　オルガの時のように鸚おう鵡む返がえしする事無く、無言でユウトのセリフを待つフロリア。

『君の事が……君の事が……す……』

『…………』

『す……す……』

『…………』

『す……す……す……』

『…………』

『す……す……す……す……』

『…………』

『す……す……す……す……す……』

『…………』

『す……す……す……す……す……す……』

『…………』

『す……す……す……す……す……す……す──』
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「ストーップ！」

　たまらず、制止をかける愚呂沢。

「遊王子ちゃん、たしかに台本にはたっぷり溜ためてって書いてあるけど……これはいくらなんでもやりすぎでないかい？」

「あ、あはは、そうだよね……ちょっと長すぎるよね」

「うん。今の三分の一くらいの感じでもう一回いってみよっか」

　練習を再開させようとする愚呂沢だったが、

「あ、あの……ちょっといいかな」

　謳歌が、申し訳なさそうに申し出た。

「どしたの？」

「あ、あの……このシーン、個別に練習させてもらえないかな」

「え？　どういう事？」

「このシーンは、奏っち……フロリアとじゃなくて、別の人に代役してもらって練習したいんだけど……」

「え？　なんで？」

　愚呂沢からしてみれば、当然の疑問だろう。

「で、出来ればこのセリフは本番で初めて言いたいっていうか……れ、練習で言っちゃうと新しん鮮せん味みが薄うすれるっていうか……」

　謳歌はしどろもどろになっていた。

　この提案に愚呂沢は難色を示す。

「うーん。気持ちは分かるけど、流石さすがにぶっつけ本番ってのは難しいかな……もちろん、最後の甘草君が誰だれを選ぶかっていうアドリブが肝きもの劇だから、そのコンセプトと反するようだけど、最後のアドリブを生かす為ために、そこまでのシーンはきっちり固めておきたいんだよね」

「で、でも……」

「いいんじゃないか」

　見かねた俺は、助け船を出した。

「甘草君？」

「俺としても、本番で初めて言われた方が、生でリアルな感じのアドリブできると思うし、代役立てての練習をきっちりやっとけば、変な事にはならないと思うけど」

「うーん、演者の意見は参考にしたいんだけど……」

　愚呂沢はまだ納なつ得とくしかねている様子だった。

　当たり前だ。なんとかそれらしい理り屈くつをこねくり回しているものの、筋は全く通っていない。

「私もそれでお願いするわ」

　そこで、ふらのから声がかかった。

「雪平ちゃん……きみもライブ感を重視したい感じ？」

「いいえ。私は甘草君をゲロ塗れにしたくないだけよ」

「そのネタまだ続けんのかよ！」

「だって、そんな事になったら甘草君、喜んでしまうじゃない」

「ドＭってレベルじゃねーぞ！」

　……しかし、言葉上ではふざけているものの、よく見ればふらのの拳こぶしは、色が変わる程ほどに固く握にぎりしめられていた……胸中での葛かつ藤とうはいかばかりだろうか。

　愚呂沢は、諦あきらめたようにため息を吐ついた。

「まあ……そこまで言われたら強制は出来ないけど……ショコラちゃんは？」

「はいっ！　わたしはれんしゅうでもやりますよっ」

　元気に答えるショコラ。まあショコラには断る理由が無いよな。

「なんかいも奏さんに『すき』っていえるなんて、すばらしい事ですっ」

「「!?」」

　まるで、何かで切りつけられでもしたかのような表情をみせる謳歌とふらの。

「オッケー。じゃあソクラスのシーンいってみよっか。甘草君、準備してね」

「あ、ああ……」

「はい、それじゃースタートッ！」

　オルガとユウトに立て続けに好意を告げられ、困こん惑わくの極きわみにいるフロリアに、とどめとばかりにソクラスが声をかける。

『さいごにわたしからも一言いわせてもらおうか』

『ソクラス君も……なの？』

　ソクラスは、それに答える代わりに、メガネをくい、と持ち上げる。

『まえのふたりのこくはくが済んでいるいじょう、ここでわたしがうだうだしているいみは皆かい無むとはんだんする』

「「…………」」

　謳歌とふらのは、何か後ろめたい感じでソクラスのセリフを聞いていた。

『じかんのむだなので、たんてきに告げるぞ』

『う、うん……』

　息を吞のんで、ソクラスの言葉を待つフロリア。

『まあ、その、なんだ……こういうちょくせつてきひょうげんはわたしのとくいとする所ではないのだ……ほんらいなら、もっとこう暗あん喩ゆをもちいたぶんがくてきなことばであらわすべきなわけであるからして……』

　自らの言葉に反して、思いっきりうだうだするソクラス。

　それからしばらく、小難しい言い訳を並べていたが、ようやく決意したらしく、フロリアを真っ直すぐ見つめた。

『──だが、こんかいにかぎっては、たんじゅんなことばの方が効果的だとさいしゅうてきけつろんに至った。だから──わたしは君にこう告げる』

『……うん』

『すきだ』

　それは、あまりにストレートな表現。

「「…………」」

　沈ちん痛つうな面おも持もちでそれを見つめる謳歌とふらの。

『すきだ』

　もう一度、告げる。

　それで終わりだった。ソクラスの告白は、それで終わり。

「はいオッケー！」

　愚呂沢は、ショコラに満面の笑えみを浮うかべた。

「すばらしい！　すばらしいよショコラちゃん！　一番理屈っぽいソクラスの告白が一番シンプルっていう台本の時点でもうオイシイんだけど、そこに込められた感情がすばらしい！　もう最高の演技だったよ！」

「えへへ、演技じゃなくて、ほんとの気持ちですから」

「あ、そうか。そうだったよね」

　納得したように頷うなずく愚呂沢。

「うーん。ここまでのものをみせられちゃうと、やっぱりオルガとユウトがぶっつけ本番ってのは不安が残るなあ……ねえ、雪平ちゃん、遊王子ちゃん、やっぱりちょっと考え直して──あれ？」

　いつの間にか、謳歌とふらのの姿は消えていた。
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　駄だ目めだ……言えなかった。

　やっぱり、直接好きっていう『本番』は訳が違ちがった。

　どうしても……その単語が口から出てこなかった。

　チャンスなのに……これ以上ないチャンスなのに。

　心を込めて言えば、甘草君に私の気持ちが伝わったかもしれないのに。

　でも、言えなかったのは私だけじゃない。

　謳歌ちゃんだって言えてなかった。

　……ん？

　私はそこでふと、違い和わ感かんを抱いだく。

　そういえばさっきの練習……なんで謳歌ちゃんはあそこまで躊躇ためらっていたんだろう？

　現実の世界での告白に踏ふん切れないのは理解出来る。一大決心した後に、邪じや魔まが入っちゃったから、もう一回心を固める為に時間がかかるのは当然だと思う。

　でも、未み遂すいに終わったとはいえ、一度は現実での告白を決意した謳歌ちゃんが、劇での告白をあそこまで嫌いやがるのは不自然な気がする。明らかに私より拒こばんでた。

　あれは一体どういう──

「あれ？……もしかして……ふらのっち？」

　そこで当の本人の声が聞こえてき──って、本人!?

「ゆ、遊王子さん……」

　裏声になりそうな所をなんとか押し止とどめる。な、なんでここにいるの？

　謳歌ちゃんも、私がいるとは思わなかったんだろう。ちょっと気まずそうな笑みを浮かべた。

「あはは、なんとなく戻もどってきちゃった」

　……同じだ。私もなんとなく戻ってきちゃったんだ。さっきまでみんなで練習していた教室に。

「「…………」」

　すぐに『そ、そうなんだ』くらいの相あい槌づちを打てばよかったのに、なんかタイミングを逃のがしちゃって、二人とも黙だまり込んでしまう。

「「…………」」

　やがて耐たえきれなくなったのか、謳歌ちゃんが口を開いた。

「あ、あの……この前はごめんね」

　皆みなまで言われなくても何の事だか分かった。この間の三すくみの練習の事だろう。

「わ、私こそ、あんなに睨にらんでしまってごめんなさい」

　動どう揺ようしつつも、何とか言葉を返すけど──

「「…………」」

　会話が続かない。

　き、気まずいよお……

　な、何か話題転てん換かんするようなきっかけがあれば──

「あれ？　ふらのさんに謳歌さん」

　そこへ割り込んで来たのは、聞き慣れたゆるふわボイス。

「ショコラっち……」

　な、なんで……

「机のなかにおまんじゅうをわすれてて、とりにきたんですけど……なにかとりこみ中でしたか？」

　なんでこの状じよう況きようで……この三人が揃そろっちゃうの？

「別に……そんな大層なものじゃないわ」

　私は、自分を落ち着けようと、いつもより更さらに冷たい感じの声を出す。

「そうですか。あ、おまんじゅうがありましたので、わたしはこれで──」

「待って」

　謳歌ちゃんが、引き止めた。

「せっかく三人揃ったから……ふらのっちとショコラっちには、ちゃんと……言っておこうと思うんだ」

　謳歌ちゃんは私とショコラちゃんを見つめた後、真しん剣けんな表情で口を開いた。

「あたしは、奏っちの事が好き」

「っ……」

　分かってたけど……それは分かってたけど、改めて本人の口から聞くと、ものすごく重い事実として私にのしかかった。

「はい、わたしも奏さんがだいすきですっ」

　でもショコラちゃんは、平然と、いつものニコニコ顔で言い放った。

　そして二人の視線は、私に向けられる。

「わ、私だって……私だって……甘草君の事……」

　……その先の言葉が出てこなかった。

　もうやだ……なんで私、この期ごに及およんでこんな風なんだろう……

　私は耐えられなくなって、無む理り矢や理り話題を変へん更こうした。

「ゆ、遊王子さん……一つ聞いていいかしら」

「どしたの？」

「さっきの練習……なんで『好き』って言うのをあんなに躊躇っていたのかしら？」

　その質問に、謳歌ちゃんはきょとん、とした表情を見せた。

「え？……なんでって……ふらのっちも同じだよね？」

　そ、そりゃあ同じだけど……恥はずかしくて言えなかったのは同じだけど……

「え、ええ、まあ……」

　私が聞きたかったのは、謳歌ちゃんの状況を考えると、ちょっと不自然なくらいに嫌がってた事で──

「そうだよね……あんな偽にせ物ものの告白なんてしたくないよね」

　…………………………え？

「やっぱりこういう事は、あたしの口から……ユウトじゃなくて、遊王子謳歌の口から言いたいから」

「っ!?」

　脳を直接殴なぐられたような衝しよう撃げきが襲おそってきた。

　私は……私はとんでもない思い違いをしていた。

　私が『本番』だと思っていた事は、謳歌ちゃんからすれば『偽物』だった。

　私が『ゴール』だと思っていた地点は、謳歌ちゃんにとって『スタート』ですらなかった。

　覚かく悟ごが……違い過ぎる。

「ふらのさん、だいじょうぶですか？　顔がまっさおですよ」

　ショコラちゃんが心配してくれたけど、返事をする余よ裕ゆうもなかった。全身から力が抜ぬけていくような感覚に襲われて、その場に崩くずれ落ちてしまいそうになった。

　駄目……このままじゃ駄目。何か……私も何か言わなきゃ。

「ショコラさんは……どうしてそんなに余裕なの？」

「へ？」

　自分でも、何でそんな言葉が出てきたんだかよく分からなかった。違う……こんな事が言いたいんじゃないのに。

「この状況でなんでそんなにニコニコしていられるの？……自分が一番甘草君に好かれている自信があるの？」

　駄目だ……今の私、すごく嫌な子だ。

　でも……分かっていても、口から溢あふれてくる言葉は止まらなかった。

「私はこんなに苦しいのに……なんであなたはそんなに楽しそうなの？」

　その問いに、ショコラちゃんは満面の笑みで答えた。

「わたしは、ふらのさんも謳歌さんもだいすきだからですっ」

「……え？」

「おふたりとは、奏さんをうばいあう事になりますが、だからといって嫌きらいになるひつようはありません。だいじなおともだちです。そう、こいがたきと書いてらいばると読むような感じでしょうか」

　マ、マンガじゃあるまいし、そんな綺き麗れい事ごとが──

「でもこれは、きれいごとかもしれません」

　こちらの思考を読んだかのようなショコラちゃんは、私をしっかりと見み据すえながら続ける。

「ふらのさんと謳歌さんがわたしと同じどひょうにたったら、わたしももっと嫉しつ妬としたり、もしかしたらおふたりによくないかんじょうをいだいてしまうかもしれません」

「同じ土俵っていうのはやっぱり……」

「そうです。まだおふたりの想おもいは奏さんに伝わっていません。いいかたは悪いかもしれませんが、まだしょうぶする段階になっていません」

　そこでショコラちゃんは、謳歌ちゃんの方へも視線を向けた。

「「…………」」

　そうだ……ショコラちゃんは、私の遥はるか上にいる謳歌ちゃんの更にその上を行っている。

「おふたりがためらっている間に奏さんにもっとあぴーるすれば、すきになってもらえるかもしれません。でもそれは、なんかずるのような気がします。だからこの間からすこし、あおるような真似まねをしてしまいました。わたしはやっぱり、おふたりと同じじょうけんでたたかいたいです。そしてその上で……ちゃんと奏さんにすきになってもらいたいですっ」

　そう言い切ったショコラちゃんは、笑え顔がおの中にも強い意志を秘ひめているように見えた。

　なんで……なんでそんなにまっすぐなの？……そして私は、なんでこんなに意い気く地じ無なしなの？

　ここまで……ここまで言ってもらってるのに……まだ甘草君に告白できる気がしない。

　そこで謳歌ちゃんが、ショコラちゃんへ向かって一歩、踏み出した。

「……うん、決めた。文化祭の日までにあたしは奏っちに告白する……そしてショコラっちとちゃんと戦うよ」

「はいっ」

　元気に返事をしたショコラちゃんだったけど、何かを思いだしたように表情を曇くもらせる。

「……でも、本来ならわたしはこんなえらそうな事をいえるたちばじゃないのかもしれません……奏さんから聞きました。この前、わたしがきおくを無くしてじんかくが変わっていた時に、謳歌さんが何か言おうとしてたのをじゃましてしまったって……その時、謳歌さんはもうけっしんしてたんですよね……ごめんなさい」

　そう言って頭を下げるショコラちゃん。

　謳歌ちゃんは、笑ってその肩かたにぽん、と手を置いた。

「あはは、気にしないで。あの時のショコラっちが今のショコラっちじゃないっていうのは分かってるし……それに、あたしの意思が弱かったのが一番の原因だしね。ほんとに告白する気だったんなら、ショコラっちを押しのけて、やっちゃえばよかったんだよ」

　謳歌ちゃんはそこで一息ついて、でもね……と続ける。

「もう躊躇ためらわない。もう誰だれにも邪じや魔まさせない。あたしは今度こそ奏っちに告白する」

　それは微み塵じんの迷いもない、確固たる宣言だった。

「はいっ」

　それを受けて、嬉うれしそうに頷うなずくショコラちゃん。

「…………」

　……と、その様子を眺ながめている事しか出来ない私。

　駄だ目めだ……ほんとに駄目だ……もう謳歌ちゃんとショコラちゃんが、別の世界の住人みたいに感じられる。

　私は……この二人と戦う資格は無いのかもしれない。
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　それから経過する事数週間。

「はいオッケー！　みんなお疲つかれ様ーっ！」

　文化祭は、もう明日に迫せまっていた。

　衣い装しようや小道具、大道具も全すべて完成し、ナレーションやＢＧＭのタイミング、照明の調整など、全てを含ふくめたリハーサルが終しゆう了りようした。

「いやー、疲れたなー」「うんうん、みんなで頑がん張ばったし、やりきった感があるよね」「いやいや、明日が本番だから」「あ、そっか」

　そんなやりとりに笑いが起こる。

　まあでも気が緩ゆるんでしまうのも仕方無い。それほどまでに今のリハーサルの完成度は高かった。

　この数週間、うちのクラスは一丸となって劇の準備をしてきた。なんかベタな言い方だけど、やっぱりみんなで一つの事をやるっていうのはいいもんだと思う。

　明日の劇は……絶対に成功させたい。

　懸け念ねんがあるとすれば、俺が誰を選ぶのか、まだ決めかねているという事と──

「遊王子ちゃん、雪平ちゃん、明日の本番はバッチリ頼たのむよ！」

「う、うん……」

「……任せてちょうだい」

　この二人だ。

　リハーサルでは、その他ほかの部分は相当いい出来だったので、そこに関しては問題無いだろう。

　問題は、最後の最後まで拒きよ否ひし続けた告白のシーンを、本番でちゃんとやれるのか、という事だ。

「それじゃあ明日に備えて、ちょっと早めに解散しようか。みんな、明日は頑張りましょーっ！」

「「「「「おーっ！」」」」」

　俺が内心で不安を抱かかえているうちに、委員長のその号令で、解散になってしまった。

「奏さん、おうちにかえりましょう」

「あ、ああ……」

　ショコラに促うながされ、歩き出す。

「…………」

　校門を出て、しばらく無言で歩いていると、ショコラが顔を覗のぞき込んできた。

「奏さん、元気ないみたいですけどだいじょうぶですか？」

「…………ああ」

　全然大だい丈じよう夫ぶじゃない。

　さっきの懸念通り、明日の劇の事もそうだし、何より、現実においての彼女達からの好意に対して、俺は全く答えを出せていない。

「悪い……ちょっと考え事したいから、一人にしてくれないか」

「はい。じゃあわたしは、さきにかえってますねっ」

　ショコラはあっさりと頷いて、家の方へ歩いて行った。

「……さて」

　俺は、一人歩きながら考える。が、

「……駄目だ」

　いくら考えても答えは出ない。

　考えれば考える程ほど深みにはまっていくようだった。

「お、もうこんな時間か」

　気付けば、ショコラと別れてから結構な時間が経過していた。そろそろ帰ろうかと思ったタイミングで──

「……ん？」

　電話が鳴った。

「謳歌からか……」

　なんだろうと思い、通話ボタンを押す。

「俺だけど」

『あ、ご、ごめんね……』

　開口一番、謝りから入る謳歌。

「どうしたんだ？」

『あの……急で悪いんだけど、今からちょっと時間とってもらえるかな？』

「……どうしたんだ？」

　俺は、ある種の予感を胸に抱いだき、同じ言葉を繰くり返した。

『う、うん……』

　電話口の謳歌は躊躇いつつも……それでも最後ははっきりとした口調で、告げた。

『大事な話があるんだ』
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　気がついたら、もう文化祭が明日に迫っていた。

　謳歌ちゃんとショコラちゃんと話したあの日から数週間。

　他のシーンはなんとかこなせたけど、告白の場面だけは結局一度も練習できないまま。

　だって……『偽にせ物もの』だって分かっちゃったから、もう意味がないもん。

　だからといって『本物』をする勇気なんて出るはずもなく……何度も自己嫌けん悪おを繰り返しながら、ここまでだらだらと来てしまった。

　謳歌ちゃんは……もう告白したのかな。

　教室での雰ふん囲い気きから想像するとまだみたいだったけど、文化祭の日までには、って言ってたから……遅おそくても今日にはするんだろうな。

　その光景を想像すると、胸がキュッと締しめつけられる。

　やっぱり私も──

　無理……無理だよ。

　だって、自分が告白する所を想像しただけで、体が震ふるえてきてるもの。

　私は……私はショコラちゃんや謳歌ちゃんみたいに強くない。

　このまま家に帰る気にもなれなくて、学校近くにある運動公園のランニングコースを歩いていた。

　三キロ以上あるコースを一周しても、何も生産的な考えは浮うかんでこず、何度目になるか分からないため息をついた所で、

「……謳歌ちゃん？」

　見慣れた黒くろ髪かみの女の子が目に入った。

　コースから少し外れた所、ベンチの傍そばにいた謳歌ちゃんに声をかける。

「遊王子さん」

「ひっ!?」

　謳歌ちゃんはびくっ！　と体を震わせ、手にしていた携けい帯たいを落としそうになってしまった。

「ふ、ふらのっち……」

「ごめんなさい……驚おどろかせてしまったみたいね」

　私は、何の考えも無しに声をかけた事を後こう悔かいしていた。

　だって状じよう況きようから察するに、謳歌ちゃんは──

「遊王子さん、もしかして今……」

「うん……奏っちに電話して、呼び出そうとしてたんだ」

　やっぱり……

「ごめんなさい、私は帰るわね」

　邪魔しちゃいけない……何も決意できない臆おく病びよう者ものが、邪魔しちゃいけない。

　私は唇くちびるを嚙かみながら振ふり返り、その場から立ち去ろうとする。

　いいなあ……覚かく悟ごが決まってる人は迷いがなくて。

「あっ……」

　その声に反射的に振り返ると、謳歌ちゃんの携帯が地面に落ちた所だった。

「……はい」

　私の方へ滑すべってきたそれを拾い、謳歌ちゃんに差し出す。

「あ、ありがと」

　私はしっかりと手て渡わたしたはずなのに──

「あっ……」

　謳歌ちゃんは、また携帯を落としてしまった。

「遊王子さん？」

　謳歌ちゃんの手は……震えていた。

　そしてよく見れば顔には、大量の汗あせが滲にじんでいる。

「遊王子さん、どこか体調でも──」

「怖こわいんだ」

「……え？」

　謳歌ちゃんは、とても弱々しい笑顔を見せた。

「はは……笑っちゃうよね。この前、躊躇ためらわないとか邪じや魔まさせないとか、偉えらそうな事言っておいて、いざ実際に告白しようとすると……怖くてたまんないんだ……」

「遊王子……さん」

「ほんとはね、もっと早くしようと思ってたんだ。でも中々決心がつかなくて……前に告白しようとした時は、勢いでいけたんだけど……でももう、時間がないから……」

　そう語る謳歌ちゃんの手は震えていた。

　さっきまでより、強く。

「ふらの……っち？」

　私は反射的にその手を握にぎりしめていた。

「ごめんなさい」

「……え？」

　私は……馬ば鹿かだ。

　強いとか覚悟が決まってるとか、そんなのは関係無い。

　好きな人に告白するなんて……怖いに決まってるじゃないか。

　私はそこを考えずに、逃にげていた。

　戦う資格が無いとか、自分は臆病者だとか言い訳していた。

　ショコラちゃんと謳歌ちゃんは、自分とは違ちがう次元にいると。だから、私より辛つらくないと。私の方が苦しんでいると……そう思っていた。

　でも違う。今目の前にいるのは、私と同じ、普ふ通つうの恋こいする女の子だ。

「遊王子さん。そんな風では駄だ目め」

　私は片方だけ手を離はなし、ポケットから取り出したハンカチで、謳歌ちゃんの顔の汗を拭ぬぐう。

「震えて汗まみれの女の子の告白なんて、誰だれも受けてくれないわよ」

「ふらのっち……」

　謳歌ちゃんは、きょとん、とした表情を浮かべた後、

「そっか……そうだよねっ」

　いつも通りの笑え顔がおを見せてくれた。

　うん、やっぱり謳歌ちゃんはこっちの方が似合ってる。

「ふらのっち、ありがとっ！」

　ううん。それはこっちのセリフだよ。

　謳歌ちゃんのおかげで──

「あれ？　ふらのっち、さっきまでとなんか顔つきが違うような気が……」

　その問いに、微笑ほほえみながら答える。

「私も、戦う準備ができたから」
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　謳歌の電話から数分後。

　俺は、指定場所の公園へやってきた。

「あ、奏っち。ごめんね、急に呼び出しちゃって」

　謳歌は俺を発見するなり、申し訳なさそうな表情を見せる。

「あ、いや、それはいいんだけど……」

　それはいいんだけど……状況は非常によろしくない。

「……奏っち」

「どうした？」

「電話でも言ったけど……大事な話があるんだ」

　その謳歌の表情には見覚えがあった。

　この前うちに来た時と、体育祭の時のそれだ。

　謳歌はあの時と同じ、何かを決心したような顔をしている。

　もっとも、その表情の事を抜ぬきにしても謳歌が何を言いたいかは明白だった。

「大事な……話？」

　でも俺は……こういう反応をするしかない。

「うん……とっても……とっても大事な話」

「…………」

　どう反応すればいいか分からず固まる俺に、謳歌は語りだした。

「前からね……ずっと言おうと思ってて……一回──いや、二回は決心したんだけど、色々あって駄目になっちゃって……」

　そう、だからこれは謳歌にとって三回目の……いや、おそらく最後の決心なんだろう。

「その後もすぐ言おうと思ってたんだけど、中々タイミングが摑つかめなくて……でもね……もうタイムリミットなんだ」

　その言葉の意味はよく分かった。

　明日になれば……劇が始まれば『ユウト』は『フロリア』に思いを告げる事になる。

「やっぱり、あたしの……遊王子謳歌の口から言いたいから」

　練習を拒きよ否ひしていたのもそういう理由なんだろう。たとえ劇の上だとしても、謳歌は偽いつわりの告白をよしとしなかった。

「だから今日……今、言うね」

　謳歌は俺を見て、優やさしく笑った。

　そして、

「奏っち、あたしは──」

「お、謳歌、ちょっと待った！」

　俺は、必死に謳歌の言葉を遮さえぎった。

　謳歌の気持ちは紛まぎれもなく本物だ……だとしたら、それは生半可な気持ちで聞くわけにはいかない。

「……どしたの？」

　今、謳歌に好意を告げられたとしても、俺は、イエスともノーとも答えられない。そんな状態で告白を受けるのは、謳歌に対しても失礼だ。

「わ、悪い、ちょっと用事を思いだして……」

「……用事って？」

「いや、あの、ちょっとプライベートな内容だからあれだけど、ほら、なんか大事な話みたいだし……後で時間がある時にゆっくり聞いた方が──」

「奏っち、噓うそついてる」

「え？」

「……なんか、あたしの話、聞きたくないって顔してる」

「い、いや、そんな事は……」

　本心を指し摘てきされて口ごもる俺。

「ごめんね。勝手なお願いだっていうのは分かってるんだけど……どうしても今、聞いてほしいんだ」

　どうする……どうする？

　受けるのか……受けないのか？

　俺は……謳歌を好きだと……女の子として好きだと言い切れるのか？

　わからない……考えれば考える程ほど、頭の中がぐちゃぐちゃになっていった。

「あの……あのね。実はあたし、ずっと前から──」

「ま、待った！」

　その制止は、反射だった。

　聞けない……聞きたくない……少なくとも今は。

「…………」

　謳歌の顔が瞬またたく間に曇くもっていった。

「あ、いや、違う、その……決して聞きたくないわけじゃなくて──」

「ごめんね、もういいや……」

　謳歌は肩かたを落としてふり返り、とぼとぼと歩いていった。

「あ、謳歌……」

　引き止めようとして一歩踏ふみ出した所で、足が止まる。

　引き止めて……どうする？

　俺は、段々と小さくなるその背中に、かける言葉を持ち合わせていなかった。

「…………」

　やがて、謳歌の姿は完全に見えなくなる。

　く……なんでこうなるんだ……

　俺は……俺は謳歌を傷つけたくないだけなのに。

　どうすれば……よかったんだ？

　半ば放心状態に陥おちいっていた所で、携けい帯たいに着信が。

　……ふらのだ。

「…………」

『甘草君』

　聞こえてきたのは、いつも通りの無感情な声。

「…………どうした？」

『………………………………………………………………ああごめんなさい。あなたの声があまりに耳みみ障ざわりなものだから、軽く気を失っていたわ』

　いつも通りのふざけたやりとり。

「いきなりひどくないですかね！」

　だから、俺もいつも通りの調子で返す……いつも通りの感じで会話が終わる事を期待して。

　しかし。

『……ちょっと大事な話があるんだけど』
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　手が震ふるえる。汗あせが噴ふき出る。

　そう、さっきの謳歌ちゃんと全く同じ症しよう状じようだ。

　もう分かってる。決意したからと言って、怖こわく無くなる訳じゃないんだ。

　その怖さとか辛つらさを飲み込んで、自分の意思を貫つらぬき通す。決意するっていうのはそういう事。戦うっていうのはそういう事。

　でも駄目……こんなんじゃ駄目。さっき謳歌ちゃんに自分で言ったばっかりでしょ。

　汗を拭い、深呼吸して手の震えが治まるのを待つ。

「……ふう」

　携帯を操作して、甘草君の番号を表示させる。

　これを押したら……もう後あと戻もどりできない。

　今までの、甘草君との思い出が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

　楽しかった事、嬉うれしかった事、悲しかった事、悔くやしかった事。色々あった……本当に色々あった。

　でも、その感情の出所はたった一つ。

　私は、甘草君が好き。

　そう、そのシンプルな想おもいを伝えるだけだ。

　そして私はボタンを押した。

「あっ……」

　そのタイミングで気付く。

　もしかしたらまだ……謳歌ちゃんが告白している最中かもしれない。

　もしそうだとしたら、邪じや魔ましちゃうんじゃないだろうか。

　しまった……完全に失念していた。自分の事しか考えていなかった。

　慌あわてて終しゆう了りようボタンに手を伸のばした所で──

『…………』

　甘草君が、電話に出た。

　という事は少なくとも、謳歌ちゃんの告白は終わっているって事だろう。

　私は胸をなで下ろしながら、言葉を発する。

「甘草君」

　結果は……どうだったんだろう。

『…………どうした？』

　いや、そんなのは関係無い。私は私のするべき事をするだけだ。

「………………………………………………………………ああごめんなさい。あなたの声があまりに耳障りなものだから、軽く気を失っていたわ」

　いつも通りの雪平ふらのを演じる。

『いきなりひどくないですかね！』

　甘草君からも、いつも通りの反応が返ってくる。

　でも、ここからはいつも通りっていう訳にはいかない。

　私の想いを、聞いてほしい。

　あなたが──好きだって。

「……ちょっと大事な話があるんだけど」
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　ふらのが指定したのはなんと、謳歌と同じ公園。

　といっても、子供の遊具が置いてあるそれではなく、ランニングコースになっているような運動公園だから、全く同じ位置というわけではなかったけど……場所も目的も同じとなれば、何か居い心地ごこちの悪さを感じざるを得なかった。

　目的が同じというのは俺の推測に過ぎないけど……ほぼ間ま違ちがい無いだろう。

「…………」

「…………」

　……もう一分以上続いている沈ちん黙もくと、ふらのの様子がその裏付けとなる。

　俺には内心を悟さとられないようにしているつもりだろうが、足が思いっきりモジモジしている。

　……そろそろ沈黙に耐たえられなくなってきた俺は、小さい声で話しかけた。

「……なあ」

「ひゃいっ！」

　なんだかものすごくかわいらしいリアクションが。

　が、すぐにいつもの無表情＆感情のこもらない声に戻もどる。

「……公園で不ふ審しん者しやに声をかけられる事案が発生したわ」

「いや、お前が呼び出したんだろ……」

　不自然にならないように、呆あきれたようないつも通りのリアクションを心がける。

「そういえばそうだったわね……それでは始めましょうか」

　な、なんだ？……いままであれだけ躊躇ためらってたのに、いきなり本題に入るのか？

「甘草君は……私の事、どう思っているかしら」

　む……直球ではなく、変化球で攻せめてきたか。

「いや、どうって……」

「ちなみに私は甘草君の事を──」

　早口でまくし立てるように言うふらの。まずい！　と思った時にはもう遅おそかった。

　こ、これはもう……制止が間に合わない！

「うん○製造器だと思っているわ」

「それ言う必要ありますかね！」

　違ちがった……直球でも変化球でもなく、故意の大暴投だった。

「そうね。本当なら言わなくても汲くみ取って欲しかったわ……う○こだけに」

「何ちょっとうまい事いってんだ！」

　駄だ目めだこいつ……ほんとに今から告白する気があるのか？

　本気で呆れかけた俺は、ふらのの顔を覗のぞき込んで──認にん識しきを改める。

「よかった……ちょっと落ち着いたわ」

　見た事のないような穏おだやかな表情をしているふらの。それでいて、その瞳ひとみには何かを決意したような光が宿っていた。

　あのネタ会話はふらのなりの下準備だったんだろう……俺に想いを告げる為ための。

「甘草君……いきなりなんだけど、聞いてほしい事があるの」

　……来た。

「な、なんだ、そんなマジな顔して……ふらのらしくないな」

「ええ……でも、今から言う事は、もっと私らしくないから……心して聞いてちょうだい。信じられないかもしれないけど……絶対に噓うそとか冗じよう談だんじゃないから」

　その態度は、いつになく真しん剣けん。さすがにもうネタ会話を挟はさんでくる事はないだろう。

「言いたい事はたくさん……ほんとにたくさんあるんだけど……まずは結論から言うわね」

　その瞳が、俺を真っ直すぐに捉とらえる。

　く……状じよう況きようは謳歌と同じだ。今告白されたとして……俺は明確な答えを返す事ができない。

「い、一度しか言わないから……よく聞いてね」

　でも俺が無む理り矢や理り止めてしまったから、謳歌を悲しませる事になってしまった。

「じ、実は私ね……」

　とりあえず……聞くのが正しいのか？

「その……前からずっと……」

　いや、そもそも正しいとか正しくない以前に、謳歌のは無理矢理止めたのに、ふらのだけこのまま聞くっていうのは不公平なんじゃないだろうか。

「ずっと……ずっとね……」

　その問題を置いておいて、とりあえずここで聞いたとして……なんて答える？

　お前の他ほかにも俺に好意を寄せてくれている女の子がいるから、保留させてくれって言うのか？……そんな事、できる訳ないだろ。

「甘草君の事が……」

　どうする？　どうする？

　駄目だ……分からない……本当に分からない。

「──でした」

「……え？」

　そこで、意識が引き戻される。

　今……なんて？

　もしかしてもう……告白されたのか？

　俺は完全にうわの空だった……女の子が俺に好意を告げている真っ最中に。

　──最低だ。

「…………」

　ふらのは、俺の愕がく然ぜんとした表情を、いきなり告白されたが故ゆえの混乱だと思っているんだろう。それ以上は言葉を発する事無く、俺の反応を待っている。

　……『でした』の部分は聞こえた。

　流れからして、その前に入るフレーズは十中八九『好き』だ。おそらくそれで間違い無いだろう。

　……だからどうした。

　お前は、女の子からの告白に、『おそらく』で反応するのか？

　心を込めて言ってくれた言葉に対して、『だろう』で返すのか。

　……ふざけんな。

「ふらの……ごめん」

「!?」

　俺のその言葉に、ふらのは目を見開いた。

　違う……違うんだよ、ふらの。

　断ってるわけじゃないんだ……それ以前の問題なんだ。

「ちょっと考え事してて……聞いてなかった……ごめん」

「……え？」

　さっきとは別種の戸と惑まどいをみせるふらの。

　俺は……ふらのが理解できるまで、何回でも言わなきゃならない……それがせめてもの誠意だ。

「別の事考えてて……お前がなんて言ったか聞いてなかった……ほんとにごめん」

「そう……なの……」

　ふらのの顔から、感情が無くなった。

　それは、いつもの無表情とは全く異なる、まるで魂たましいが抜ぬけ落ちたかのような顔だった。

「ちなみに……何考えてたの？」

「あ、いや……それはその……」

　……言えるわけがない。

「…………もういいわ」

「ち、違うんだふらの！　ちゃんと聞くからもういっか──」

「時間を取らせてごめんなさい……さよなら」

　それは、本当に消え入りそうなか細い……しかし、俺からの言葉を寄せ付けない強い拒きよ絶ぜつの意思もこもっているような……とても悲しい声こわ色いろだった。

「ふらの……」

　俺は、その背中を眺ながめている事しか出来なかった。

　なんだよこれ……なんだよこれ……さっきと全く同じじゃないか！

　膝ひざをつき、地面に拳こぶしを叩たたきつける。

　誰だれか……誰か教えてくれよ！

　俺は……どうすればよかったんだ？

　そしてこれからどうすればいいんだ？
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「…………」

　無言のまま、玄げん関かんのドアを開ける。

「奏さん、おかえりなさ──奏さん？」

　出で迎むかえにきたショコラが、俺の様子が変な事に気付く。

「奏さん、かおいろが悪いですけどだいじょうぶですか？」

「…………」

　俺はその問いかけに答えずに、靴くつを脱ぬぎ、ショコラの横を通り過ぎてリビングに向かう。

「奏さん……」

「…………」

　後ろからついて来たショコラが心配そうな声をあげるが、俺は答えない。

　別に無視しているつもりはなかった。ただ、今他の事を考える余よ裕ゆうがないだけだ。

「…………」

　リビングに入り、鞄かばんを投げ捨てると、半ば倒たおれ込むようにしてソファーに身を沈しずめる。

　なんだ？……何がいけなかったんだ？

　俺が悪いのは分かる。でも何がどう悪い？

　告白を遮さえぎってしまった事？　告白を聞いていなかった事？

　いや、もちろんそれは悪いけど、問題の根本はそこじゃない。

　そこじゃないのは分かるけど……じゃあ何なんだ？

　駄目だ、分からない。

　……もう、何も考えたくない。




「…………」

　どれくらいそうしていただろうか。

　…………ん？

　ふと、いい香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、顔をあげた。

「はい」

　視界に入ってきたのは、差し出されたティーカップ。

　続いて目に入ってきたのは、ショコラの笑え顔がお。

「こうちゃです」

「…………」

　とても、喉のどを通る気分じゃなかった。

「はい、どうぞ」

「…………」

「どうぞ」

「…………」

「どうぞ」

　…………飲むまでやめそうになかったんで、仕方無く受け取り、口をつけた。

「……甘い」

　その紅茶は、とんでもなく甘かった。

「はい、おさとうたーっぷり入れましたから」

　どうだ、と言わんばかりに胸を張るショコラ。

「げんきがでない時は、あまいものですっ」

　なんだよその単純すぎる思考は……

「さあさあ、もっと飲んでくださいっ」

「ショコラ。気持ちは嬉うれしいけど、そんな事じゃ──え？」

　その手が、優やさしく俺の頭を撫なでていた。

「ショコラ……」

「わたしには、こうしてあげる事しかできません」

　そうしてショコラは何度も俺の頭を撫でる。

「…………」

　俺はそれに言葉を返さず、ショコラも何も言わないまま、ずっと俺の頭を撫で続けていた。

　そして、数分後。

「何があったか……聞かないのか？」

「ききません」

「知りたくないのか？」

「しりたいですけど、ききません」

「なんだよそれ……」

「奏さん、話したいんですか？」

「いや……」

　……話せるわけがない。

「じゃあききません」

　そうして、笑顔のまま俺の頭を撫で続けるショコラ。

　温かい……ショコラの手はとても温かかった。

　やめてくれ……俺にはお前にこんなに優しくしてもらう資格なんてないんだ。

　だって……こうしてもらっている間にも、謳歌とふらのの顔が頭に浮うかんでくるんだから。

　分からない……俺はもう自分の感情が分からない。

　ショコラの手の温ぬくもりと反比例するように、俺の心は冷えていった。

[image: ]







　幕間　ある少女達の話３


[image: ]






「…………」

　爽さわ星ぼし素す直なおは、夜の運動公園でひとり立ち尽つくしていた。

（遊ゆう王おう子じが……ふられた）







　四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のから神について話を聞いたあの日から、素直は学校で何回も甘あま草くさ奏かなでに話しかけようとした。

　でも、学校でみかける奏はいつも何か思い悩なやむような表情をしていて……声をかけられなかった。

（いや……それは言い訳だし）

　本当はただ単に怖こわいだけだった。




『ああ……全然駄だ目めだった』

『お前が頑がん張ばってたのはよく分かったけど……対象外だ』

『悪いけど、スタートラインにも立ててない』




　奏の拒絶のセリフが、耳にこびり付いて離はなれない。

　また拒きよ否ひされたらどうしよう……その恐きよう怖ふが素直の心を支配して、結局一度も奏と接せつ触しよくできていない……あの日、逆転ホームランなどと息巻いていた自分が恥はずかしい。

　伊緒乃は随ずい分ぶんと力になってくれた。

　また話しかけられなかったとの愚ぐ痴ちを飽あきずに聞いてくれたし、いつも励はげましの言葉をかけてくれた。優しく背中を押してくれた。

　でも……駄目だった。

　今日も、悶もん々もんとした想おもいを抱いだきながら下校中の奏を尾び行こうしている所だった。

　奏は相変わらず何かに悩んでいる様子で、時折深いため息を吐つきながら歩いていく。

　聞いてあげたい……何か悩みがあるのなら力になってあげたい。

　でも……やっぱり話しかけられない。

　そこで、奏に誰かから電話が入った。

　話の内容は聞き取れなかったが、どうやらその誰かに呼び出されたようだ。

　今日はもう潮時かな、とも思ったが……なんとなく嫌いやな予感がして、そのまま奏の後を追っていった。

　そして──




「あ、いや、違ちがう、その……決して聞きたくないわけじゃなくて──」

「ごめんね、もういいや……」




　盗ぬすみ聞きする気など全くなかった。

　でも、遊王子謳おう歌かの姿が視界に入った瞬しゆん間かん、頭が真っ白になった。

　女の直感で分かった……あれは、告白を決意した顔だ。

（ど、どうしよう……甘草が告白受けちゃったらどうしよう……いや、それも心配だけどこれアタシが聞いてたらモラル的にヤバいし……ここから離れなきゃ）

　しかし、時既すでに遅おそし。

　辺りは静まりかえり、謳歌は完全に告白モード。

　万が一にも物音を立てて、気付かれる訳にはいかなかった。

　結局そのまま一部始終を耳にする事になり──

（遊王子が……ふられた）

　奏は謳歌の告白を聞くのを拒否していた。

　傍はたから見ていても分かる、明確な拒きよ絶ぜつ。

　あれは少し……いや、かなり不自然だった。最近思い悩んでいた事と関係があるんだろうか？　まさか……例の選せん択たく肢しのせい？……様々な推測が浮かんでくるがともかく、事実として遊王子謳歌はふられた。いや、ふられる事すらさせてもらえなかった。

　そして、素直はその事に安あん堵どしてしまっていた。

（アタシ……嫌な女だな……）

　別に、謳歌が告白をさせてもらえなかったからといって、自分にチャンスが回ってくる訳じゃない。ただそれでも……それでもちょっとだけ心が軽くなってしまっている自分に、猛もう烈れつな嫌けん悪お感かんを抱く素直。

　自分でもよく分からない不快な感情が胸の中でぐるぐる渦うず巻まいて、どうすればいいか分からなかった。

　これは……溜ためておいてはいけないものだ。

　素直はたまらず、携けい帯たいを取り出していた。

『もしもし』

「伊緒乃か……アタシ。悪いけど……ちょっと話聞いてもらっていいかな？」
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　迎むかえた文化祭当日。

「…………」

　俺は、重い体と心を引きずりながら登校していた。

　考えても答えは出ないって分かっていても、色んな思いが勝手に頭の中を巡めぐって、結局一いつ睡すいもできなかった。

　不意に、昨日の去り際ぎわの謳おう歌かとふらのの背中が脳のう裏りに蘇よみがえってきて、胃がきゅうきゅうと痛んだ。

「はあ……」

　こんなんで今日の劇、無事にできるんだろうか……

　俺は今日、あいつらから『告白』されて……誰だれからのものを受けるか選ばなきゃならない。

「そんな事……ん？」

　そこで前方に、見慣れた包帯男の後ろ姿があった。夢ゆめ島しま先せん輩ぱいしか……いないよな。

　正直、今のテンションでこの人の相手をしている余よ裕ゆうはない。全力で無視する事を決意して、追い越こそうとしたその時──

「はあああああああああ……」

　さっきの俺の比じゃないくらい盛大なため息が聞こえて来て、思わず立ち止まってしまった。

　まずい、と思った時にはもう遅かった。夢島先輩がこちらに気付いてしまう。

「ああ、甘あま草くさ君か……」

　声質自体は相変わらずの爽さわやかさだったが、全く力がこもっていない。

「ど、どうしたんですか、先輩。なんか元気無いみたいですけど……」

「どうやら僕はね……恋こいをしてしまったみたいなんだ」

「は？」

「こんなのは初めてなんだ。今まで何人もの女の子と付き合ってきたけど、ここまで胸が締しめつけられるような感情を味わった事はない……もしかすると、これが本当の『恋』なのかもしれない……」

　そう語る先輩に、ふざけた様子は一いつ切さい見られなかった。この先輩をここまで真しん剣けんにさせるなんて……一体どんな人なんだろう。

「恋って、どこの誰にですか？」

「実は数週間前、不良に絡からまれていた女の子を助けたんだけど──」

　………………………………………………………………………………………………え？

「それ以来、その女の子の事が頭から離れないんだ」

　……あの……それはもしかしなくても……

「その子はヒカジョの制服を着てたんだ。あそこには知り合いの女の子が何人かいるから確かく認にんしたんだけど……誰に聞いても、特とく徴ちように合がつ致ちするような子はいないって……」

　俺の事……ですよね……俺の事…………ですよね。

　胸の奥が真っ黒に塗ぬりつぶされていくような感覚。絶望、という単語はこういう時に使うために存在しているのだろう。

　ま、待てよ……たしかあの時は、俺が股こ間かんにパッションして、さすがの夢島先輩もドン引きしたはずじゃなかったか？

「あの……その子のどこがよかったんですか？」

　俺は、おそるおそる尋たずねてみる。

「その子はね、あろう事かいきなり股間を叩たたきだしたんだ」

「ナ、ナンデスカソレ、アリエナイデスネー」

「だろう？　その時は僕も引いてしまってその場から退散したんだけど、家に帰って落ちついて考えてみたらこう思ったんだ。『あの子の股間の叩き方、イエスだね』って」

「なんでブレンパワー○みたいに言ってんだ！」

　この人、一体どんな性的嗜し好こうしてんだよ……

「理り屈くつじゃないんだ。あの子の股間を叩く姿が、脳裏に焼き付いて離れないんだ……」

　まずい……これはなんとかしないと、俺にとっても夢島先輩にとってもよろしくない。

「先輩、落ち着いて考えてください。そんな股間を叩くような女の子なんて、ろくでもな──」






【選べ　①力いっぱい股間にパッション

　　　　②めいっぱい股間にパッション

　　　　③夢いっぱい股間にパッション】








　なんだよ夢いっぱいって！

　死ぬから……パッションしたら死ぬから！

「ぐ……ああ……ん？」

　恒こう例れいの催さい促そくの頭痛が来たかと思ったら、違っていた。

　頭じゃなくて……股間が痛い。おかしいだろ……いやおかしいだろ！

「お……ぐえ……あぎゃああっ！」

　しかもシャレにならない激痛だ……このままでは……もげる！

　パッション……するしかない。

「んーっ！　ぎゃああっ！　んーっ！　ぎゃあああっ！　んーっ！　ぎゃあああああっ!!」

　俺はたまらずその場にうずくまった。し、死ぬ……マジで死ぬ。

　この前は出かかっている状態だったからまだよかったものの、今日は完全に出た状態でのパッション……しかも余りの激痛で気絶する事さえ出来ない……地じ獄ごくだ。

　うずくまる俺に、夢島先輩が引き気味で声をかける。

「甘草君……もしかして、君、僕の事……」

　やばいやばい！　なんか変な風に誤解されてる！

　でもたしかに、この流れで股間叩きだしたら、アピールしてると思われても仕方無い。

　さっさと否定して──






【選べ　①「そうだね、プロテインだね」※股間が２倍に強化される　②「そうだね、プロのホモだね」】








　パッションネタしつけえな！

　まあセリフだけだし……仕方無い。

「そうだね、プロのホモだね」

「…………」

　それを受けた夢島先輩は、申し訳なさそうに口を開いた。

「甘草君すまない……僕はあの『股間の君きみ』以外はもう目に入らないんだ」

　勝手なキャッチフレーズつけないでくれますかね！　しかもその『股間の君』、今ばっちりあんたの目に入ってるからな！

「う……あ……」

　そこで、夢島先輩が妙みような声を出した。

「ど、どうしました？」

　俺はうずくまった状態のまま問いかける。

「見てくれ、甘草君……」

　そう言って、夢島先輩が指差した先には、他校の制服を着た女の子がいた。

「ストライクだ……あの子、僕のストライクど真ん中だよ」

　弾はずんだ声を出す先輩。

「ストライクって……あの……たった今『股間の君』以外は目に入らないって……」

「甘草君、僕は壮そう大だいな勘かん違ちがいをしていたんだよ」

「勘違い？」

「そうだよ。僕は『股間の君』が股間を叩く姿を見て、彼女に恋をしたと錯さつ覚かくしていたんだけど、実際はそうじゃなかった。女の子が股間を叩くという行こう為いそのものに恋をしていたんだ」

　なるほど…………わからん。

「つまり、かわいい女の子が股間を叩いていれば、誰でもよかったんだ！」

　何言ってんの……このゲス、マジで何言ってんの？

　俺は、呆あきれ気味に口を開く。

「先輩、なんでそんなに気持ちがころころ変わるんですか……」

「何を言ってるんだ、甘草君。そんな簡単に決まったら『恋』なんて何も面おも白しろくないだろう」

　……え？

「よし、ちょっとあの子に股間を叩いてもらおう」

　……は？

「先輩、あ、ちょっとっ──」

　先輩は、止める間も無く、その女の子の所に歩いて行ってしまった。

「君、ちょっといいかな」

「は、はい……なんでしょうか？」

　怯おびえたような表情を見せる女の子。そりゃあ、いきなり顔面包帯男が声かけてきたら怖こわいよな。

「ちょっと股間叩いてもらっていいかな？」

　普ふ通つうに事件じゃねえかこれ！

「ひいいいいいいいいいっ！」

　当然、逃にげ出していく女の子。補導されるぞ……マジで。

「む……最近の女の子はガードが堅かたいな」

「いやそういう問題じゃねえから！」

　俺がツッコんだ所へ、ある人物が通りかかった。

「お、夢島と……そこでうずくまってんのは甘草か？」

　宴うたげ先生だった。

「道どう楽らく先生、おはようございます」

「うっす……なんだよ夢島、人の顔じろじろみて気持ちわりいな」

　宴先生の前に立ちはだかる夢島先輩。

「道楽先生って……美しいですよね」

「は？　い、いきなり何言ってんだお前。お、おだてても何も出ねーぞ」

「いえ。感じたままを言ったまでの事です」

「そ、そうか……ふーん」

　嬉うれしそうに体をモジモジさせる宴先生。この人……チョロいな。

「ところで先生、一つお願いがあるのですが」

　ま、まさか……

「なんだ？　正直な奴やつは嫌きらいじゃねーからな。大たい概がいの事ならきいてやるぞ」

　夢島先せん輩ぱいは、今日イチのイケボで言い放った。

「ちょっと股間叩いてもらっていいですか」

「なめてんのかコラアアアアアアアアア！」

「ぎゃあああああっ！」

　躊ちゆう躇ちよなく股間を蹴けり上げる宴先生。

「うごえっ……う……ぐううううっ！」

　たまらず倒たおれ込み、俺のすぐ横でうずくまる夢島先輩。

「な、なぜだ……」

　いや、それはこっちが聞きたいよ……なんでそんな要求が通ると思ってんだよ。

「あ、甘草君……」

　夢島先輩が、息も絶え絶えといった感じで声をかけてくる。

「……どうしました？」

「こ、股間蹴られるのも……案外いいものだね」

「もう死んでしまえ！」




　　　　２




　アホすぎる夢島先輩との絡からみで少しは気分が軽くなる……ような事は無く、俺は胃を押さえながら教室のドアを開けた。

「…………」

　そこでいきなり、謳歌と目が合ってしまった。

「う……」

　どうしていいか分からず固まる俺だったが、対照的に、謳歌は笑え顔がおを浮うかべながら近寄ってきた。

「奏かなでっち、おはよっ」

「あ、ああ、おはよう……」

　どう対応していいかわからず、口ごもる俺。

「どしたの？」

「いや、その……」

「あ、もしかして、昨日の事気にしてる？」

「……まあ」

　歯切れの悪い返事しかできない俺に、謳歌は再び笑ってみせた。

「あはは、急に呼び出したりしてごめんね。あれはもういいから、忘れてちょ」

「わ、忘れてって……」

「今日の劇、がんばろーねっ」

「あっ……」

　謳歌は、俺の肩かたをぽん、と叩たたくと、そのまま他ほかの女子の方へと歩いていってしまった。

　忘れられる訳ないだろ……そんなぎこちない笑顔見せられて。

「甘草君、おはよう」

「うっ……」

　ふり返れば、そこにはふらのの姿が。

「お、おはよう……ふ、ふらの……その、昨日は──」

「甘草君。朝からそんなちん○臭い……間ま違ちがったわ。そんなしんき臭くさい顔しない方がいいわよ」

「ふらの……」

「甘草君。朝からそんなちん○臭い……間違ったわ。そんなしんき臭い顔しない方がいいわよ」

「ふらの……あのな……」

「甘草君。朝からそんなちん○──」

「何回ちん○言ってんだよ！」

　俺のそのリアクションに満足した様子のふらのは、じゃ、と一言だけ残して去って行った。

　俺が……俺が言えた立場じゃないけどさ……なかった事に……しようとするなよ。

　無視とか拒きよ絶ぜつされるだろうと思っていた俺の予想に反して、謳歌もふらのも、表面上はいつも通りを装よそおっている。

　演技に支障が出るかと思っていたが、あの調子なら、劇は問題無く進行できるだろう。

　しかし──

「……ん？」

　その瞬しゆん間かん、頭に誰だれかの手が置かれた。

「ショコラ……」

　振ふり向いた先にいたショコラは、昨日と同じように俺の頭を撫なではじめた。

「奏さん、まだ元気ないみたいです」

　まるで子供をあやすように優やさしく、何度も撫でる。

「ショコラ……せっかくだけどそれはもういいや」

　俺はやんわりと断った。

「でも、奏さん辛つらそうです」

「気持ちはありがたいけど……もう頭撫でてもらって元気出るとか、そういう段階じゃないんだ」

「でも──」

「はい、それじゃーみんな、そろそろ最終準備を始めまーす」

　委員長のその号令で、みんなが続々と動き出した。

「ほら、俺達も手伝わなきゃ」

「はい……」

　劇の開始時間が刻一刻と近づいていた。

　結末をどうするかは……まだ決まっていない。




　そして数時間が経過して、ステージ裏の舞ぶ台たい袖そで。

　演者のメイクもばっちり。大道具や照明、音おん響きようの準備も完かん了りようし、後は開演を待つばかりとなった。

「さて、じゃあみんなで円えん陣じん組もっか」

　監かん督とく・愚ぐ呂ろ沢さわの一言でクラス全員が円形になって肩を組む。

「みんな、今日までほんとにお疲つかれ様。色々あったけど、ここまで楽しかったよね」

　その問いかけに皆みながうんうん、と頷うなずく。

「じゃあ最後の仕上げに今日の劇、成功させて、もっと楽しくしようね！　二年一組ファイトォォォ──」

「「「「「オーッ！」」」」」

　みんなの顔は、ここまでやりきった達成感と、これから始まる劇への期待感で、キラキラと輝かがやいていた。

「「「…………」」」

　俺と……二名を除いて。

《それでは続いて、二年一組の発表です》

　そこで司会のナレーションが、会場に響ひびきわたる。

　もう……逃げられない。

《二年一組の発表内容は演劇です。タイトルは『私の脳内悪あく魔まが鬼き畜ちくでラブコメどころじゃない件』それでは開幕ですっ！》

　その声と同期して、ステージの幕が上がっていく。

　俺は意を決して、壇だん上じように出た。

　ステージの中心まで辿たどり着いた所で、スポットライトが当たる。

　その瞬間──

「お、おい……誰だよあれ」「甘草だってよ」「え？……あの『お断り男』の？」「マ、マジかよ……」

　会場が、思いっきりざわついていた。

　そうだ……謳歌とふらのの事で頭がいっぱいになってたけど、俺、女装してるんだった。しかも、メイクから髪かみ型がたから衣い装しようからバッチリで奏ちゃん史上、最高にかわいい状態だ。

　俺は、ざわつきがおさまるまで待ってから、第一声を発した。

『ああ、今日はいい天気ね』

　そこでまた、会場にどよめきが走る。

　今日まで散々練習してきた裏声だ。さすがにほんとに女になった時には及およばないが、それに迫せまる勢いのクオリティーには達している。

　そこでナレーションが入る。

《彼女の名前はフロリア。穏おだやかな性格と、誰もがうらやむ美び貌ぼうを併あわせ持った少女だ》

　そこで、舞ぶ台たいの反対側から、女子が扮ふんしたハンスが登場する。

『あらハンス君、こんにちは』

　俺は、ハンスににっこりと微笑ほほえみかける。

『やあフロリア』

　練習の甲か斐いがあって、ハンスの演技もなかなか堂に入ったものだった。

　その後、他愛たわいもない会話を続けるフロリアとハンス。

　その途と中ちゆうで、再びナレーションが入る。

《しかし、完かん璧ぺきに見える彼女にはとある悩なやみがあった……実は彼女の頭の中には、悪魔が棲すみ着いているのである》

「なんだそれ」「すげー設定だな」「なんかおもしろそー」

　会場からの反応は上々。まあたしかに面おも白しろいだろうな……それが本当にフィクションならば。

《この悪魔は、事ある毎ごとにフロリアに理り不ふ尽じんな選せん択たくを強制する》

　この後、フロリアがハンスにいきなり変顔をするという展開になる。

《そしてこの時も、悪魔の声が脳内に鳴り響いたのである》

　ここで、ナレーションとはまた別の悪魔の声が響きわたる。




《①変顔をする　②変なおじさんの真似まねをする》




　その内容に、会場からはクスクスと笑いが漏もれる。

『なっ……』

『どうしたんだい？』

　絶句するフロリアと、それを不ふ審しんがるハンス。

『あはは。なんでもないわ……いたたっ！』

《悪魔の選択を拒きよ否ひする事は不可能。どちらかを選ぶまで、猛もう烈れつな腹痛がフロリアを襲おそうのだ》

　なんかどこかで見た事ある光景ですけど……まあそれは今はいいか。

『ど、どこか痛いのかい？　病院に行った方が……』

『だ、大だい丈じよう夫ぶよ……すぐに治るから……』

　俺が、変顔をしようと顔を下に向けた所で──






【選べ　①変顔＋変チクビ　②変顔＋変オナラ】








　意味分かりませんけど!?

　何だよ変チクビって！　ちょっと選んでみたくなっちゃうじゃねえか！

　まあみたくなるだけで、絶対に選べないけど……チクビがオッサンの形になったりしたら一生お嫁よめ……じゃなくてお婿むこに行けなくなってしまう。

『……ハ、ハンス君……』

『なんだい？』

『ばあああ！』

　俺は練習していたとっておきの変顔を炸さく裂れつさせた。

　美少女（？）のあられもない顔に、会場からは笑い声が漏れている。台本通りならハンスが呆あきれてこの場を去っていく展開に移るんだけど──

『ん？』

　急に……尻しりがムズムズしてきた。

　はいはい……分かってますよ、変オナラですね。

　そして俺の尻から漏れてきたのは──

《オッス、オラオナラ》

『喋しやべっちゃったよ！』

　裏声は何とか維い持じしたが、思わず素すでツッコんでしまう。

　いやいやいや、なんで尻からセリフが漏れてんだよ……変とかそういう問題じゃないだろ、これ。

　変オナラは、それで終わりではなかった。

《オメエ臭くせえなあ。オラ、なんかワクワクしてきたぞ！》

『いや臭くさいのはお前だよ！　てかお前オナラだからな！　何普ふ通つうに会話してんだよ！』

《しょうがねえなあ。じゃあオラはそろそろ退散するか。あ、最後に一つだけクイズな。オラの好きな食べ物は？》

　知るかよ……というかお前、もの食べるのかよ……

『えっと……さつまいも』

《ブウウウッ！》

『なんでそこだけ普通の屁への音なんだよ！　外れなのか屁なのか分かんねえよ！』

「ぷっ……」「バ、バカだ……」「面白いけど……どっから効果音出してんだ、これ？」

　……すみません、効果音じゃなくて生の屁です……俺の屁が喋ってるんです。

　というかこれ、劇の流れめちゃくちゃじゃないか……俺は、舞台袖で見守っている愚呂沢に視線を向けた。

　ぐっ！

　ナイスアドリブ！　みたいな感じで親指を立てていた……まあたしかにウケてるけど。

『フロリア……今のは？』

　ハンスが驚おどろきの表情を浮うかべていた……これ、演技じゃないんだろうな。

『ち、違ちがうのハンス君。これは誤解な──』

《ブウウウッ！》

　またしても炸裂する屁。

『あ、あの……言いづらいんだけど……』

《ブウウウッ！》

『こ、この音ってもしかして……』

《ブウウウッ！》

『……オナラかい？』

《ピンポーン！》

『お前もうマジで黙だまれよ！』

『ちょ、ちょっと用事を思いだしたから、僕はこれで失礼するよ』

『あ、ハ、ハンス君……』

　ドン引きした感じでその場から去っていくハンス。これでようやく流れが元に戻もどった。

『な、なんでいつもこうなっちゃうのかしら……』

　フロリアががっくりと肩かたを落とした所で、ナレーションが入る。

《フロリアはこの通り、ちょっと変な女の子として認にん識しきされていた》

『どこがちょっとだ！　完全に変態じゃねえか！』

　反射的にツッコんでしまう。

《フロリアはこの通り、ちょっと屁な女の子として認識されていた》

『変なアドリブ入れないでもらえますかね！』

　いや、俺が言えた義理じゃないけども……

《ヘコキアはこの通──》

『誰だれがヘコキアだ！』

　会場に笑いが拡ひろがっていく。

「お、おもしれえな、これ」「下品だけど笑っちゃうわ」「ていうかこれ、ただの甘草だよな……」

　そうなんですよ……俺はいつもこんな事やらされてるんですよ、皆さん……悪魔じゃなくて神に……

　まあそんな愚ぐ痴ち言ってる場合じゃないな……せっかく流れが戻ったんだから、先に進めないと。

『うん。落ち込んでてもしょうがないわよね』

　前向きなフロリアは、自分を鼓こ舞ぶして歩き出す。

　そこへ、舞ぶ台たい袖そでからニーナが登場する。

　男女逆転劇だから、当然、女キャラであるニーナは男子が演じている。通常ならば笑い所だろうが、俺と同じで中性的な顔立ちの男子が割り当てられたので、そこまでの違い和わ感かんはなかった。

『あら、誰かと思えばフロリアじゃない』

　思いっきり高飛車な感じのニーナ。

『あ、ニーナ、こんにちは』

『ふん、相変わらず変な行動ばかり繰くり返しているようね。そんな風だから、誰からも相手にされないのよ』

『わ、私だって好きでやってるわけじゃ……』

　そこで、補足のナレーションが入る。

《そう、フロリアはこの悪あく魔まの声による突とつ発ぱつ的てきな奇き行こうのせいで、異性からは恋れん愛あい対象としてみなされていなかった》

『だったらなんであんな事をするのかしら？』

『そ、それは──』

《そこで再び、悪魔が脳内で囁ささやく》




《①変な踊おどりをする　②変なおじさんの真似をする》




　というかこの世界観でなんで変なおじさんなんだよ……しかも天てん丼どんだし。

『どうしたの？』

『い、いえ、なんでも──うっ』

《そこでまた激しい腹痛がフロリアを襲う》

『うう……変な踊りを踊るしかないわ』

　フロリアが軽く涙なみだ目めになりながら、踊ろうと構えた時──






【選べ　①変な踊り＋変チクビ　②変な踊り＋チクビから変な声】








　もうメチャクチャじゃねえか！

『ぐっ……』

　そこで、腹痛ではなく頭痛が……こんな時くらいそっとしといてくれよ……

　仕方無く②を選んだ俺は、練習通り、変な踊りを披ひ露ろうする。

『ふにゃら～』

　体を極限までグネグネさせたタコ踊りだ。

『な、なにやってるの、あなた……』

　台本ではそれを見たニーナが、ハンス同様呆れて去って行くという展開なんだけど──

『ん？』

　なんか、チクビの辺りがムズムズしてきた。

　はいはい、分かってますよ、変な声が出るんだろ。

《こんばんは、チクビです》

『なんで森○一風なんだよ！』

　分かっていてもツッコまずにはいられなかった。

《そうです……私がチクビのおじさんです！》

『結局変なおじさんもやるんじゃねえか！』

《オッス、オラチクビ！》

『お前さっきの屁じゃねえか！』

　会場からは、笑い声と共に、疑問の声があがる。

「な、なあ、あれ……ほんとにチクビから声が出てねえか？」「はは、そんなわけねえだろ」「ちっちゃいスピーカーでも仕込んであるんでしょ」

　……仕込んでありません。

『あ、あなた……やっぱりちょっとおかしいわよ……』

『あ、ニーナ、待って──』

　制止も空むなしく、その場を去っていくニーナ。

　そこでまたしてもナレーションが入る。

《このように、チクビアには心の休まる時が無いのであった》

『フロリアだっつってんだろうが！』

《このように、フロリアにはチクビの休まる時が無いのであった》

『おいもうナレーション替かわれよもう！』

　いや、ウケてる事はウケてるけどさ……

　さて、サブキャラとの絡からみを通してのフロリアの紹しよう介かいが終わった所で、いよいよメインキャラとの絡みが始まる。

　……フロリアじゃなく俺にとって、ここからは心の休まる時が無いだろう。

《しかし、フロリアの奇行に惑まどわされる事なく、彼女と接してくれる異性が三人いた。いまから登場するのはそのうちの一人、オルガだ》

　ナレーションにあわせてふらの扮ふんするオルガが壇だん上じように現れた所で、会場が再びざわつく。

「お、おい……あれって……」「『お断り５フアイブ』の雪ゆき平ひらさんよね……」「やだ、かっこいい……」「私……ちょっとアリかも」

　前髪を流して、バッチリ衣い装しようを決めたその姿は、柄がらの悪い少年そのもの。しかも、相当な美少年だ。

　オルガが、俺の傍そばまで歩いてくる。

『あらオルガ君、こんにちは』

　俺は、内心の動どう揺ようを出さないように、必死に笑え顔がおを作った。

『…………』

　対するふらのは、すぐに次のセリフを言わずに、黙り込んでしまった。

　お、おい……朝の様子なら大だい丈じよう夫ぶだと思ってたけど、やっぱり駄だ目めだっ──

『おうフロリア、相変わらずしけた面つらしてんな』

　そのセリフは、今までのどのオルガよりもオルガっぽかった。これだけでオルガのキャラクター性が観客に伝わっただろう。

『うん、ちょっとまた変な事やっちゃって……』

　じゃあ俺も、出来るだけ自然にフロリアを演じよう……もう間近に迫せまった決断をどうするか、考えながら。

『バーカ。そんなんだから誰にも相手にされねえんだよ』

　その演技は本当に自然だった。まるで役に没ぼつ入にゆうする事で、目の前の俺から目を逸そらそうとするかのように。

『そうよね……』

　俺はフロリアになりきって、沈ちん痛つうな面おも持もちを作る。

　その後はしばらく、フロリアとオルガの会話が続いた。

　それが一段落した所で、ナレーションが入る。

《その時、フロリアの脳内に、またしても悪魔の声が鳴り響ひびいた》




《①変な歌　②変なおじさんの真似まね》




　今回は、リアル選せん択たく肢しの方は邪じや魔まをしてこなかった。

『…………』

『どうした？』

『あ、うん、気にしな──っ！』

　腹痛に襲おそわれたフロリアは、ためらいつつも道の真ん中で歌いはじめる。

『わたしはあめ玉～みんなにベロベロ舐なめられる～でもそれが気持ちいい～わたしはあめ玉～』

　それを見た通行人達がヒソヒソ話を始める。

「おい、またフロリアが変な事やってるぞ」「顔はいいのにもったいねえな」「ああ、アレはちょっとねえよな……」

　そんな男達の前に、オルガがもの凄すごい勢いで踏ふみ込んでいく。

『おいテメエら。みせもんじゃねえぞコラ！』

『『『ひっ！』』』

　通行人達は蜘蛛くもの子を散らすように逃にげていった。

『オルガ君……ありがとう』

　嬉うれしそうなフロリアに、オルガは不ふ機き嫌げんそうに答える。

『バッカじゃねーの。俺様は俺様のやりたいようにやっただけだ。別に礼を言われる筋合いはねえよ』

『うん……でも、ありがとう』

『ちっ……でもな、てめえも問題だ。あんな事ばっかりやってたら、男共が相手にしてくれなくなるのも当然だろうが』

『でも、オルガ君はいつもお話ししてくれるでしょ』

『なっ……』

　フロリアの笑顔に、顔を赤らめるオルガ。

『バ、バカじゃねーのか！』

　ここでオルガのツンデレ描びよう写しや。

　その後、二人のやりとりがしばらく続いた後、オルガとの最初のシーンは無事に終しゆう了りようした。

　そして一いつ旦たん幕が下り、場面転てん換かん。

　次は……ユウトとのシーンだ。

《舞ぶ台たいはとある森の中。心優やさしい少年ユウトは、歩いている途と中ちゆうで貧血を起こしてしまう》

　ナレーションにあわせ、ユウトが舞台上にでてくる。

「あれ、遊ゆう王おう子じ先せん輩ぱいでしょ」「あの子も『お断り５』だよな」「やっぱり二の一はビジュアルはレベル高いよな」「め、めっちゃかわいいわっ！」

　またしても会場がざわつく。

　衣装と化け粧しようが相まって、相当ショタっぽい外見になっているユウト。一部の層にはたまらないだろうな。

『あ、あれ？……』

　舞台の真ん中まできた所でユウトは、その場に倒たおれこんでしまう。

　そこへ、舞台の反対側からフロリア登場。

『あら、あれは……ユウト君？』

　何回も繰くり返した練習通りに駆かけ寄る。

『ユ、ユウト君、大丈夫!?』

　その呼びかけに反応し、ユウトが顔を上げる。

『…………』

　オルガ同様、次のセリフが出てこないユウト。

　俺の……せいだよな。

『…………』

『…………』

　黙だまったまま見つめあうフロリアとユウト。

　もう限界かと思われたその時──

『あ、フロリアさん……ごめん、ちょっと立ちくらみがして……』

　その口からやっとセリフが出てきた。

『平気なの？』

『ちょっとした貧血だから大丈夫だよ。ありがとう』

　一度出てしまった後は、非常にスムーズだった。

（当然だけど）血ち糊のりでふざけるような事も無く、フロリアとユウトの絡みは台本通り順調に進行していく。

　またしても発生した悪あく魔まの囁ささやきや、ユウトからの好意に気付かないフロリアの鈍どん感かん描写などを経て、二人が別れるシーンへ。

『あ、私はこっちの道だから。でもユウト君、ほんとに一人で大丈夫？』

『あ、うん、心配しないで……フロリアさん、ちょっと聞いていい？』

『なにかしら？』

『フロリアさんさ……鈍にぶいって言われる事ない？』

　唐とう突とつなその質問に、フロリアは首をかしげる。

『え？……ああ、言われる言われる。私、運動神経すごく鈍いから』

『…………』

『ユウト君？』

『やっぱり……直接言わないと気付いてもらえないのかな……』

『え？　なんて？』

『あ、いや、こっちの話だから気にしないで』

　慌あわてたように手をぶんぶんと振ふるユウト。

『気に……しないで』

『っ!?』

　台本にない繰り返しセリフとその表情に、胸がズキリと痛んだ。

　俺は……言わせてあげる事ができなかったんだよな……

『フロリアさん、それじゃあまたね』

　ユウトのその寂さびしそうな笑顔が、練習の時よりも真に迫っていたのは……気のせいじゃないだろう。

『うん、ユウト君……またね』

　俺のそのセリフでまた幕が下りて、舞ぶ台たい転てん換かんの準備に入る。

　決断の時は……刻一刻と近付いている。

　一分足らずで準備は完かん了りようし、続いてはソクラスの登場シーンだ。

《町に買い出しに出たフロリアは、書店から出てきたソクラスと遭そう遇ぐうする。毒どく舌ぜつ家で他人を寄せ付けない雰ふん囲い気きを持つ彼だが、フロリアに対する時だけは、違ちがった一面をみせるのだった》

　ナレーションが終わり、舞台の中央のソクラスにスポットライトが当たった瞬しゆん間かん、会場はまたまたどよめきに包まれた。

「な、なんだあれ……」「表ランキングのショコラちゃんだよな……」「メガネ超ちようかわいいじゃん！」

　学者風の衣装を身に纏まとい、キリッとした表情をみせるショコラ。まあ、キリッていってもショコラなりに、なんで理知的な雰囲気は全く出てないんだけど……その辺のギャップも受けてるんだろな。

『あらソクラス君、こんにちは』

『なんだ、だれかとおもえば君か……あいかわらずあたまの悪そうなえがおだ』

　ソクラスの喋しやべりに対して、会場のそこかしこからかわいいかわいい、という声が飛んでくる。

『ふふ。あなたこそ相変わらず口が悪いのね。みんな言ってるわよ、ソクラス君の毒舌は怖こわいって』

『くちがわるい？　それは違うな。わたしはたんにじじつをのべているだけだ。それが毒になっているというのなら、たんにそいつがその程度のにんげんだというだけだ』

　フロリアとソクラスの絡からみは淀よどみなく進む。

　まあ前の二人と違って、俺の側に葛かつ藤とうがないから当然なんだけど、最後に選ばなきゃならない対象には当然入っている訳で……迫るタイムリミットの事もあり、俺は焦あせりを感じていた。

　どうする……俺はあと数十分後に、オルガ、ユウト、ソクラスの中から誰だれかを選ばなきゃならない。もちろんそれは劇の上での話であって、現実とリンクしているわけじゃない……でも、今のこの状じよう況きようでこの三人の中から誰かを選ぶのは──

　駄だ目めだ……また思考がループに陥おちいってしまっている。

『おい……ぼーっとしてどうしたのだ？』

『へ？　あ、ああ、ごめんね』

『まったく……ふだんから間ま抜ぬけな君のかおが、よりいっそうきょうちょうされるな』

『あ、ひどい。そんな風に言わなくてもいいのに……』

『ふん。見たままをのべたまでだ。そんな、こころここにあらずといった風ふ情ぜいではしかたあるまい。言われたくなければしっかりしたまえ』

『う、うん……』

　台本に無いアドリブに助けられる。

　なにやってんだ俺……芝しば居い中に考え事なんてするなよ。せっかくみんなで練習してきた劇を、個人的事情で台無しにするわけにはいかない。

　心の中で活かつを入れて軌き道どう修正し、台本通りのフロリアとソクラスの会話がしばらく続く。

『それじゃあ今度、私が作ったハンバーグ、ごちそうするね』

『ふん……』

　最後に、後のシーンへのフラグを立ててこの場面は終了した。

　その後は、再びオルガに順番が戻もどって、フロリアとの個別シーンが描写される。

　オルガの更さらなるツンデレシーン。

　ユウトがフロリアの為ために勇気を振り絞しぼり、チンピラに立ち向かうシーン。

　ソクラスがフロリアとのツーショットを子供にからかわれるシーン。

　先さき程ほどの二の舞まいはごめんなので芝居に集中し、この三つのシーンは問題無くこなす事ができた。

　次はいよいよ、オルガ、ユウト、ソクラスの三人が、フロリアを巡めぐって言い争う場面だ。

『んだよ。誰かと思えば女男と堅かた物ぶつじゃねえか』

『そういうきさまは、ちのうしすうが散歩してもどってこないと、もっぱらひょうばんのさるではないか』

『んだとお！』

『ま、まあまあ、二人とも落ち着こうよ……』

「…………」

　ようやく少しだけ出番に空きの出来た俺は、舞ぶ台たい袖そでからぼーっと三人の芝居を眺ながめていた。

　もう……決めなくちゃいけないよな……この三人から誰を選ぶのか。

　選ぶ……か。

　考えてみれば、俺はもう一年半以上、選ぶ事を強しいられ続けている。

　呪のろいによる選せん択たく肢し。

　今まで、数え切れない程の理り不ふ尽じんな選せん択たくをしてきた。

　辛つらかった……自分で言うのもなんだけど、俺はよく頑がん張ばってきたと思う。

　でも、もうその選択にも終わりが見えている。

　俺が、誰かを好きになればいいんだ。

　俺が、俺を好いてくれている女の子達から誰かを選べば、俺を苦しめ続けてきた選択肢は消しよう滅めつする。

　選択肢を消し去る為に誰かを選択する……もう何がなんだか分からない。

　選ぶ事は……なんでこんなに辛いんだろう。

『僕は……僕はフロリアさんの事、好きだよ』

『──ああ、俺様もあいつの事が好きだ』

『──わたしも、あのおんなに、異性としてのきょうみをいだいている事をみとめよう』

　壇だん上じようでは劇が順調に進行していた。

　俺も好きだよ……お前達の事、好きだよ。

　でもそれが、女の子としての好きかどうかが分からないんだ。

『でもフロリアさん……僕たちの想おもいに気付いてないよね』

『ああ。あのおんなの鈍どん感かんさ加減は度を超こしているからな』

『全くだ……あいつが男だったらどつきまわしてやりたいぜ』

　違うよ……気付いてるよ。

　ただ、誰を選べばいいかが分からないんだ。

　それが分からないうちは、お前達の気持ちを受け取れないんだ。

『──フロリアは絶対テメエらには渡わたさねえからな』

『──フロリアさんを好きっていう気持ちでは、誰にも負けないよ』

『──あのおんなをふりむかせる事が、その証明になるだろう』

『『『……………………』』』

　壇上で睨にらみ合いを始める三人。

「甘草君、そろそろ乱入タイムだよ」

「え？　あ、ああ……」

　愚呂沢に促うながされて壇上に出て行く俺。

『あら、三人揃そろってるなんて珍めずらしいわね』

　三人の睨み合いの中に突とつ入にゆうし、鈍感さを遺い憾かんなく発揮するフロリア。

　その後、いくつかの場面展開を経て三人がアプローチをかけるが、フロリアは全く気付かない。

『え？　オルガ君、今、なんて言ったの？』

『ユウト君、顔が赤いけど……熱でもあるの？』

『ソクラス君、ずっとずっとお友達でいてねっ』

　俺はそれを演じながら、申し訳なさでいっぱいだった。

　練習で何回もやったシーンではあるけど、本番で演じてみて、改めて思う。

　俺は……俺はこんな想いをずっと彼女達にさせていたのか。

　どれだけ……どれだけもどかしかったんだろう。

　おまけに俺がぐだぐだしていたせいで、この後、オルガとユウトは『告白』をしなきゃならない。

　あそこまで拒きよ否ひしていた偽いつわりの『告白』を。

　このままでは、傷つく人間が増えるばかりだ。

　やっぱり……早く誰かを選ばなきゃならない。

　俺の焦りが加速する中、舞ぶ台たいは最後のシーンを迎むかえようとしていた。




　　　　３




　夜の湖。

『…………』

『…………』

『…………』

　フロリアに同時告白する事を決意したオルガ、ユウト、ソクラスの三人は、彼女を呼び出し、無言のまま待機している。

　その表情は当然ながら、硬かたい。

　しかし、オルガ・ユウトとソクラスでは、その硬さの種類が違っていた。

　ソクラスは演技上のそれであるが、他ほかの二人は──

　あいつら……ちゃんと言えるのか？

　そして俺は……答えを出せるのか？

「甘草君、そろそろ出てってオッケーだよ」

　愚呂沢が、囁ささやきながら促す。

「…………」

　しかし、俺の足は貼はり付いたように動かなかった。

「甘草君？」

　……駄目だ。

　聞きたく……ない。

　オルガとユウトからの偽りの『告白』なんて聞きたくない。

　そんなのは我が儘ままだってのは分かってる。あいつらの本気の『告白』を拒否したのは俺なんだから。

　でも……しょうがないじゃないか。

　あの三人との今までの思い出が蘇よみがえってくる。

　俺に向けた、混じりっけのない純じゆん粋すいな笑え顔がお。

　嫉しつ妬とでむくれた顔。

　恥はずかしさで真っ赤に染まった顔。

　駄目だ……俺には……俺にはどうしても選べない。

　選べない以上、三人からの告白を受ける資格なんてない……それはあいつらからの好意を侮ぶ辱じよくする事になる。

　できない。今の時点で、あいつらの中から一人だけを選ぶなんて──






【選べ　①ソクラスからの想いを受けいれる

　　　　②ユウトからの想いを受けいれる

　　　　③オルガからの想いを受けいれる】








　なん……だよこれ。

　なんで今いま更さらこんな選択肢が出るんだよ……

　以前に出た選択肢が、脳のう裏りに蘇る。






『【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳歌を好きになる

　　　　③ふらのを好きになる】』








　あの時、俺は好きになる人は自分で決めるって決意して、誰だれも選ばなかった。人の心を……感情を踏ふみにじるような選択肢にだけは、全力で抗あらがってやるって決めた。

　空そらさんもその事に納なつ得とくして、その選択肢を消したはずだ……それが今になってなぜ？

　……いや、違ちがうな。

　これは、あの時とは違う。

　三人のうちの誰かを好きになる、と強制されているわけじゃなく、ただ単に劇の上で誰からの告白を受け入れるかを選ぶだけだ。

「あ、甘草君っ」

　愚呂沢が焦あせったような声で肩かたを叩たたくが、まだ動けない……今考えてるんだから、もうちょっと待ってくれよ。

　俺は、再び思考に戻もどった。

　ここでどれかを選んだ所で、俺の心が強制的に操あやつられる事はない。ただ、三人のうち誰かを選んだ、という事実だけは俺の胸に残る。

　理不尽な選択肢だったら意地でも抗う事は出来る。でもこれはそういう問題じゃなかった。

　選択肢に関係無く、これから俺は誰かを選ばなければならないんだから。

「「「────」」」

　そこで、会場からどよめきが聞こえた。

　なんだ？　俺があまりにも遅おそいから、みんな痺しびれを切らしたんだろうか。

　もういい加減……覚かく悟ごを決めるしかないか。

　でもどうする？

　現実の恋こいには影えい響きようしないんだから、適当に選ぶ事だって可能だ。

　でも、選ばれなかった二人はどう思うだろうか？

　その心境を考えると、やっぱり軽々しく選ぶ訳にはいかない。

　だったら……どうすればいいんだよ。

　そこで、再び俺の肩が叩かれた。

「悪い愚呂沢、もうちょっとだけ考えさせて──え？」

　振ふり向いた先に、ショコラがいた。

　さっきのどよめきは、ショコラが舞ぶ台たい袖そでに引っ込んだ事によるものだったらしい。

「な、なんで？……」

　俺だけでなく、舞台袖の全員が驚きよう愕がくの表情でショコラを見つめていた。

「ど、どうした……お前は舞台上にいなくちゃ駄だ目めだろ」

　だがショコラは、そんな言葉などおかまいなしとばかりに、俺の頭を撫なで始めた。

「お、おい、何を……」

「あたまをなでてます」

「そ、それは見りゃ分かる……そうじゃなくて、そんな事やってる場合じゃないだろ」

「げんき、出ますか？」

　な、何を考えてるんだこいつは……

「ぶ、舞台に戻れ、ショコラ」

「いやです。奏さんがげんきになるまでは戻りません」

　ショコラは、頑かたくなに俺の頭を撫で続けた。

「よ、よせって！」

　俺は、強ごう引いんにその手を振り払はらった。

「もうやめろよ！　俺はもう頭の中ぐちゃぐちゃなんだよ！　さっきも言っただろ……撫でてもらって元気出るとかもうそういう段階じゃないんだよ！」

「ですよね」

　ショコラはそこでにっこりと微笑ほほえみ──




　頰ほおに、衝しよう撃げきがあった。




「え？……え？……」

　平手打ちをされたのだと気付くのに、時間がかかった。

　ショコラは、俺の目をしっかりと見み据すえながら口を開く。

「奏さんがなににまよっているかはわかりません。でも、ひとつ言わせてもらいます」

「…………」

「いまの奏さんは、ものすごくかっこ悪いです」

「っ──」

　その言葉は、抉えぐるように胸に刺ささった。

　ショコラに……まさかショコラにそんな事を言われる日が来るとは……

「だからたたきました」

「……………………はい？」

　俺だけでなく、舞台袖の全員の頭にハテナマークが浮うかんでいた。

「ショコラ……意味が分からないんだが……」

「わたしにもわかりませんっ」

　自信満々に言い切るショコラ。

「いや、分かりませんってお前……」

「わかりませんけど……このままじゃ、奏さんがもっとかっこ悪くなってしまうような気がしたんでたたきました」

　なんだよそれ……めちゃくちゃにも程ほどがあるだろ……

「こいするおとめの直感です。だれにももんくはいわせませんっ」

　めちゃくちゃで……論理性のかけらもないのに……

「それに奏さんがじぶんでいいました。なでてもげんき出ないって。引いてだめなら押してみろですっ」

　なんで……

「これでもまだだめなようでしたら、つぎはぐーでなぐりますよ、むふーっ」

　なんで……こんなに心に響ひびくんだよ。

「ほえ？」

　俺は、ショコラの頭にぽん、と手を置いた。

　ダサいな俺……ほんとに何やってんだよ。

　自分の事好きだって言ってくれてる女の子に……こんな事までさせて。

「ショコラ、悪かった」

　深々と、頭を下げる。

「奏さん……」

　今まで靄もやがかかっていたような頭の中が、噓うその様に晴れ渡わたっていた。

「それと、ありがとな……目が醒さめたよ」

　結局俺は、自分の事しか考えていなかった。

　頭でぐだぐだと考えて、逃にげ続けていた。

　受けるとか受けないとか、選ぶとか選ばないとか……そんなの全部くそくらえだ。

　本能だ。理り屈くつじゃないショコラの本能的な行動が……気付かせてくれた。

「先に行って待っててくれ」

「でも…………」

　不安そうに俺を見つめるショコラ。あれだけの情けない姿を晒さらしていたんだから、無理もない。

「お前にもう一回、かっこいいって思ってもらえるように頑がん張ばるからさ」

　俺は、微笑みながらショコラの頭を撫でた。

「……は、はいっ！」

　ショコラは顔を輝かがやかせながら舞台上に戻っていった。

「あ、甘草君……何がどうなってるの？」

「愚呂沢……それとみんな……ごめん」

　俺は、舞台袖にいるメンバーに頭を下げた。

　さっきまでの事と……これからする事に対して。

「うしっ」

　俺は選せん択たく肢しを選び取り、舞台上へと向かう。

　会場が再びざわめきを見せる。

　そして──

『『…………』』

　舞台袖での事が見えていたんだろう。オルガとユウトも、何が何だか分からないといった表情でこちらを見ていた。

　正直俺も、今の自分のこの感情がなんなのかまるで理解出来ていない。

　それでも、一つだけはっきりしている事がある。

　俺は今から、告白する。




　　　　４




『オルガ君。ユウト君。ソクラス君』

　その呼びかけに、オルガとユウトの二人が目を丸くした。

　まあ、こんな展開は台本には一いつ切さいないから無理もない。

　本来ならこの後はオルガから順番に『告白』が始まる予定だ。

　でも……それじゃ駄目だ。

『あなた達に謝らなければならない事があります』

　その前に……まず俺の気持ちを伝えなくてはならない。

『私は、ある隠かくし事をしていました』

　もう、迷いはなかった。

『私は、あなた達からの好意に気付いています』

『『!?』』

　二人の目が、さっきの比じゃないくらいに見開かれる。

『ご存じの通り私は極きよく端たんに鈍どん感かんで……中々あなた達の想おもいを察する事ができませんでした……気付いたのは、つい一ひと月つきほど前の事です』

『『…………』』

　動どう揺ようを隠せない様子のオルガとユウト。

　ソクラスは、驚おどろいたような演技をしながらも、優やさしい目で俺を見守っていた。

　ここからはしばらく一人語りをさせてもらおう。

『気付いてしまった私は、あなた達にどう接していいか分かりませんでした。今まで三人があんなに分かりやすい形で好意を示してくれていたのにと……申し訳無い気持ちで一いつ杯ぱいでした』

『そして私の前に一つの問題が立ち塞ふさがりました。それは、《三人が私を好いてくれているのは分かった……じゃあ私は、そのうちの誰だれが好きなんだろう》という事です』

『私はこう思いました。三人のうち誰かを好きだ、と確信できるまでは、あなた達からの好意に気付いている事を悟さとられてはならない、と。いくら好意を受けても、私がそれに応こたえる事ができなければ、それは不誠実だと』

「お、おい、これって劇なんだよな？」「当たり前だろ」「でもなんか……生々しくない？」

　会場からは疑問の声が上がり始める。

『でもそれは大きな間ま違ちがいでした……いえ、間違いではなく、単なる逃げでした。私はあなた達の好意から逃とう避ひし続けていました』

『その後も私はずっと考えてきました。自分は一体誰が好きなんだ、と。でも何回思考を繰くり返そうとも、答えは出ませんでした……当たり前です。私はまだあなた達からの想いを聞いていないんですから』

『オルガ君、ユウト君』

『『！』』

　急に名前を呼ばれた二人の体が、ぴくりと動く。

『あなた達はこの前……私に告白しようとしてくれましたね』

『『!?』』

　啞あ然ぜんとする二人だったが、構わずに続ける。

『ごめんなさい』

　俺は、二人に向かって頭を下げた。

『あの時、私にはあなた達からの気持ちを受け止める勇気がありませんでした。だから逃げてしまいました……あなた達を深く傷つけてしまいました……本当にごめんなさい』

『『…………』』

『そしてソクラス君』

　頭をあげた俺は、ソクラスに向き直る。

『あなたは前々から私に対する好意を隠さずに、好きだと言い続けてくれました』

『…………』

「お、おい、そんな場面あったか？」「いや……つーかオルガとユウトが告白しかかったシーンだって無いだろ」「こ、これってもしかして……」

　ちらほら気付き始める人間が出てきた……構うもんか。

『そして、今さっき、私の目を醒ましてくれました……本当にありがとう』

　ソクラスに向かっても頭を下げる。

　そして一回深呼吸し、言葉を続ける。

『人生は、選せん択たくの連続です』

『たとえ頭の中に悪あく魔まが存在しなかったとしても、人は常に何かに迷い、何かを選択し続けています。それは進路だったり家族に関する事だったり……あるいは恋れん愛あいだったりして』

『そんな中で、私は思い違ちがいをしていました。誰かが私を好いてくれている……だから私は、その中から誰かを選ばなければならない、と』

『でも、そうじゃありませんでした。恋こいって……そういう事ではありませんでした』

『私は三年前に、とある人を好きになりました。色々あってその恋が実る事はありませんでしたが……その時抱いだいた高こう揚よう感かんは、今でもたまに私の胸を焦こがします』

「お、おいやっぱりこれってガチで……」「マ、マジなの……」「おい、ちょっと黙だまれって……聞き逃のがしたくねえ！」

『私がその時と同じときめきを感じているかというと……ノーです』

『『『…………』』』

　三人の表情が、一いつ斉せいに曇くもる。

『では、私があなた方に恋愛感情を抱いていないかというと……それもノーです』

　お前、何を言ってるんだ？　という空気が会場に拡ひろがる。

　俺も何を言っているか、よく分かっていない。

　でも、それでいいんだ。

　完全に説明できてしまったら……言葉で理解できてしまったら、それはもう恋じゃないから。

『私は、あなた方三人が好きです』

『『『!?』』』

『でもそれが、女の子として好きなのかどうかが、自分でもよく分かりません。このむずがゆい気持ちがなんなのか、よく分かりません』

『その状態で、あなた達からの想いを受け取るのは不誠実だと思っていました。でも本当に不誠実なのはそんな事ではなく……このよく分からないという状態を……私が煮にえ切らなくて情けない人間だというのを、あなた達にきちんと伝えないという事でした』

『だから今、私はあなた達に告白します』

　俺は、想いを受け入れる。

　選択肢が三人の内誰かのものを受け入れろっていうのなら……全員分選び取ってやる。

　全部受け入れて……その上で、誰も選ばない。

　俺は、しっかりと目線を向けながら、彼女達の名前を呼んだ。

『ソクラス君。ユウト君。オルガ君』

　いや……違う。

「ショコラさん。遊王子謳歌さん。雪平ふらのさん」

　三人はその呼びかけに対して「はい」と口を揃そろえた。

「私が──いや、俺が──この甘草奏が……あなた達の中から誰か好きな人を選ぶのではなく……あなた達の誰かを好きになる日まで……待っていてくれますか？」







　会場が、静せい寂じやくに包まれたその瞬しゆん間かん──

「うわっ!?」

　二人がものすごい勢いで一斉に抱きついてきた。

「お、おい、ふらの、謳歌っ！　ちょっ……何やってんだっ！」

　だが俺のその声など、二人の耳には入っていない様子だった。

「ずっと……私……ずっと一人で……えぐっ……」

「ふらの……」

　その顔は、涙なみだでぐちゃぐちゃになっていた。

　でも、めちゃくちゃ綺き麗れいだった。

「あの時も……あの時も謝ろうと思ってた……いつも素す直なおになれなくて……ごめんなさい……ほんとうにごめんなさい……」

　そして、もう一人は更さらに酷ひどかった。

「ひっく……ひっく」

「お、謳歌……」

「奏っち……全然気付いてくれないんだもん……馬ば鹿かあ……」

　まるで子供のようにしゃくりあげる謳歌。

「だからこっちから言おうとしたのに聞いてくれなくて……も、もう駄だ目めだと思ってて……う、うええええ……」

「……ごめん」

「でも嬉うれしかった……ほんとに嬉しかったよお」

　二人が更にぎゅっと抱きついてくる。

　い、いや見られてる……見られてるから！

「ショ、ショコラ、なんとかしてく──ってうわ！　なんでお前まで抱きついてくるんだよ!?」

「奏さんがかっこいいからですっ」

「な、なんだよそれ……」

「こうすると、もっとかっこよくなるきがします。だからだきつきますっ」

「む、むちゃくちゃだ……」

「ふふ。こいするおとめの直感ですっ」

　なんでそのフレーズ気に入ってんだよ……

　そのまま、一分くらいは三人に抱きつかれていただろうか。

「お、おい……そろそろ──」

　俺が声を出したそのタイミングでショコラが、二人の肩かたに優しく手を置いた。

「さあ、ふらのさん、謳歌さん、なみだをふいてください」

「ええ……」

「うん……」

　促うながされ、服の袖そでで涙を拭ぬぐう二人。

「今度は、わたし達のばんです」

　ふらのと謳歌にはそれで伝わったようだった。

　そして、三人が一斉に口を開く。

「甘草君」「奏っち」「奏さん」

　そして声を揃えて、言った。




「「「大好きっ」」」
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「うっ……」

　その笑え顔がおがあまりに眩まぶしくて。

　俺は、何も言えずに呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　……あ、そういえば……

　見ているみんなは今、どんな状態なんだろう……会場に背を向けていた俺が、おそるおそるふり返った瞬間──

「「「「「う、うおおおおおおおおおっ！」」」」」

　会場が、揺ゆれる程ほどの歓かん声せいに包まれた。

「や、やべえだろこれっ！」「私……感動しちゃった！」「甘草……漢おとこだな！」「公開告白とか熱すぎんだろ！」「すげえええええっ！」

「…………」

　その反応を見て、今いま更さらながら思う。

　俺って……もしかして、ものっっっすごく恥はずかしい事したんじゃないだろうか。

「う……あ……」

　真っ赤になった俺は、逃にげるようにして舞ぶ台たい袖そでに引っ込んだ。

　そこには、クラスのみんなが待っていた。

「あ、あの……」

　駄目だ……申し訳なさすぎて、まともに顔を見られない。

「みんな……劇を台無しにしちゃってごめん」

　俺は、深々と頭を下げた。

「「「「「………………」」」」」

　しかし誰だれからも反応が返ってこなかった。無理もない。みんなで一いつ生しよう懸けん命めい準備してきたものを、俺が完全に私物化しちゃったんだから……

　顔をあげた所に、佐さ藤とうが歩み寄ってくる。

　そしていきなり。

「いてっ！」

　お、俺が悪いのはたしかだけど、何も殴なぐらなくても……

「なに謝ってんだお前、大成功だろ！」

「……え？」

「そうよ。台本と全然違っちゃったけど、観客を楽しませるって意味では最高の出来だったよ！　これこそエンターテインメント！　素す晴ばらしい!!」

　愚呂沢も、大興奮で親指をびっと立てていた。

　女子達も俺を取り囲むようにして黄色い声をあげる。

「正直、甘草君かっこよかったよ」「うんうん、見直した！」「私、もらい泣きしちゃった」

　よく見てみれば、不満そうな顔をしている者なんて、一人もいなかった。

　そして賞賛の声は、俺にだけではなく、後ろにいる三人にも向けられた。

「ふらのちゃん健けな気げ！」「謳歌ちゃんマジ純じゆん粋すい！」「ショコラちゃんの活かつ入れ、かっこよかったよ！」

　そこで一人の女子がニヤニヤしながら、謳歌とふらのに視線を向けた。

「それにしても知らなかったニャー。二人して甘草君の事を……なるほどねえ」

「「う……」」

　二人の顔が一いつ瞬しゆんにして赤く染まる。

「「だって……好きなものは好きなんだもん」」

　ハモるなよ……そしてふらのはキャラ崩ほう壊かいしてないか。

　いや、もしかしてこれが例の『素す』なのかもしれないけど。

「それにしても甘草君、三さん股またとはやりますなあ」

「い、いや、あれはそういう事じゃなくて……」

「あはは、冗じよう談だん冗じよう談だん」

　女子達によるイジりが一段落した所で、今度は男子連中が群がってきた。

「テメエ爆ばく発はつしやがれ！」「そうだふざけんな！」「『お断り男』の分際でこの野や郎ろう！」

「痛っ！　痛いって！」

　全方向から攻こう撃げきを受ける俺。でも本気でやっている奴やつはいない。祝福を兼かねた軽い小こ突づきだっ──

「ぎゃあああっ！」

「うおおおおおおん！　俺の甘草がああああ！　うおおおおおおおおん！」

　やべえこのステルスホモだけガチ殴りだ！

「俺だって……俺だって甘草の事好きだったのに気付いてもらえなかったんだぞおおおおおっ！」

　いや気付いてたから！　お前のには最初から気付いてたから！

　見えない攻撃を受け続ける俺。いやボコられてるのに見えないってどういう事だよ!?

「ショ、ショコラ、ふらの、謳歌っ……た、助けてく──」






【選べ　①助けようとしたショコラが、間ま違ちがってちん○を蹴けってくる

　　　　②助けようとしたふらのが、間違ってちん○を殴ってくる

　　　　③助けようとした謳歌が、間違ってちん○に頭ず突つきしてくる】








　選べるか！







　幕間　ある少女達の話４
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「えぐ……えぐ……うう……うえええええっ」

　爽さわ星ぼし素す直なおの涙るい腺せんは、校門を出た瞬しゆん間かんに崩ほう壊かいした。

　家までは……家まではなんとか我が慢まんしようとしたが、無理だった。

「う……うう……うあああああああっ」

　他ほかの生徒達が何事かと視線を向けてくるが、人目を憚はばかっている余よ裕ゆうなど皆かい無むだった。

　もう……もう駄目だ。

　あんなものを見せられて、心が折れない訳がない。

　自分が入りこむ余地なんて……かけらも残されていない。

　舞台上の彼女達の歓かん喜きの涙が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　それに比べて自分は……

「ひっく……ひっく……うわああああああんっ」

　感情の抑よく制せいが利きかなくなり、子供のように号ごう泣きゆうする素直。

「お、おい……」「大だい丈じよう夫ぶなの……あれ」「声かけた方がいいんじゃね」「じゃあお前行けよ……」

　周囲の生徒達が、どう対応していいか分からずに二の足を踏ふむ中──

「素直ちゃん」

　一人の少女が、迷いのない足取りで素直に近付いて行き、

「大丈夫だよ」

　その体をそっと抱だきしめた。

「い、いぼの……」

　涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃになった素直は、まともに相手の名前を呼ぶ事すらできない。

　四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のは、そんな素直の様子を見て、まるで我が事のように沈ちん痛つうな表情を浮うかべる。

「ごめん……ごめんね、素直ちゃん……」

　赤子をあやすように、その背中をさすりながら、

「ほんとに……ごめん」

　自分は、唇くちびるを嚙かみしめた。

　そして、絞しぼり出すような声で宣言する。

「甘あま草くささんとの事は……私が絶対になんとかしてあげるから」







　エピローグ
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　明けて、月曜日。

「う……」

　登校し、昇降口から教室に向かうまでの間、あっちでもヒソヒソこっちでもヒソヒソ……無理もない、あんだけの事をやらかしちゃったんだからな……

　俺は、顔から火が出るような思いをしながらコソコソと歩いていく。

　なんとか教室にたどりつき、そのドアを開けた。

「奏かなでっち、おはよーっ」

　そこにはまるで待ち構えていたかのような謳おう歌かが。

「お、おう……」

　その表情はとても晴れ晴れとしていた。

「お前……元気だな」

「うん。モヤモヤが全部吹ふき飛んだからね」

　そしてびっ、と親指を立てて、宣言する。

「あたし、奏っちの事、大好きだからっ」

「う……」

　あまりにもストレートすぎる表現。

　これは……今まで見た謳歌の笑え顔がおの中で、一番かもしれない。

「お、おいっ!?」

　何を思ったか、いきなり体を密着させてくる。

「待っててね。あたしの事、絶対好きにさせてみせるから」

「うっ……」

　そ、その表情は……駄だ目めだろ。

　俺が、どう反応していいか分からずに立ち尽つくしていると──

「謳歌ちゃーん。ちょっといい？」

「ホイホイ。それじゃ、奏っち、また後でねー」

　呼ばれた謳歌は、その女子の方へ駆かけていってしまった。

　な、なんであいつ、あんなにあっけらかんとしてるんだよ。

　こっちは……心臓がバクバクいって破は裂れつしそうだってのに。

「甘あま草くさ君」

　そこで、後ろからふらのの声が。

「お、おう……」

　歩み寄ってきたふらのは、俺の目の前でぴたり、と止まる。

「…………」

　こっちをじっと見つめていた。

「…………」

　こっちをものすごくじっと見つめていた。

「…………」

　だ、駄目だ……

　俺は、沈ちん黙もくに耐たえきれなくなって口を開いた。

「あ、あのさ──」

「おはよう」

「え？」

　俺は、目を疑った。

　今……笑ったよな。

　それは、とても穏おだやかな笑顔だった。

　ふらののこんな表情を見るのは初めてかもしれない。

「お、おはよう……」

　お、女の子って、心構え一つでこうも変わるもんなの──

「なんなのかしら、その締しまりのない顔は。ビッ○の○○○でも、もうちょっと締まりがあるわよ」

「朝っぱらから何言ってんだお前!?」

　だ、駄目だこいつ。全然変わってな──

「甘草君」

　ふらのが、真しん剣けんな表情で俺の思考を遮さえぎる。

「ど、どうした？」

「見ての通り、私は急には変われない。でもね……」

　そこでまた、微笑ほほえむ。

「私があなたを好きなのも、絶対に変わらないから」

「う……あ」

　な、なんだよそれ……反則だろ。

　俺が再び呆ぼう然ぜんと立ち尽くす中、

「ふ……ふふふふっ」

　妙みような笑い声が聞こえてきて、そちらを振ふり向く。

「ショコラ……どうした？」

　そこにはなぜかドヤ顔のショコラが。

「これで準備がととのいましたね」

「準備？」

「ええ。これでようやく──」

「あ、ふらのっち、ショコラっち、おはよーっ！」

　そこへ、用事が終わったらしい謳歌が帰ってきた。

「おはよう」

「おはよーございますっ」

　挨あい拶さつを終えたショコラ、ふらの、謳歌の三人は、楽しげに話し始める。

　わいわい、きゃぴきゃぴ。

　その様子は、普ふ通つうに仲のいい友達にしか見えなかった。

　えーっと……俺がいうのもなんだけど、あんたら……恋こい敵がたきですよね？

　俺が困こん惑わくする中、三人がこっちに向き直った。

「奏さんっ」

「お、おう……」

「準備はととのいました。ようやく、奏さんそうだつバトルがはじまりますっ」

「いや……お前ら、全然そんな雰ふん囲い気きじゃないけど……」

「いいんですっ。わたし達はなかよくたたかいますっ」

　ショコラのその謎なぞ宣言に、謳歌とふらのは笑いながら頷うなずいた。

「ですから奏さん、かくごしてくださいっ」

「覚かく悟ごしてねっ」

「覚悟しなさい」

「は、はい……」

　俺達のそんな様子をみて、クラスのみんながざわついていた。

「お、おい……どういう事だよこれ」「甘草が……あの甘草がリア充じゆうしてる」「ていうかな、校内の女子の間で、甘草株が急きゆう上じよう昇しようしてるらしいぞ」「俺、マジで腹立ってきたんだけど」

　うう……これ……居づらいってレベルじゃねーぞ。

　俺が胃に手を当てたその時、

「おらー、席に着け、お前らー」

　宴うたげ先生が入って来た。

　た、助かった……これはいいタイミングだ。

　俺はほっと一息ついて、心の中で宴先生に感謝する。

「あー、ホームルームに入る前に、一つ知らせがある」

　宴先生は、めんど臭くさそうに頭を搔かいて、全員を見回した。

「ちっと急な話だが、転校生だ」

　その言葉に、みんながざわつく。

　転校生……十二月のこんな時期に？　なにか家庭の事情だろうか。

「うし、入れ」

　促うながされたその少女は教室に足を踏ふみ入れた。

　そしてその顔を見た俺は──

「なっ……」

　背筋が、凍こおった。

　なん……で？

「なん……で？」

　あまりの衝しよう撃げきに、思考がそのまま口から出てしまった。

　なぜならその少女は──

「空そら…………さん」

　天あま上がみ空。俺の──初はつ恋こいの人だった。

「あ？　なんだ甘草、お前の知り合いか？」

「し、知り合いも何も──」

「うおおおっ！」「めっちゃかわいいじゃん！」「髪かみの色超ちようキレーっ！」

　俺のセリフは、クラスの熱ねつ狂きようにかき消された。

「あー、うるせえ黙だまれっ！　ほら、お前もとっとと自己紹しよう介かいしちまえ」

「は、はいっ……」

　宴先生に急せかされた空さんは、口を開いた。

「あ、あの……四し葉ば紙かみ伊い緒お乃の……です」

　シバカミ……イオノ？

　だ、誰だれだよそれ……どっからどう見ても空さんじゃないか！

　まあ天上空っていう名前だって本来のものではないんだろうけど……この状じよう況きようで更さらに違ちがう名前を使う意味が分からない。

「あ、あの、私、口くち下手べたですし暗いしなんの取り柄えも無いんですけど……みなさん……よろしくお願いします」

[image: ]

　なんだ……なんでこんなオドオドしてるんだ？

　俺の知っている空さんは、もっと余よ裕ゆうたっぷりな喋しやべり方をするはずだ。

　空さんは、みんなに向かって頭を下げた後──

「うっ……」

　俺の方へ向かって、一直線に歩いて来た。

「甘草奏さん……ですよね」

「…………」

　やっぱりその見た目は間ま違ちがい無く空さんだった。

　本ほん性しようを知っている俺に演技をしてどうなる？……一体何を考えている？

　俺が身構えた次の瞬しゆん間かん──

「……え？」

　空さんが、抱だきついてきた。

「な、何をっ!?」

「ごめんなさい……ごめんなさいっ……」

　空さんは、俺の胸に顔を埋うずめて泣いていた。

　そして、体を震ふるわせながら、消え入りそうな声を発した。

「私があなたを守りますから……あの人の好きには……させませんから」

　何が……どうなってるんだ？








【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







　オッサンを主人公にしたラノベがどうすれば売れるかを考えるコーナー。

　唐とう突とつですが、やりたいからやります。ラノベのあとがきとはそういうものです。

　ちなみにこのオッサンの定義はマジのオッサンです。

　島○作みたいなスタイリッシュなオッサンとか、範馬○次郎みたいなチートのオッサンは不可。

　五十歳、ハゲ、デブ、チビ、歯し槽そう膿のう漏ろう、ワキガ、加か齢れい臭しゆう、水虫というスペック固定。




オッサン＋ラブコメ


　ヒロイン１　ある日突とつ然ぜん擬ぎ人じん化した自らの水虫。超ちよう絶ぜつ美少女だが、常に体をかきむしっているのが玉にきず。

　ヒロイン２　幼おさな馴な染じみのセツ子。長年主人公を見守り続けてきた人格者だが、キレると豹ひよう変へんする。その際にキ○タマを蹴けり上げてくるのが玉にきず。

　ヒロイン３　なついてくる幼女。『あんな奴やつに近づいたら危ないよ』という周囲の制止を振ふり切って、主人公に笑顔を向けてくれる天使のような子だが、主人公が襲おそう気満々なのが玉にきず。






オッサン＋異能バトル

　体臭がきつい人間ほど、強力な異能を有するという世界観。

　口臭＆ワキガ＆加齢臭の三種の神器で世界最強となった主人公だが、あまりの臭くささにヒロインを除いて、誰だれも彼に近寄れない。


　ヒロイン　主人公の殺人級の悪臭をものともしない聖女。クリリ○みたいに鼻がないのが玉にきず。






オッサン＋異世界ＢＬ

　魔ま王おうを滅ほろぼす勇者として異世界に召しよう喚かんされた主人公。

　なぜか男にモテモテ。

　世界中の男からケツを狙ねらわれる事に。逃にげ回るのに精せい一いつ杯ぱいで魔王討とう伐ばつどころではない。というか、魔王も支配そっちのけで主人公を襲おうとする始末。


　相棒　世界でただ一人だけ、主人公に欲情していない男性。群がる野や郎ろう共から主人公を守るために奮ふん闘とうする。と、思われたが実はこいつもホモ。たまにキスしてくるのが玉にきず。







　結論　主人公はキ○タマの裏にキズがあるが、他にも欠点だらけなので、それは別に玉にきずではない。






　ここからは謝辞です。

　担当Ｉ女史、イラストのユキヲさん、コミカライズしていただいている一いつ葵きさやかさんを始めとして、のうコメに携たずさわっていただいている全すべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆みな様さまに一番の感謝を。




　それでは、冬に発売予定の十巻でお会いしましょう。


二〇一四年八月　春日部タケル　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている９








春日かすか部べタケル
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